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1 .はじめに

企業経営はどのように形成されるのであろうか、とれが本稿の中心課題である。ここで

いう経営とは社会構成体としては組織であり、過程概念としては愈思決定である。これに

ついては、チャンドラーが経営戦略との関連という視角から、 「組織は戦略に従うJとい

う仮説を提出した。その彫響は経営史や経営学、経済学など広範閣の研究領1或に及ぶ一

方、チャンドラーの仮説に対する内在的な批判あるいは外在的な批判が展開されるように

なり、その限界性が指摘され、 「ポスト・チャンドラーモデルjの必要性が注目されつつ

ある(1)。本稿はこういった動きを踏まえ、国際関係企業史の視角から、企業経営の形成

過程において技術が果たす役割lを中心lこ説明世る (2)。

企業経営の形成における技術の役制について、従来の研究では、技術の経営への彪響と

いう視点から提示されたものの、まだ絡についたばかりで、理論的には必ずしも十分とは

言えない (3) 。その客観的原因として‘技術は資本や労働とは異なり、量的次元ではとら

えられないζ とがあげられる。また、理論的あるいは方法論的にも、いくつかの原因が考

えられる.その一つに経営そのものが技術に含まれるという観点がある (4) 0 そもそも技

術と経営の関係は、経営が筏術を媒体にして移転されることが示すように密接であるが、

両者は決して問ーのものではない。企業が新たに主主術を導入する際に、既存の経営方式に



こだわって筏術のみ導入するか、あるいは新たに経営方式をも導入するか、新たな経営方

式の導入を決定したとしても、技術導入先がドイツやアメリカ、日本の企業など複数の場

合、その中からどの企業の経営方式を導入するか、あるいはそれらの一部づつを導入する

か、といった選択肢のあること自体が示すように、技術と経営にはそれぞれ独立性があ

る。もし、技術と経営を同ーのものと見倣して、技術 ・経営移転による企業経営の形成プ

ロセスを観察する場合、経営そのものは‘技術の一部として移転されると見倣され、技術

と経営の慨念が混同し、技術が企業経営の形成において果たした真の役割が暖昧になって

しまう。

もう一つの原因は、技術移転と経営移転という現象は、 t支術と経営の関係を明らかにす

る上で絡好の研究素材と言えるが‘いままでそれに関する研究は、どちらかの一つに絞ら

れている点である.その中でも、ロジャースの社会学的観点から技術革新の伝播現象を分

析した技術伝播論や‘技術の商品化現象に注目し、その市場情造を分析したバイトソスの

技術術品化論など、技術移転に関する研究が比較的多く見られる (5)。一方、経営移転に

関する研究は、経営の普遍性および適用性を主張するハーピソンとマイヤーズ、経営の特

殊性を主張し、適用性を否定するゴンザレスとマクミラン、経営原理と経営実践とを区別

することによって、経営原理の移転性と経営の普遍性の程度を検討するという方法論を提

示したクーンツなど、 1960年頃から主としてアメリカの学者によって行われるようになっ

たが、まだ体系的にまとめた理論として成り立っていない (6) • 

2.技術移転と技術発展

企業が技術を導入する際、何をもって判断基準とするのか。これについては、シューマ

ッハが、先進国において発展してきた「巨大技術Jと発展途上国における「土着技術Jの

中間に位置する技術、いわゆる 「中間技術Jの開発を、適正技術として提起している

(7) .日本では、米山喜久治が適正技術の観点から、新日鉄の前身である八幡製鉄のマレ

ーシアのマラヤワタ製鉄への技術移転を分析している (8)。適正技術のモデルとも言うべ

きマラヤワタ製鉄と本稿で研究対象とする宝山製鉄所の技術は、ともに新日鉄が提供した

ものであるが、 iiil者は中間技術、後者は先進技術という相違点があった。マラヤワタ製鉄

に移転された「コム材木炭高炉伎術」という中間技術は、長期的に見て、同社の技術発展

のネックとなり、収主主の悪化をもたらし、圏内市湯において不利な立場に置かれる原因に

もなった。 一方、宝山製鉄所は先進筏術を導入することによって、後術水準をm~置的に向

上させ、経済性は中国一、国際市窃においても競争力がある企業に成長した。また、宝山
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製鉄所は中国における飛地的存在ではなく、導入された技術は中国全国の数百社にものぼ

る企業に移転され、巨大な経済効果をもたらしつつある。本梅では、適正筏術論の問題

点‘すなわち「土着筏術Jと「巨大技術Jとの俗差を無視していること、対象とする時期

が短期間であることを指摘し、両者の比較から導かれる導入技術の適正かどうかの判断の

基準は、長期的に見て、導入技術が技術発展そして企業の経済性の向上に寄与し、競争社

会において有効に機能できるかどうかである、と指摘した。

技術移転の成果をいかにして技術の発展に導くか、が企業が考える次の問題である。宝

山製鉄所の事例から次のことが読み取れる。つまり、技術移転は技術の発展を可能にする

が、技術の受け手から見た場合、技術を導入するだけでは技術の発展はあり得ない。そし

てそのステップアップのために、吸収した技術をベースにし、国際先進技術に照準を当て

ながら追跡して行かなげればならない.さらに、技術革新を絶えず行うことによって、 t支

術の発展を図らなければならない.さもなければ、中国企業の従来のパターンのように、

「導入ー浴後一再導入」の悪循環を繰り返す羽目にならざるを得ないということである。

宝山製鉄所の技術発展のパターンは、特殊なパターンではなく、両大戦間期の日本企業

や‘鈴国浦項製鉄所などの事~jに相似し、普遍性を持つものである。すなわち、技術の吸

収・追跡・革新は、後進国の企業の技術発展をもたらす3要素であり、相互不可欠である

と言っても過言ではなかろう。

3.技術移転と経営移転

中国企業が「導入-m後一再導入」という悪循環を繰り返す羽目になってしまった原因
の一つに、外国から先進技術を導入しでも、 「鞍山憲法」など自国の従来の経営管理方式

にこだわるあまり、それと同時に外国の経営管理方式を導入しなかったことが挙げられ

る.いままで多くの中国企業は、外国から導入された先進技術に適合しない中国従来の方

式によって経営管理を行っていたため、計り知れない経済的損失を被った。宝山製鉄所の

llJ伊lも示すように、新日鉄からの経営管理方式の導入が大きな経済効果をもたらすことが

自に見えていたにもかかわらず、企業内外の拒絶反応は大きかった。宝山製鉄所の技術の

発展の大きな要因は、こうした低抗との長年にわたる葛藤を経て、新日鉄からの経営管理

方式のお入に成功したことである、と言っても良いであろう.

そもそも企業の経営は、 t主術を土台にして形成され、技術を媒介にして移転されるもの

である・近代経営にとって近代技術は不可欠であるが、同様に‘近代技術には近代経営が

不可欠である。 長術に適合する経営のお入は、それ相応の利益をもたらすものである。近
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代経営が従来の経営に取って代わったのは、それがもたらす生産性やコストさらに利潤に

おいて優越しているからである.経営の導入が適正かどうかの屡も重要な判断基準は、そ

れが伎術に迎合するかどうかである.

経営移転は技術移転とは密媛に結びついているが、受け手が技術導入に伴う経営を導入

する際、宝山製鉄所の第一矧工事の事例が示すように、技術はまるごと導入できても、経

営はそのまま導入することはできない.受け手の経営環境に合わせて、若干の修正を加え

ながら導入される。その修正を必要とさせる要因は、市場以外に、主として現地の政治・

経済制度、文化、風俗慣習などである。その導入過程も、技術導入とは同時進行ではな

く、それよりは時間がかかり、外来のものと在来のものとが摩擦を起こしながら、 「模

倣・改善・革新」の段取りを辿って変化していくものである.しかし、宝山製鉄所は新日

鉄の経営管理方式に対し、中国涜の修正を加えたものの、その後心となる部分は、そのま

ま導入した.これは新日鉄の経営管理方式が普遍性を示しうるものであることを示唆する

事例と見て妥当であろう。

しかし、見逃していけないのは、それが新日鉄の経営管理方式の普選位を示していると

同時に、その特殊性をも示唆している点である。すなわち、宝山製鉄所が新日鉄の経営管

理方式を導入する際に、異なる社会制度、文化、慎雷、風俗などによって修正させられた

部分である。その特殊性をもたらす要因が、技術・経営導入の過程における「導入意欲J

や「導入への抵抗」、 「意欲と低抗の葛藤」の度合いを、そしてその構造を左右している

ように思われる.

先進技術の導入が、企業の管理組織に多大なインパクトを与えたことを、宝山製鉄所の

事例は力強く物語っている。先進妓術に適応しながら形成された管理組織によって、宝山

製鉄所は優れた生産性やコストさらに利潤を実現した。同製鉄所の企業集団化などの成長

過程は、組織が技術の発展に適応しながら変化する典型的な事例と言えよう。

そして、なによりも、技術移転と筏術発展の関係、技術移転と経営移転さらには技術と

経営の関係を十分に理解し‘それを馳に経営戦略を展開して、企業組織の発展を図った宝

IlJ製鉄所の技術者経営管理者集団が果たした役割が大きいことを、指摘しなければならな

いであろう。中国の企業に益延している「導入ー浴後一再導入Jという慈循環のバターン

から脱皮できたのは、彼らによるところが大きいことを改めて強調しなければならない。

主主
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序章

本航l士、|同|際1iI1係*及び企業*のぬ!1M的tJ，l.ilJから、 ifrn本製餓株式会社(以ド新11欽と時

す)(})'1 '1叫 l.ilti' i~111製鉄所(以ド'i:lll fW欽 Jfr と目許可nへの技術 ・ 経常移転i品収にアブローチし

よーとするもωである対象とする¥lS'JOII士、 1，，)1，拠欽Jfri払i立プロジェクトが決定された 1977

"1 から、1r~1製欽J;rの技術 ・ 終'片 ・ 組織体:1日lli; 的、'r されたと忠われる 1990 年代初白iまでの

|数"1'.!lilである ここでは、主ず本航の問題な，波及び悦角と課題を191らかにしておきたい

l 研究対象としての宝山製鉄所

プロレタリア文化大1(，:命(以下文市と時す)以降の'1'1同の鉄鋼業は、 11を>"-'J)える勢いで先

)1~している 1978年ω制l鋼'1..I)[iI止は 3，479)jトンであったが、 1996fl"l1: 1億トンを突倣

し、 11本を抜いて11十舛ーにたった その急成長ω 裂を jf[っているのが、新 11 鉄 t~ どから

技術を海人して ili ，1没された'Î~111製鉄所である 1995 "P見紅の'i~111製鉄 Ifrの相l鋼')高 1止は

851 ))トンにi主し'1'1同ーにたっているあ '.J明l:')~IJ;完成寸る 1999{j'.にli1.100hトンに

，yする凡込みである

'[':111製鉄所11:、いろし、ろli:lJ.:味において'1'III.I.jl叫および1¥I:!fl.の人々のiUIを裕ひ7こ '1' 

IkJlki内でl士、 1978"ドに発表された f19761，ド"-<1985"ド|司氏経済発展 10カ年計 IIhIJ(以ド 10

カ"j'-.lI-llhj と~す)における I此，f( I，lliプロジェヂトとして、膨大な資金が投じられ、全l iiIの人々

山 1111の的とたり、1'H の対象とたった 主た、それゆえに非難を浴び、|司会に、'1るノ1'::1同

人代代J;:大会(以下全人代と11十l一)においても、 fをはらの集'1'攻幣を受けた そして、 II~

にとっても、 'i~1 1 1製鉄所11: rll~の村正外アロジェクトとしてはもちろん、 111 界的にみてもか

つて前例ù)t~いほどω大規般tt製鉄プロジェクトである」ため、新 U 鉄の他に多数の li:司社、

余融機関、さらには~1本政Jf:rWH，-f，1"ili'などが(tl(後あるいは1111接に!)¥)与した(1)さらに、宝iJl

i)I:!鉄所11:プロジェク卜としては111:界的にみても大規模であるために、日本以外に、 ドイツ

やアメリカなど、 Ilt界においても布教のメーカーおよび政府向凶主でも¥1
1
1'桜あるいはIllJt産

に !~lりしたパわl"f、 Ie山製鉄Ijrl士必がつくほどの大別ブ口、ンェクトであった

ï~111製鉄!灯油fdtフロジェクト Ii:、 '1' 111.I，jrklの政治統済関係の朕史においても、 ー大:li未

明であったこと11:，;う宝でもない |υlプロジェタトl-t長期lに反ってIJliiiilr:nのrl:11の(rJとな

り、それを巡り、中 I kJ{l~1から郷小、1-:、組紫陽など政府i'lm~が、 H 本側からは ít相 l鈴木将帯、



'i "mHUt弘、 fJ守党の自民党総務会長 --I~れ止進、そして吋然ではあるが、財界の総聞大医と

もJわれた布1111.s:(Lなどが、そのために!日，i1J41Ji1を行き米し、交渉の席におき、 ij:凡を述べて

いる 1，，1プロジェクトのために、 l山il同において動向された人は数万、資金数千億円、 201吐

紀後 '1との I~îll~ の経済関係の股!たにおいて、 M大のtJ l来事であったと Jつでも過三ではない

であろう

さらに終常!どないし企業*の研究にとっても、 'i~lli製鉄所は休日に値するー大 ・ IÇ例であ

るに巡いない 111 界史 k宅 rìíiの胤般のIj~際tk術 ・ 経常移転であり、その過程には数え切れ

t~いれ多くのトラブノレが5ê 'l し、波糊)j): とも " うべき道程であった 続'H史ないし企業

*の恰PIの研究素材である '[{Ili製鉄所ばいろいろななl床において「大」であるために、人々

の注11をfCiびたわけであるが、1¥-/'h?;研究対象として宝山製鉄所を取り上げたもうひとつ

のJ!j!rlll士、「大Jとは全く 無関係のところにある 即ち、宝山製鉄所が新n欽から技術を導

入するとともに縦'討を も導入 し、悦倣 ・ l没収 ・ 迫跡 ・ 改善 ・ 本新 と いう i品~!Ëを辿りなが ら 、

技術・終常 ・組織体iJiilを確¥1.したことにιなみがあるわけである 宅山製鉄所の'1>例が、技術

移転と技術発肢の関係や、校術移転と終公移転、そして技術 ・経常 ・深度 ・飢餓 ・戦時それ

ぞれのfl1 l~1関係を研究するための恰灯のぷ材を提供 してくれたからである

近年来、中l吋では宝lli製鉄所に|到する多くの資料が公|刻されるようになってきた これ

らは!として'i~ 1 1J製鉄所の技術.，t]-iJ;執乍 ・ 編集したもので『宝IU製鉄所近代化何理波書』

として、 1993年以降次々と公開されている(2) ，主lli製鉄所に関する資料は組織、終位戦

時、生時、技術t~ ど企業経常符珂lの多);"I(， iに及ぶ その背景には、宝山製鉄所の中国第ー

の終消1'1ーや近代的経常'l'i;sj!を制介することによって、大'l，l恒国有企業の普通的f，赤字|問題
や終判;体制改植の行き荷主り、外I'~からの技術導入が技術の発展をもたらさなし、「導入一線

後 1'1導入Jという企業の:m;術i球のバターンの益延などの事態を打開しよう、という政府の

犯いがあるように思ねれる(詳しくは第江市参照) ー)J、1-1本における宅山製鉄所に関す

る研究11:、あまり進んでないように思われる 1ド|司の改筆 ・開放政策や経済政策決定の榊

造の -s誌としての論述、あるいは'長山製鉄所のプラント建設'l'J]:や契約倣棄による波紋に

関する論』えはあるものの、Il中関係のがcれや陀*の IJ¥来tJj:，-J，;j前としてとらえたもの

であり、宝山製鉄所に焦点を絞った研究l士、今のところ見当たらなし、(3)

これまでの宝山製鉄所に|刻する研究l士、特に'1'同においては多方而に及ぶが、欠f存もイF

イiごしていることを指摘せざるを得たい というのは、これまでの研究の多くl士、 ーつには

'i~山製鉄所の経営管理そのものの骨折1こ前点柑1き、それが形成された過粍についての分

2 



析がイ~ 1 5)'である ?ii ~に、 ' i ~111製鉄一所11:新11鉄から技術・綴併を，(t人して経常'ITJl.I~体制l

を{砲なしたのて・あるが、これ主での石~f~先ではその粁符作用体制が中心をなし、技術と経科

の判lI~lI~j係からのアプローチが不足 している 第.に、友lli製鉄所のn止まi品位において数

多くのトラブrレ，1;発刊した それらl士、rl'[司l叫内の政治経続のmtれと件i撲なl関係があると

思われる""叫|同内における 'i~111製鉄所という悦点からは避けてはたらたいIjtJ~であるが、

これ主で" "qでl士'i? 111製鉄I~rの iliぷ!日l姐に関する命午l士 、 I改革はどの純度主で行う べきか、

L、かに改，1，'寸司るか、いかに1m欣するかJ(こ以する民なるな比())諭乍としか論』えされず、t'i実

11:1制に採られた宅主である(4) 第問に、これ宅での(i)f究l士、 '1'1"11同伴lにおける宝111製鉄所

という似

されていない

このようた欠務が'1' じたのは、いくつかの)~(凶 ttい し背景があると思われる まず、友

ItI製鉄所に倒する研究の代ぷ作とも‘ 1 うべき『常 111製鉄所近代化竹周波 ， I :;~ I士、円，[:司政!日

が同内において終済性が傑 l ，1 1 している 'i~山製鉄所の終常作用!の '{(f~WJ*を犯ったものであ

るため、;f，f.p;)とあるいは企業ct(内々のF究というよりも、終常)'¥-JlI!の教科外的t'l絡が強く、研

究山 if(.'~，\It、品料:;'l'i'J'I'のJ形成された過粍よりも、経常*1'11そのものにiFfかれている 技術 ・

粁引移転を合めた経常'ì~'J!nの形成i歯科に l士、技術 ・ 経'~t())H\ し T と受け干それぞれの終日

戦略がI~I わるわけであるが、ーれ宅での研究の.1.1.，，0，'.(11:、受け手であるiU11製鉄所側に絞ら

れている 宅 F 、'j~ 111製欽所の幸子科符J'Ilのγ((iiWJ米ーが 11 、Jí てであったため、定 111製鉄所の

成功を~乱川寸るあ主り、失敗例やトラブルに I~I して l士、ほとんど，:"及 δれていない

m に、 技術 ・ 終公の導入が、 'i~111製鉄IJrv)終予':;~:J!lt体制を伸、y したがi髭条件であれば、

投術と粁引のH I\品Il ~J係を|分に分析したければならたい つ宅り、先進技術を導入したか

らこそ、それに相応する終'以を将人することができたということを 卜分に説明 しなければ

ならない ところが、 h: 111製欽所近代化作別殺 ， I}~ の -;'RIには、それがみられるものの、

経常導入の，E、刊Lを訴えるに過ぎないこれは、第 の問題にもかかわるものであるが、 上

述の注し迫った急務である大中明|同有企業の終併休:1¥11改革の1iきおまりや亦乍問題、「将人

一様後一111導入jの必循環のハターンの解決を1，1.‘るあを句 、官IJI製鉄所の鮮常n'J!J!ーの'，'(/ぷを、

政)(.fが問題解決の特効策と凡1放しているように忠、われる向

第二に、'F.山製鉄所のi説、，'r.i位Ftにおいて、昔日小、ド、信図録、組紫陽など、中間政府の尚

JI自が l~[僚かかわっている その内候l司鈴、必紫陽が政治的ftJ!lilRで失脚し、それが必寸aし

もι1;:111製鉄所illぷプロジェクトと無関係と11:♂えttいというI怖がい主主どにあるなど、 Iril製
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鉄所rJ)，没、'r;めれ¥11:依然として人き!..ベ ルに包主れている 中 1 >>1 1 同内で 11:、これ I1: JI'~;，';に

敏感な JI:I~自と比倣されており、 lï)F~先おーの 1::1 に l士、触らぬ仲にたたりたしという風潮がある

|同外で11:，これに|則する資料が不足しているのかネックとなり、 A般占有にとどまっている

v ωょう I~~kt兄が ilf!J l\'.分析を )¥'，'11ふ|剣iにしてし、る

2日間に、|同|撚mJ係をも悦野に人れた終予¥"~どあるいは企業史的な研究)j法日11 ち|同際|弘i係企

1. !tl士、 11"j>:rJ)経常史家が挺11:¥した研究MI，であり、有効な研究)j法として、 114:の終?有
史ヤ界において近年Il=11されつつある t-t:.し、 I1本においては、 l同際関係企業史の鋭角

から 11'1'企業 1::ll~J係の惟史的t~分析を試みた Ilíj 伊lがない ー)j、中国では!司l際関係企業!と

という研究の領域11:、主だ明1'1状態にある 中川がJJ~I.独政策を決定した 1978 {件以降、 IItJl

l品il J.!の締済 I~J係はます主す待;桜にたりつつある可然のことながら、 H 本企業にとっての中

Iq、'i'i同企業にとっての11本、あるいは"I，il同の企業|町長l係はともに喰渡性が別している中、

1'-1際関係企業史は11効な分析)jすよとして脚光を裕ぴるに逃いない

2 視角と課題

1ì' t終悦 11:どのようド形成されるのであろうか、 ï~111製鉄所のケースに日I1 してx-察する

ことが本机の'1'心t拠姐である こ事でいう幸子 '~t と 11:、社会構成体としては組織であり、過

tsJ概念としては立思決定であるこれについては、チャンドラーが経i常戦時との関連という

悦 f'J から、「剥i織11: lì~時に従う J という似説を従1[\ した その35符は経常史や経符争、終済

学t~ ど jム純V~の研究f~ji岐に及ぶ・ん、チャンドラーの似品に対する内 (U内々批判lあるいは

外伐的 t~批判が民 1)11 されるように!~り、その|以Wflo t.J q符摘され、「ホスト ・ チャンドラーモ

デルJω必'jHI:t.J;注IIされつつある(5) 本命文11:こういった動きを時空え、企業経常の形

成i品料の)Jil点にもどり、それにおける技術が処たす役割を中心に説明する

'i.:111製鉄Ifrl士、 1970{ド代ぷ !~Iから 1990 年代初政にかけて新[!鉄から校術を将人すると

ともに、経常'l1Jl1lモデノレをも弥人 ・模倣 ・修正し、企業終常体制をi権也した 宝IIJ製鉄所

11:新1I欽からの経常符月)j式のi邦人をなぜ必要としたのか、そしてと'のようなプロセスを

粁て企業終常体制を体-:].ーする主でにや:.......，たωか この問題を説明することは、企業経常の

j形成i伯作における鋭術の{世間付けの解明に燃がるものであり、それといl時に市泌や政治、)1:.

化、附!t、慣例たどその他の形成立巴闘にも光が、『てられることにもなる f追って、 'i~111製

鉄所がなぜ外!司からの技術将人を必裂としたのか、そして伎術がどのように導入され、 t主
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術のf管C}J版l民fれiγ~ '!..釘:;:，りJしたのhか、¥、 t技止副

見栄~ し t- 山均か、\、 を|削p引l らかに寸す-るのが 4必必ど乙、宥須(~条(::{，刊q牛l' と f々f る 4本h正'"論;冶冶文lは士こう した11問i百叫!可l足組題j守を|同司際|限閃E刻l仔係ミ弘史:及

ひび'終 '~:れ~. ~史1ど以lと:κ(骨企';1来来~一!史よ主わ:つ)の 4悦比f角q カか、ら，;)況(I~Iするものである 終悦史学界でl士、 これを|同際関係経科

Ilcも しく 111司|際関係企業!たという (6) 1k!1明日l係イト:j長!どとは、 「合業史tt"、し緋何らとと|叫際

I~I係此の先附するところに成立」 し、 rj qlr.~I~1係の文脈における企業IIfl 関係の照史的な分析J

Jiltである

'~ III製鉄;1灯のf.!dM ' 杯予i移転j的れほど|叫際!日11，系企業史という研究悦角が必斐とする 'I~ 例

11ftい、と，i'っても過パではないであろう というのも、11中l荷1叫がjittかれている|司|深深

度ω変化、それに11'う 11rJ 'I ， I'Îlkjl~1係の変化が、新 11 鉄の'~III製鉄Ifrへの技術 ・ 縦党移転を

\1(1削' したーつの要仏|であり、 'ì~111製鉄所と新 I1 鉄との企業問i関係の lìíj保条{'I でもある

|司際 I~H，*、!どと企業史的な分析の 1 ，Io Î I (I Îから被 IIhl(r'~に待察したければ、イI2.J佐としての'î:'11 1製鉄

所をHいに した ，~~"~Lkl を I~I らかにするのは小 "f能である

企業料悦の形成における技術の役'，;11について、い烹までの研究でl士、技術の経常への彩

併という 悦点から従示されたものの、主だ締についたばかりで、Jlj! ，:~(r'Jに 11必ず しも |分

と 1 1: ，;'え t~い (7) その符観的以仏l として、技術は資本や'Ï]{!i)， と 115もたり、はが~f;j.:えではと

らえられないことがあげられる 主た、州冶的あるいはみ法論的にも、いくつかの肌闘が

時えられる 例えl'f、緋何ぞのものが技術に合宅れるという観点である 小林i主也l士技術

を「人11:1、機械決問、情報の:つに体化(embodied)された経済的欲求を満足させる手段であ

り、人1III'j'，r，r，.の'([を改持するMtJとi.E淀し、それが「機能する形態」として「小必組織の連

川と終'~:;Jが合宅れていると Ukしている(8) そもそも技術と純計の関係!士、終日が技術を

保体にして移'伝されることが/J~すように松桜て、あるが、 litÎ.(fはがとして I " j のものではない

全%iが新たに技術を将人する|際に、日!tイ(-<l)終'n')j式にこだわって技術のみ導入するか、あ

るい11新たに緋'~i;)j式を導入するか、.¥'Jrたtt絡常)j式の導入を決定したと しても、技術導

入先がドイツやアメリ力、 11..{s.:のイ1:業ttどぬ教の場合、その中からどの企業の経常j正式を

将人するか、あるいはそれらの・部づっを将人するか、といった選択肢のあることn体が

ぷすように、妓術と経穴にはそれぞれ独、7判ーがある もし、技術と終常をI，;jーのものと見

倣して、技術 ・ 鮮符移転による企業経世1; (1)形成プロセスを鋭祭寸る場介、料'~~そのも(1)1士、

技術の刊lとして移転されると凡1故され、技術と終公の概念が混liilし、tl.f，f:iが企業終常の

形成において*たした以の役測が|峻1妹になってしまう

もう φつの})~(凶|士、伎術移転と緋~~・移転という 1}1.象 l士、技術と終併のml係をゆl らかにす
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る Lで桃þfの研究す~~材と .l' えるが、い主宝でそれに|則する研究Iì:、どちらかの 4つに絞ら

れている，~止心，.，1ι‘よLである そdの)'小|ド1てで，も、 ロジヤ ス(但E.M.Ro句ge剖r司dのJ社会'';':(1似的H内~I縦悦札，点g

イt伝z五ミ矯現象を分析したf技止制術、'f伝打抑術1昨¥，命冶ベやJヘ、 技材術、'rrJω)1附t桶奇払訓』A川品'u'.{化ヒ与凱4象にf陀i主i'.llし、 そのdi場情iEを分析した

ノミイトソス(C.V. Vaitsos)の伐材川'f1.H.化z拍iftど、技術移転に関する研究がLt般的多く比られ

る(9) .h 、終予f移転にI~Iするのf究l士、終符ωìl~~iM性およびi直川悦を i.燥するハーピソン

(Harbison F. C.)とγ イヤーズ(MayersC.A)、経常の特殊性を t張し、適用性を符定する

ゴンザレス(GonzalezR.F.)とγ クミラン小lcmillanC.J.)、経常JJii且Hと終常実践とを区別す

ることによって、鮮料 JJ;UJ!\の移転1'1: と続 1:1; の持ÌlllÍ刊の lll~度を検討するという方法J命を +1lぶ

したクーンツ(H.Koontz) t~ ど、 1960 ~ド頃から 1: としてアメリカの'γイ号によって行われるよ

うになっfーが、主だ体系的に宅とめた珂!I翁として1&り、，'rっていtt，、(10)
企業の技術 ・ 経常移転に I~J寸る片察l士、私の次ω仮説から出発する つ主り、1E.:tの純

手tf士、技術を I:fiにして形成され、技術を媒介にして移転される そして現地の経常roi$~

，:tf ~長凶 (di#J ・政治・終済制度. ;)C化 . )1¥¥ittflぜiなど)に適応しながら修正されるが、 1安心

になる部分はその主主主吸収される近代経常にとって近代技術Ii:不"f欠であるが、削除に、

近代技術に Iì:近代経併がイ~ IIf 欠である経常のJ何人が過，Eかどうかのi止も位斐な判断)，~'1" 

1士、それが技術にi盛イ干するかどうかである

以上の似説Ii:技術の役'，1;'1を強訓しているように比えるが、それはiJとして技術ゼ iニic設を

怠味するものではない 終予r;.r，-の，0';.1思決定ば:ちな的ではなく、経符資源である技術そして

経'~[;w境".目安闘に胤定されていることを従起しただけである 縦悦有の立思決定がj止も市

~f~lìíí保条件であることをここであらためて断っておきたい

本航の榊1&1i:次ω.it1iりである 郊 l市でl士、 ['4Ir.¥ WI係を念日~Hこ ;rt き、断史的な悦点、から

1949 II二以降の'i'i吋の鉄鋼業の概況とが[11鉄がおかれている環尻、それに適比、するために採

川!されt-l.<:JUI (t'-J f~ 方針て・ある終常戦時を J号書見する 'i'iqの鉄鋼業にmlしてi士、特に政J(.fの

戸f.:tl士策とのかかわりを小心に分析する そヨすることによって、中|叫が外[司から鉄鋼技

術を将人するに恒った鮮総と、 irr11鉄の'Itlll製鉄所への技術協力に4そった純綿をゆ1らかに

する

tk術i持人i品f....1士、本米f技術の11¥し手と受けT'の接触の開始から契約締結、 ili設を総て操

業にいたる令:i品位を包合するjもωである(11)本4冶文も企業史の鋭角から妓術噂人i品仰を

身然している故に、企業を LWに 1/\1組を挺えるが、 'l~111製鉄1fTのケース Iì:、宮山製鉄所肉

体がl同千1・企業であり、しかも'I'i吋ilil叫以米の以大の技術導入フロジェクトであったため、
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政府組織が大きくかかわっている そのため、本似の第 2市と第一 :1市11:次のよう々情成を

とるつ主 1')， f.J.. )j(/)後削!のI~HI1から契約締結主でのi品胞において、特に相JJ~Iの段階でl士、

な思決定11:小川政府主将でわわれたので、技術特l入の江思決定の L体干1，をIYJi礁にするため

に、技術将人i位れを二つの段|併に分けて分析することに寸る 第 段l桝は後触開始から契

約締紡主でωi品れであり、百~ ~ 1';'1'で分析することにし、第て段階すtt.わら宝111製鉄所が技

術将人の L4柿を持つようになったillぷから操業烹での過稗については、第3可Eで述べる

ことにする 技術将人過れの分析にl士、)，~ノド的に 11:内 1 '1以来と L)係市のスキームを使mす

ることにする(12) スキーム11:次のとおりである

1 発 ~:，\-- ll '1 kl iJlIJ の肢も)J のft'I搬入手終路(政府、 1拘 tJーの煤介、人の移動、文乃情報)

2 交/，j;-、可。ドイ庁新 n 欽の ìj世田~と戦術、中 rl<JiJlM戦略と戦術(導入技術選択の判断)，~準を

合む)、争点、

3契約一-t体(政府、 IfHt:の介イ上)内れー(脱岐、製法、設計、機械』没備の調達、刷資材の

調述、令部<!、新H鉄の人u派泣)
4資金調i主ー一一鎖、 Jil.去

5.，&Wi検作

6 機業I~IMÎ "Ìで

7微業IJII始以降

m4  I~'i:.では、 Î~111製鉄所の新 11鉄からの経常符.IlVj式の導入過料を、環境、戦略、組織

などのIJIIから分析し、企業の発Mを規定する，渚咲い1を与然する 以後に宝IIJ製鉄所の経常

陣に光を川て、技術・経常砂似を成功に噂いた~闘を IYl らかにする 終唱の第 5~置でI士、

本稿をまE約した卜で、技術修転と技術発版、技術移転と経伝・砂似の I~"J係という角度から、

本市において拠起したlin地に特:えることにする
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第 1:章 中国鉄鋼業と新日鉄

1970 {ド代ボから 1990{F代初]liJlにおける新 11鉄の'i_.:山製鉄所への紋術移転11:、 111弊の企

業鮮悦IIC1:析に凡るli¥米早Ifであった そのために動.wされた入品は 5)j人、資金11:8，000 

{白川以|ーに及ぶ 移転された物資11:鉄鋼だけでも行)jトンを趨えた プロジェタトのスケ

ノレの大きさから、新 11欽以外にも、 11本やドイツ、アメリカなどから数多くの 111界イf数

の大手企業が参リしただけではなく、小川や11本、 ドイツなどの行村lを始めとする政府尚

u'も多く tll[後lIi!t主に関与した しかも、このフロジェクトは文航の余波ゃ II~rtj鈴、超1紫陽

々とプロジェクトにt"(接関与した小川のF!者代行仰の相次ぐ失脚、tI'I叫の凶内経済1澗格問題、

外貨不足あるいはfTI出など、'1'1同にとって内外の政治経済環境の fl主ぐるしい変革)jの影縛

を点つI/'Jから受け、契約の未発効川脳や契約キャンセノレ、プラントiliぷ L・ICの'"1'11ーなど、

度引なるトラブノレや作折を味わい、波乱に満ちた卜数年を経験した その過ねの複利iさか

ら、中|司政府内部の権力闘争説や政治法;時 l況が 11~び交うなど、そこにはい世だに多くの謎

が伐されている

し J干がって、友 111製鉄所iliぷプロジェクトをJll!解するためには、技術移転の u'U庄の、可 ・ I~

4可ーであるi:.tJl製鉄所および新11鉄を巡るそれ宅での政治 ・経済 ・経常の限史を振り返るこ

とが、 1然に必梨とされる手続きであろう 本立でI士、まず技術移転の受け下である <j~IJI 

製鉄所の1'rJ止とたるι1'1司の鉄鋼業のF!正史をふり返り、中でもとくに鉄剣業や政府の政策の

1949 ;ド以来の変遷におけし、 'j~111 製鉄所の外l同からの技術導入を必裂とした袋凶について

分析する 次に、新 11鉄が対'jよ111製鉄所技術移転を決定した 1970年代町H年の経常状況や

糾何段l党、そして経常戦時、とくに刻中川i険制作に焦点を当て、宝111製鉄所に対する技術移

転を必暖とするに至ったま!flklを明らかにしたい

第 1i布 中国鉄鋼業の技術導入

1，旧 ソ速からの技術 ・経営導入

ここでは、友111製鉄所の設な ・他ぷにでるさでの中川鉄鋼業の康史を概観し、あわせて

戦後の 11本鉄鋼業の発l段状況と比較したがら、 <E山製鉄所の外IJ.Iからの技術導入を必決ーと

し、また"J能とした要依|をIlflらかにしたい

8 



'i'l同の鉄鋼業および企業の技術を身者宅するには、主ず 111 ソ述の~特を分析しておかt~ け

ればたみたい というのも、'i'l同ω鉄鋼技術11:Lとして 1950年代に羽一人された111ソ述の技

術をベースに強Mしたからである

1 949 伴、 '1 ， 11~ 人民共和 II~ が J庄市冷る戦争のぷに誕ノ|ーしたH与に l士、戦争による傷跡が '1'1 同

の欽鋼業に深く刻主れていた 多くの製鉄所11:戦争によって破擁され、 ー11キ100)jトン以

|ーの欽鋼'I'.IQ能力を擁した鉄鋼生市刈11:、 49~ドにはわずか 1 5.8 h"トンしかなかったこれ

は吋時の欽釧 EI同アメリカの鉄鋼侠尚尚(7，074)jトン)の約 450分の 1に過ぎなかった

'i'l刊の製鉄技術には郷かしい片~~があった '1'1同はいくも 2600年前に製鉄をIJflW，し、し

かもその技術レパル l士、 イ手秋戦 I Jq時代以米 kJ~1 にわたって {It持の先端にあったと ，?われて

いる しかし、近代に人ると、消 E，:y{の比作にわたる鎖|同政策のもと、毎{F 5~7 )jトン

の鉄鋼生 ，}'í~ Iì':î で満足する (1 給 I'j~的 tt経済政策などの影響によって 、 '1'1司 ば {II: 界の戸託業革

命ω流れに取り伐されてし空った そのf去の外|同ダIJ由主による'1'1吋似路、'1'1同の敗北、それ

にともなう l膨大 t~戦争 1I日償 〈祉の負 j1[あるいはNJt 1: 1:91 政府の腐敗や内乱t~ どによって、 1 !iI家

財政が:出化した そのため、約1:':91に11:製鉄技術IJll発への投資の余)Jがなくなり 、'1'1同の

製鉄技術11:完全に近代製欽抜術Jft命の波に呆りj/量れてしまった(1)

w 1":QII1:1j'lI川政策の失敗から、 19111:紀後半にー似して全l古i附洋化への政策転換をl火lった
が、そのー保 として外[I~から近代製鉄技術を猟人するようになった 'I'i司が初めて外側か

ら製鉄技術をi邦人 したのは 1871{ドのことである(2)この年、福州員{¥政)"jが外|同技術を導入

してシリンダーや ' I (判1、鋼桜 t~ どを製ii: したのである 1908 年に設セされた泌治体~鉄隊

員人公，;111:、外Iq技術を将人 してiliぷされた'I'r同初めての近代的製鉄所とされ、 '1'[同はH本

に7~I三遅れてようやく近代的鉄鋼li ?ê J民のH切りl を迎えることになる (3)

'I，IIH(I同時代に人る と、 上海、 111州、本淡湖、鞍111、阿川などで次々 と製鉄所がili設さ

れたが、生産能力 l士全て小~JL般のものであった 1932 年に H 本によって鞍 111 で ill ， i止された

昭和製鋼所l士、鉄鋼{fl権能)J133 Jjトンをイr'し、、可H干の巾凶における1t立大の製鉄所であっ

たが、実際の ~I主席 M:，ùl1ì己録 11: 84力 3，000トン(1943{Io)に迭したにすぎなかった 'i'i_!;l全上

ω鉄鋼'1一応1止も 1943~rの 92.2 )jトンが般的iであり、 しかもその内の 94.2%(86.9万トン)

11:昭和製鋼所を始めとする 11本企業によるものであった(4) なお、 1943年巧II;'I'のIJ本の

鉄鋼生必肢は 765)jトンであった その11円相1製鋼所も、 fl本敗戦後の 1945{ド 9)]から 11

)'1にかけて、プラント設備の3分の2がソ.i!l!l!lに戦平11品として解体され、ソ.i!l!に持ち去られ

るなど倣賊され、そのため、円製鉄所の鉄鋼供応能力は 50%以上ダウンし、)J:~能力に宇:っ
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て11:l分の日以上ダウンした(5) その後も、|斗民党と共H主党の内戦によって、多くの製鉄

所l士、ド威か今:版状態に15((，った こうして、'1"同1119 Ilt紀後半に阿作から近代的鉄鋼技術

を将人するようになったものの、 1949jドω川l情人民共和[1iJの )1足立H年ぶにおいて、 ~tl\ I'Jの製

鉄技術を{前'fするにはやーらtcかった
その'英仏!として、こうした皮 ，T(tt る外 I'~ 州!践の{公園*や 1，7 王';YI の腐敗、内乱、外資 I二将の

製鉄I~ilJlぷ ・ill!悦、阿久二内戦fCどの政治経済的史跡|以外に、外l同からの先進ぷ備の導入の

みを前倒し、技術そのもωの吸収を然似し、主た鉄鋼技術の技術者の持)1置を特例したとい

うl梨闘が桁摘されている(6)

'1， 1作人民共和 | 同 r&~後、'1"司 11if( 1:蒸発111i優先政策のもと 、1953年から 1957年に至る

m~次 5 カ If 計 l而i期に、 u佐:'(i¥I"]r J，~~lJl，i生 j 投資似の 1 5. 1 6%を鉄鋼業に投資するとい111年

に、ソ辿から鉄鋼製造フラント ・技術を将人したその1I.'fWIに、絵111製鉄所のIJI:組、式決 ・

旬以 ，，1，ら鞍IllrJ)特製鉄所のがfぷ、本渓 ・イiJ;( 111 (旦UEの首都製鉄所)・撫順 ・大iili製鉄所な

ど既存の製鉄所の改造 ・拡張J.'1>がそれぞれ行われた また、 1950年から 196111主にかけ

て、'1'"qは111ソiiliから 10数億ループノレのkWI(/f，款の提供を受けたが(7)、そのー部17:製鉄所

のプラント附人代金に充てられたさらに、'1"同17:製鉄所lJl，設協力や生政指導を受けるため

に、 111ソiiliから多数の銭前'r11を受け入れた ソ辿の技術者は中Ir<Iに数年にわたり駐イEし、
特l也ω製鉄所l士彼らを受け入れるため、[ソiili'年家機J(ソ述専門家咋JIIピノレ)と名付けられ

汗():，もなどのぬ訟を建てた 'i"同も鉄側技術のfH与のため、多くのfa小生や技術者をソiili

に派mし、彼ら17:M 1l<J後各製鉄l.iiに技11'Iiとして配属された。、月H年は巾ソの蜜)-111キ代であり、

ソiiliの製鉄IfrU¥，&への協力l士、也地i選択 ・プラント供給 ・悠設拡片付け指将 ・試運転指導 ・

新製品技術資料の提供 ・新製品製造術特ttど、全てのプロセスに及ぶ(8) ソiiliの協力によ

って、'1"司 I士山か蒸気i次込み、，\百 J!f\li比 ・ ノトー肱，lli~操作、重油 i吹込み、~i/.ぷ l次込みなどの伎科f

をやH~} し、鉄鋼製造技術の水市が急速に 1{'11てした 伊jえli、rI石炉操業のHc術レベルの円安

となる，¥百かの.'11銑比やコ タス比(製銑トン、可りコークス消費地)において、 ベ昨は1ft界の

トップレベノレにi主したと"われている 'i"叫の鉄鋼生経最も 1949年の 15.8)jトンから-

54に数 I(日に刑え、1957{jーには 535JJトンにiliした(9)

、~II与の小|司鉄鋼業の製銑 ・ 製鋼 ， )I:~の各製造段附において、特に製銑の投術レベノレが尚

かった と11*うのも、 1950年代の111ソiiliからの技術導入は、製銑技術が中心であったから

である 1I本鋼竹常務取締役鈴本駿ーは、引l午の中い」の製銑妓術レベルを仮り返る時に、ゆく

のように述べている(10)
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大侃II，<})製銑IYoI係でl士、 [58iド1:(¥ドブノレノド版をやった坐躍のやり )jというのl士、、可H年と

してはM:，¥':iレベノレの設備だっ汗ように，思い主す J[総鉱角BのIYoI{系でいっても、 196011三とい

うと11日平" 35 {Iですから、、'ill.¥の11-1>:ω総鉱かに比べると、むしろ鞍11，のかがよかったと

いう魚Hlt~必憶があり主寸 ，:':iJ卜以来をやっていたしー 1 

'1'1 ki の鉄鋼製造H.術に，if しいit J.i イil: MωH.術，~HH辻村'I [j j主織も、、'íll与の'1'1同の，ùj炉技術

について次ぎのようにalilfiしている(11)

[......1960 !ド時点でl士、 11-1>:の，(，'Iかu剤、rより'1'1同のほうが lニだとωことですが、これは、

、'ill年11卜科のトップレベノレにあったソ辿の製銑技術が 1953年以前より導入され、 rl'l司のti

)J史小と相1全って、'1'1blω製銑技術が大臣N進したH年代で、、'ill寺のト1-1>:の製銑技術と l，ilN度を

た11:それ以上のもωであったと Icl.ll.-、空す 」

'1'1同の 1 ・ f~製鉄Jfrはソ述の技術を八一スに ili ，設されただけではなく、経常組織や経営 tT

sI'の，fliにおし、ても、ソiiliの影仰を大きく受けた 1950年代の初期、 '1'1同の多くの企業l士ン

辿の組織モデルを将人した(12) 鉄鋼業においてl士、特に点北地15<:の大下や'1":註の製鉄所

でl士、ソ辿:の[ -1<:制J(企業i正取M¥¥'!任制)という組織モデノレが導入された それまでこれ

らの製鉄所で l士、製鉄所長が製鉄所の鮮常~~;.aHのm工を負うが、製鉄rfrJx:の指導の Fに労
働円をメンハ と寸る符別委n会がぷけられ、労働.(，-11:生産竹煙に参加するという製鉄所

1，，?i (T::lillが実施されしていた Jl:産党組織は、製鉄所の政治目、偲桁導を羽lui し、続'~t11理 -

'1:/li'(を収dtする役引lを瓜すというものであったそれに対し、新たに導入された「企業長単

独，'.ifT::I~JJ におし、て(士、事干ι\'1~: ßI~の符|吸が製鉄所長ー人に集中するのが特徴である (1 3) 生

。ii'i'i'sI'においては、それまで製鉄所レベルでは、 't-:.jfi'i_業務を統-1'fJlgするセクションがな
く、 '1: ，l)，:I~')11'の業務l士、令:て各仁場によってれわれる「分i1Xti''1'F_rJj¥'作用力式jが燦川されて

いた ソ述モデルの将人によって、鉄鋼企業の't/)"O.f，'Jll:!において「分散的ヰ'.(fi'i'i' JlJl.Jから「半

!krl'(r.J'I:/)'f.'i'i' sIlJへのモデノレチェンジが行われた(14) [学集中的生館特別jとl士、製鉄所レ

ベルに'I:Jli;の総合'i'i'sI'拘11"1として['Uli処」というセクションを，没¥(tして、今主で各仁場に

よって1J われていたの作業J+I~'iω 作成や '1: 政 illi!度の :1日J1，却を、 ['Þ. 戸F処J によって・析して供二

sI'するが、その他の符JlI!業務に限lして11:従来iillり作 1場によって行われるものである(詳し

くIt?ii・ 4l;-t第 l筒iを参照されたし、) [企業1<: ljí. 1!ltl.'W::hiJJI士、 1 956 1ド以降この :I~I J.主のもと

では、 J~ ，主党の指導が行き!日i かず、以上的ではないという用 10 で批判され、それに代わっ

てJ1d経党委iJ.会指導を，iIiU告とする企業1i:ml:l刊が実胞されるようになったが、 111ソiliから
導入された「‘1"集中的'1'.陀'i'i'Jll!Jモデルは特製鉄I:;rに附製された(15)
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'I'I1ij鉄鋼業における 111ソI!liC/)影符は製鉄所だけではなく、l司家の企業'I¥;JlI!体制lにも及ぶ

<1"吋政府11:ソ辿ω汁lliii何;Jljlモデルを参考に第一次 5力作付曲iを制定し、各製鉄川において

，iI" l'hi"'1'JlH の :'[111"1 をぷけ、.bd~j，n'I ， I ， iおよびlFJ.îl''1:以 ・技術 ・財務計1，1'iの作成・:.:4施を進めた

このlI!tJUIにおし、てrl'l同でl士、 '1'火政府ωif(I.XUHIが鞍山製鉄所などrl'9U文J(.fl"(属の大'f製

欽所の 1県製品の'Ij{i，山・技術経済開株 .i'(・令 ・製品コスト ・流動資令[，小li<ill数 ・利jlJj・

1似11:.r:'~i などを決定するという、'1'央集締的な7ì'JlH体制が作り 上げられたのである(16)

2 鉄鋼技術の停滞

ソiiliから将人された'1'央集統的なWJlP.体1MとoTi仁JR催先の発反戦時によ って、1:21位・料

1..業 ・イ¥f.tiω中でも特にi[(1. tiがあjかった[1'1同}士、第 1次 5ヶlF，ili，liiJOIにおいて初歩的

tt市し業の)，C般を作り 1-.げたが、その1/11凶点も次第に顕著になった '1-'1同がモデルとした

ソ辿の中央集縦(~Jñ;理体1Mが必ずしもイ「効に機能 していない点もm摘 されるようになった

r.$特別体制においては、特に権|恨のi品小による地JJ政JHや企業の偵似刊の京料、経済-1'1:

の低卜が InJ~自 として提起され、 1956 ilェ4Jlに発表 した毛沢点のr[大1)[1係についてjと題す

る冶文において、集椛化の行き過ぎに対する).(:lE)j針が示された それを受けて|同務院は

19571ド11JIにrr_業ヤ?且l'体fI刊の改i'dこmJする規定Jを公平tiし、地)j分祢化と企業の!'!主権

の拡大の政策が決定された(17) これによって、 '1'1同 は中央集権(t~tj: ソ ìilill~ と l士見なる独

IIω'ITJ1I'体制の保吹を 11mすことになった 鉄鋼業においては第 1次 5ヶ年計出JOIに点

北 .~~~t .倍。l'などの大1¥').製鉄所を'1'心に欽釧)，¥;t血を作り|ーげたが、第2次5ヶ{I二，}卜l凶舟l

で11:武淡 ・鞍1I1• 8. liJ1t~ ど大明製鉄所の新，& ・ 拡充 とともに 、 '1' 小使製鉄所の新設 ・ 鉱:fê

;1;決定され、地方分持;化や'1';0L:;監 ・ 地 )j 仁~の I"lfl年発展の )J針が示された (1 8)

しかし、 1953年から 1957!ドにかけて、'1'い」が r.:業総生序一年、1>:均成k'キ118%)という急激

t~終済成長 を)，j(し遂げたことを過大ぷ制lí したも沢点を始め とする 巾!司共政党及び政府l士、

その成果に陶酔し、冷仰さを失って 711ーでイギリス、15年でアメリカを迫い越すという:薬

品t不"f能tj:r大路i!JjJ)j針を十lち111した(19)

この「大肘!進Jの工業における中心11:鉄鋼業であり、イギリスやアメリカをiuい越す口y.

となったのが鉄鋼生産litであった |てJAのように、 '1
'
Ik¥ 1士以前から鉄鋼技術そのものを粍

視する倣1;'1があった 「大凶進J)j童|によって、その傾向が一気に附大 し、生路地だけを迫

求するようにtj:ってし主った 中|司政j仔11:r鋼をt!と寸るJというスローガンの F、鉄鋼性
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戸r:，i:iを 1957fl'-の 535ルートンから、 1958I1三に11:-Yfに 2f音の 1，070)jトンにするという 11

僚を褐げt-(20) 11 .+:などでは、鉄鋼住所川弘太の下段として、尚炉や転炉、/1:延機ttど

の大別化を|災|り、 I北模の経済を迫Aーするが、、litl年のιIIj司l士、短期間内にノt係枇を拡大する

必叫があったため、経済1'1 を無似して、'1J小規模の r~'~p-iや転炉などのフラントを附やすこ

とによって欽銅' I ~ 版 社を引き 1 .. げようとした叶H年の 中 l同全 IJSI の鉄剣 '[:1京能 )j11: 648 Jjト

ンしかたかったため、 19581ド丹 )J'11j叫共派党'1
'
9<:委n会は、北裁がIにおいて政治J"j拡大会

泌を|則き、全|司でノj、1¥'1，向か 12，507J，c， rjlJ担rui骨;142 J，左、転炉 205J，~、各何lHr~tか 44l.~の

新ぷをOとめた f大雌進JとI也)j分柿化の)j針の相乗効果によって、中国で11:f全1司r.，，=製鋼大

illHり'lJがJJ'llmされた 、月時多くのdiJ_(1士、主主の鍋や守をなど鉄鋼の原料になるものを政府に提

供し、 fl:'lrを休んで製鋼の作業にも参加したと Jわれいている このような努力によって、

イドボに11: '1よ;年限 1，108万 トンと [1!:，H1:達成 したが、良質な鉄鋼は 800Jjトンしかなく、

鉄鋼の刑戸rもその他のI.JiやjL27躍を犠4'1・にしてIJXしi差げたため、'11同の1同民縦済Ii:JI;'i;';に

大きttダメージを受け、大下 ・'11慢の製鉄所の生産秩序の大混乱をも刺し、た この鉄剣生

戸'(¥をtjl心とする f大隊ifljJ政策I-J:1960110宅であiいた(21)

加えて、 rj'ソ関係の:忠化によって、 tjlj同の鉄鋼業I-J:-.iJ[の被'.'1・を受けた 1960年 ソ述f-J:

tι没tjJの式i!siJ<:!鉄rfrや包政製鉄IfrttとVコ技術協力契約を依棄し、伎術.r，-をづ|き協げ、 l剖而
をドfち去ってし主ったのである(22) J U!!; 11: rJrl同の鉄鋼業において肢も品川、知門であるが、

ソ述ω協)Jによってl.ll設δれた式淡製鉄所などでは、計l由lされていたl正延設備がilliO:され

るliflに、契約を倣楽されてし杢った紡川、 製銑に1.1¥1しては、前iL13のようにソiiliの協力に

よって、 '1ljqの技術水市11:-時 Ilt-Wのトップレベルに達したが、製鋼 ・ハミsEに関 しては技

術水市11:大きな1"11:が凡られttかった

「人胤逃」政策ーの失敗やソiiliの契約{肢末、技術.r，のづ|き揚げ、それにもlいl年の全問的ttfl然

災'，Iiなどのl彪特によって、rjl[同の|司民幸子済は非常に厳 しし、J，;!lujを迎え、政府はやむなく経

済調'!ì'<政策を n ち 11\ した IJ~ J_(経済の巡符も中央集権への復帰の傾向が凡られたその一環

として市r.業生産規模のl正絹が1iわれ、多くの鉄鋼企業が生派停止 ・4託業 ・閉鎖させられた

鉄鋼生慌1(1;も 1960{I之の l止 r(~ 記録の 1 ， 866 }jトンから、 1962年にはー挙にが:J1，200 Jjトン

減少して 667)jトンになった続済調幣が 4 段務した後に、鉄鋼や階地l士1965fl~ に約 1 ， 500

)Jトンのレベル主で同復した(23)

技術潜入については、 tjlソ対立によって、 1950年代のソiili-i!1倹lから、 1960年代には

州欧ぷIkJから技術を導入するようになった スウェーデンのアセアから't'll:炉、州独のマン
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ネ兄γ ンおよびイタリアのイノセンティから鋼作、オーストリアのフェースト(Voest)から

1¥0ド(般ぷ 1:1次'I¥Gか=しJ)転向i)、製銑ぷ制if、フランスから冷延設備などのフラントをそ

れぞれ将人しているが、""叫鉄鋼業今:体から比ると、規模としてはそれほど大きくはなか

った しかも、それは鉄鋼小ぷl止をlji.純にj利やすだけの手段に過ぎなかった【技術導入と

いうよりも、プラン卜将人と 4fったliうがfJlJ.e，;しく、校術はプラントに合まれたものとし

て、物的に将人されただけで、 'I" I~ の企業 l士技術を主体的に身に付けようとしなかった

つ宅り技術Ii:吸収される主でには雨らなかった そのため、受け手が I，~じく政府の鉄鋼業

j11吋機械lである治金 E業部傘ドの14イf企業であるにもかかわらず、 1，，1係の設備 ・技術が重

蝕して;fj.人されるような現象が、少々からず発生したと指摘されている(24) 宅た、小l司

Ii:外Iqからフラントを将人しても、技術料を払おうとしなかった それまでのrl'l同でi士、

プラントには扶術そのものが-;1'tれており、技術料そのものの存住をE認めようとしなかっ

たのである

l'A Illj世午、|司民党との内!被など:卜数年l:rJi淡い続けてきた"'1司共政党』士、 1949{jミ北J誌に

おいて政締樹也後も、朝鮮戦争や台湾海峡での辺tJI~(内対峠など常に戦争に 11'(iiJIしなければ

ItらたいIq際環境にi町かれていた ffi I 1次5ヶ年計11同期で11:'IÍ 事 I~J ì&の支 lli が|同家予算の

30fYcl を， Ij め、 1吋家述'~:;の }JZI' ，l: ，'1'われた eilU.[の論文「十大関係について」においても、

終済と l同防の I)!I係がぬじられているように、終済政策の立.Ig決定は~;;~に ìì攻守トをな17在したも

のとなっていた(25) その小でも '1' い~11:アメリカをアメリカ帝1司tみと祢し、k(大の敵と

イワー倣していた そのアメリカが 1964{ド 8)1トンキン湾事件をJ1Jlrllにベトナム北部を爆犠

ナるたどベトナム戦争に小:*的に介入するように均った 冷戦構造の激化の'IQ滋をifiく見

た'1'Lq 1 1:、~'1 ~1 次 Ilt界大戦にまも ti:く突入するであろうと判断し、治i1ïil也|正など前期~ と思

われるr.総JJ也lズから内陣地1;.<ーへの l守JJ.，¥.ヤ校 ・研究所の移転と内陸限定雄ぷを内経とす

る「 線U¥，此」を決定した r 品~J と 11: J，;:城以 1材、 ~t);[ と広州を結ぶ鉄道であるぷlム事~以阿

のJ"II~Jt.\ J也41?のことをいい、 r 紙Hl\，iltJはこの内陸地1>(を桜拠地として縦済ili設を行い、

情 II~ 1:4査が発動する戦争に備えるというものである この時期のfiij、ドつまり第3次5ヶ年

J十 1~li!UIでl士、鉄鋼業においては法校花、 i'I't>i止、武i炎、包頭、太));¥ftど五大法地の土佐設計WII

が策定され、その中でも培技tE製鉄所の新ぷが喰梨な{1L~を山めていた 繁校花製鉄所I士、

軒l銅{Io戸1;:150 )jトン能力を擁する銑鋼ー1'1:製鉄所として 1965年にP4川宇?のl柄引品の山t:n部

にu¥設が開始されたが、 u--_地選択やレイアウトの「改定などは戦争に備えたものであり、ハ

フォーマンスI士一二の次にされたり、係々なトラブノレの発生により T.J引は大中/tIに逃れ、第 1
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JUI 1-'IIか完「したのは 74{f. 8 )1であった 伎術発}民ω鋭角から見た場合、鉄鋼エンジニ

アリングの1'1、引ヒを H桁寸丘公込み11:，if.idliできるが、それも戦争準備iのためであって、総

投資制 37億 4000)j Jじ(5610俗1'1 、'ill与のレート 1Jじ :150111で計算)、 UUI約 9{ドもかか

るなど、綬染料としては余りにも，f，sかかった その加|には学制効*が思わしくなく 、その

つけが .i~111製鉄所第l!m1:'lcの外|同f.k~，iのぐl而導入としてまわったのである(詳 しくは第 3

市第 2節:1r令I(，I導入jを参照されたし、) 技術水椛から言っても、 1950年代のソi1iや阿欧

の技術のコヒーの域をIHなかった 主た、 r"_調H主投Jの後半の 1970年頃から、'1'1司l士丙

ぴj也万分符化を 111析すように t~ り、戦ノ(>可11 {iit のため*郊の山flI]地峻である f小 i線」に l士、ド

屯かを ul設する t~ ど、鉄鋼業においては地)jでの中小明の製鉄所ul設が推進された

r 線.Ul，没jがスター卜してまもなく j[_本が始宝り、中ソ関係が次第に忠化し、 1969年に

Ii:1 4tJt武装衝突'IH'I:が発生した 'IJ I'~政}(.fli:戦争準備のため、鉄鋼生際 1止を 1975 年に­

~tに 3 ， 500 )J ~4，000 Jjトンさで引き 1..げる，f!-llhiを打ちIL¥し、さらにJh令 1:;I!{HIは鞍山製

鉄所や，j>:渓製鉄所、武 i~製鉄所の鉄鋼生Jl'li M; f:Hl"i.fI-¥I!IIを受け、'1'/権能力をi同家，i!-i，hjよりも

1.000 hトン多い 5，000)jトン主でアップするよう全Ir<j各製鉄所に梨求した(26) これによ

って'1:版t，lへの迫求だけが主す宅す激化する -)j、日本鉄鋼業のフラント大明化の傾向と

1t逆に、 i¥iiiAの中小m伎のフラントのJf1，没がl呼び千fわれ、鉄鋼技術のたい停刊ifJUIが続くこ

とYなった4 、v角川、ら BO ド への転換l士、製鋼I.f\lにおいて l而則的 t~改良であると ，守われ

ている '1'1ヰは 1965{1三にやっとオーストリアから HOド妓術を導入するが、文革の彬容に

よって全|司純凶における、IC炉から 110ドへの転換はなかなか捗らなかった。それ以降長期|

にわたって 110ドに比ベノlo凡性が 10分の l、外部エネノレギ-il'J:t'i'ii!:が 6僚の、v炉が製鋼
ωI )Jとなっていた

そU)IIII、11本の鉄鋼技術のレベノレ11:11 illi) 1 !j主の勢いで向!二し、1950年代に'1'1，~ と 11 本 と

1tさl王ど変わりがないと rlわれていた鉄鋼技術の絡廷が、 1976j~の文市終 (11年にはが~ 20 

{j'.聞いてし主った

この点について、 11本の鉄鋼4門家1i:次のように見ている(27)

r'I'[i4lt 1958年以降重要な技術改造を'1'11: したことによって、 15~20 {手伝ち~語れ主し

t- J 

'1' 俗人民J叫111時成立以来、 20数年11[j鉄鋼業を終始催先発展滞業とイセiFt付け、380億;e(5

兆7000億円当時のレート 1Je : 150 1'1で計算)にものぼる膨大な投資をしたにもかかわら

ず、先進1司との鉄鋼技術の栴)211:弘太するーβであった(28)今冷戦下の戦午前耐iiや州il¥li，j(;
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|吋の経済封鎖、文 11;の彩符など'科的Uý.Jt~J);(闘 11:1.'i.Eできないおのの、'1"'4政府および鉄鋼

企業がJI， J)I.実的 t~ 計 酬のド、単純に鉄鋼生熊 1止の鉱大を迫求 し、技術開発そのものを疎か

にしたうえ、 J)J を焦るあ まり JI: 1市 川拡人ーの手段として、経済性を ~t\似 して、lJloil( J~II:JJ が短

い"，小}J!般のプラントのWI，没を選択 したのも大きな製肉のーつである

kiドifrll鉄に勤務し、 ""同の鉄鋼業に砕しいjiE本茂:.xfl士、これについて「中川および'1'悶

鉄鋼業l士、ついに鉄鋼業のj五本的t'U栴である大規模装trUlfi業の{可たるかを政策としてI理解

できなかったようである 」と桁摘し、 規模の経済を実説できない|問題の所作を「政策調懸

の欠 PIIJ と r~f<介的γ クロ計 l耐の不ι」と凡ている(29)

パう杢でも t~ く、'1'闘の政策決定以び政策調書型、マクロ ðl伯Iの策定は党中央政治局やI叫

務院によって行われる しかし、彼らは鉄鋼に|刻 しては全くの素人であり 、大規模のプラ

ントの終t丹市Lについての高官、減がなかった 彼らのJI尚史では冷戦 Fの戦争準備という 待えが

土配的であり、「小米j川Jj;i(lJ(放ーなど相木々ものを食い、ライフル銃を t必武~にする)や

「人 L'.C戦午j によって、 戦 'Icや λ; f白 t~ ど近代的武以で武装された 11 本や同民党な どを打ち倒

したffi+-Itに対する 自負があった(30) この IH'.(が大衆運動によって鉄鋼WI践を|米|る「大隊

進jの発!li)Jをもたらした い'1であり、 liiii!jiのように多数のrlJ小規艇のフラントのt¥'1，没、ある

いはtk術的に J~;\'.'に幼稚な中 Iqの代米1:法で作られた無数の 3m3~ 70m"O)高炉や製鋼炉に

よる鉄鋼別保，HIJI'jのな思決定をもたらしたのである

:¥.西側諸国からの技術導入

"， ソ以l係が 1969年の|時境武装衝突'1]:('1:をヒータに:出化し、'1'1同政}(.fIi:従来の反米、反

ソ州統 lj定から、lXソ端1縦仁義を'1.1心とする外交政策への転換を闘った その 深として、

""司11:いわゆるヒンホン外交をきっかけに、対米、対11後近を試みたのである "'1司のこ

〉した!IiIJきに対し、1972年2JJ 大統制ニクソンの北点訪問、米中 J~lifJ 戸 lifJ の発表などアメ

リカ政府11:t'1倒的に対応し、 11本政府も1，;Jiド9川にtド国と共同l声明を発点 し、|司交正'，j'"化

を実現させるなど、長年冷戦状態がつづいていた米中、U中関係ともにわかに叫解けムー

ドとなった(31) -)j、経済分野においても、1972ipから 73年にかけて、 'I'r司11:H本や

アメリカ、 同欧の企業に、イiMI・化マ:肥料 ・合成化学 ・鉄鋼 ・非鉄金属などの大Iil:のプラ

ント噂人の Il'~談を持ちかける などして、介，:tレベルの接近を以!った(32) 中凶のこうした

却jきに対し 、 1 ド [J<I の淋1)'(1内市場の1別抗l に ~I をつけた II 本の財界も、企業のトップが相次い
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で:坊Jj'する1..ど、 JjJI司へのアブローチを本絡化 した

rjJrl~ の数多くの将人フロジェクトの '1' でも、Jt i.史製鉄所のf七点鋼板・Ì!Jl統鈴造 ・ 冷延鋼

桜 ・熱延鋼.tt{製造フラン卜w.人プロジェクトは契約令書Ii6 f!窓ドノレにi主するなど、 i比大のプ

ロジェクトであったデマーグ及びシュレー γ ン ・ジマーグttど20社からなる州独企業グ

/レーブや新 1 1 鉄、川崎製鉄など 11 本の企業が Il'~戦に参加l したが、途中 )11崎製鉄が IIJI\'lÎ のた

め資材がrt'h騰 し採算があわないなどのJlll，11で砕退 し、品終的にl士新H鉄が民衆鋼板 ・熱血E

鋼板ü4.itプラントを 、凶~!ll企業グループがÌ!Jl絞鋳造 ・ 冷延銅版製造プラントを、それぞれ

1974年:3)1から 8月宝でに受rJ，した

1976 {J'. f:iJ<i-Rの死L、pq人組l<l)逮捕によって、文1(<に終止符が打fこれ、権l同鋒が毛沢点

のill，jによって、 'l'I14J"，准党および政府の t導縦を鉛るようになり、モ沢i-R路線の継承を

I~I ， rした 経済士s"生において、 1977{ド併[付金撃は 21Ilt*eまでに 工業生産の ioな終済怯術指

燃において、先進国に後近し、 iuい付き、迎い峨すという 野心的な大桃fJJを打ち11¥した

そのー球として、 1978il三から 1985年世でに、 燃料 .ifVJ力 ・化学工業・鉄道 ・港など 120

f'l'の大押Wlぷプロジェタトを災地し、鉄鋼業においては、鞍111製鉄所クラスの製鉄所を 10

か所i.s，Dlするという r1.カ年，lI-lllliJを{午成 した(33) ここに、上泌定山製鉄所のill，没，]f断が

'jJ災 1:初めて技場する そして、 IelJI製鉄所はこの梢忽の最優先プロジェタトとして位置

付けられた

1.1 11 製鉄所~J!iß[ ~I・ IllIî11:武&i製鉄1fTのより規般的には温かに大きなものであった 銑鋼-

l't製鉄所内製銑から製剣 ・}I，延宅でを全I.w.とするものであるが、武i英製鉄所では製銑と
製鋼 lA'UtすでにソJAのWJ)Jによって 50年代にill設され、文年，rjJに新 1，鉄などから導入し

たのは)l:~U\!.に|彼られていた それに文jし、市tJl製鉄所ill設計111111士、製銑から製鋼 .fE 

延宅での~ l.Wi.I;合まれていた しかも、川延 f.f'，lそのものの生雌能力も、式決製鉄所の

併以|であった

1 jJ fJ'.，!ト11111によって、中1珂はをた外|刻からの伎術導入ブームを迫]えることになった

1978年だけで、外lヰ企業と22の大明将人プロジェタト契約を締結し、契約金官民は 130数

億ドノレ(390億人民JC相、'i)に述。し、 1同内投資を合わせると 600億人民;c以ヒにのぼった

これらの太平は、1978lド12JI 20 nから年本主での 10nのrulに急いで締結されたもので
あり 、 'I~前に卜分な訓任研究や ~flï州市備は行われていfよかった (34) 、 友 111 製鉄所処設プロ

ジェクトも、このような状態においてスタ ートを切った fi i 進J(行進)ともJわれている

1958 lloの「大蹴進jを紡悌させる内符と外|叫からの技術導入によって実現 しようという 特
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微から、'I 'l同問内ではこの椛~'.を flτ'1 ，I Ji主J(外 l吋頼りの行進)と呼んだ

従米の，r~ 1 ;佐(!，，¥，T\ の産業構造 l士 、 j災;Rや桝 r~ ;Rを犠件.にして椛成されたものであり、 屯

l:j監の~肢の ))11速を 11mすための 1 ，'ij :J::資政への !史なる|膨大な投資 l士、 "'1 同の l同氏経済の負

担lしれ}るl吋)Jをil!iかに越えてし全い、 10jlòU) 文 .'(;によって 行大 t~経済的削火を被った IJiI氏

鮮済ω状況は、さらに厳しく!~ったことは lf う主でもない この主主実現不吋能t~経済日

伐の述成をNとしがしけI'I、この「作11進」もf人似ililliJのての舞を演ずるこ とは口に比えてい

その1111、格|司鈴を代衣とする fl正jω勢)Jと昔I1小、|ιのr::[で主導権をめぐる凌じい|拘いが繰

り仏げられた この政治闘午11:、後lこ'i:'ILi製鉄rfrl.ll，没プロジェクトに大きな影粋を及ぼす

ことになったので、ここで多少詳しく 凡ておく ことにする(35)

フロ文，'(;が終わったばかりの 197611'10 ) 1 26卜|、 1(1;凶鈴i士「事UF.のriJ県組}士1三にI/q人組を

批判する ことだが、郷小手私批判l寸る必'll!がある 注意すべきことは、毛1:)，'1:が IrfJ ，~~した

ことやJ丹したことは批判lしではならない 」と"い、1976年 4)F資本 1::1をの近を歩む実権

派11:圭ど!lよんでいる」という)ll!t!1で、 .5t:.市中毛沢点につ支持を切られた世I1小、|ιの政界復州

を抑え込もうとした さらに 1977!ド J)1、併Iq鋒は「一つの凡てjという }j針をれらけlし、

2)1 7 11の『人L<::11鰍』の社説で発ぶ した f つの凡てJとl士、毛主席が決定した全ての

ことは、われわれは断["，1として機必 し、モ 1附iが指示 した令:てのことは、われわれは終始

1'(従うべきであるというものであり、つ空り II~I叫鋒は階級闘争至上1:;査の鰍ノ訟をゆ1FI し

た卜で、 H¥.!.Rn;文革'1'に決定 したことやm-rミしたことを正当化し、縦jf(しようとしたの
である

これに対し、昔日小平11:1977 !ド2)J[こf つの凡てJ11:1間違いであると指摘 し、4JI101l'I'

1同共産党，'，央委員会宛の手紙で、f"つの凡て」を!'l;つ11'11から批判 し、f:J..f'IC求hlJ精神をセ

リLするとともに、|情級闘争予 1:1:みと現状!!¥fi似の終済服進路線の赴 11:を訴えた その後、

江在の』臣賞'1*(中l司共政党'1'央委L.)，会的l上席 ・JL由!J)、陳雲〈間耐11=111;・政!論家)、 Ei誕(州政治

}，，)常務委 U)、徐 I'~I fìíj(同政治}，，)常務委f.\ ・ 尤帥)も次々と劉l小、ド!JUI に立ち、 II~I 同鋒の「二つの

凡てJを批判lした さらに全同的規伎で思:!1l解政運動が展開された

1978 !ド 12川23f]、 rl'l刻現代史上特筆すべきti¥来'lC、即ち中国Jt脱党中央委u会 11WI 
3 '1'1-:会が聞かれた この会滋において、文.'(;'期に 2)j(も失腕lした郷小、|ては政治思先日に関

して、 栴|司鈴のf2つの凡て」や|併級|品IE(.fl-， t;監 といった非現実(t'~t.主 力量|を、総済l.ll設に

!日lして、 1:述の fl下 ili並 J を批判l し、 集剣兆や臨!i~ょた どの長老逮など多数の支持を得て、党
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や政府ωL'淳村iを保った 経済においては、音f¥小、!とは「作縦進Jの代わりに、 l同氏終消にお

けるアンバランス 1m胞の解決、 J~~ %i ・中干し業 ・ <fl I.liJl¥Iおよび各船内科j覧手ifiのIHJの発肢の

訓和、 tJi ，W と ìì'í 貨の介則的 t~バランスの I!f:持を内科とする，~~~主政策1'1 ち/1\した (36)

今宅での 11WI:3 [I'~会に即する J主献で l士、この会議を期に、対外開放が 1 ，~策としてt推定

され、'1'1川 l士貿易に|吸らず、 u術 ・ 外資導入 t~ ど広範聞にわたって、梢倒的に附 11\11.清外 IQ

との技術協)Jや緋済協力をj民|刑するようになった、とされているが、外|司からの技術将人

に限って"えIf、1'1jJ吏'1路線からl'ljsUI話|司への1"1J ; 槻般の政策転換は、。iiiiliのように、

事実トその前にすでにtrわれていた 1978 JF 12 IJ卜旬の外凶からのフラント・技術の大

l止符人l士、 11;'i=11I附]に11:11 WI :1 '1'全会の|剃ili:JUIII¥1と爪たるが、実際は 11)~13 中全会が開催

されるliilに決定済みであった「党の 11 )~I :1 rl'全会で確定された改革開放の)j針の発端と

象徴」と Itわれているi<:111製鉄l.frill，il[プロジェタトの外同技術の導入も、)o際は党の 11 )~I 

3'1'ヂー会より 10かJjも前の 1978句'.2JjにJUAされた「イカ11'計IlhIJの・8誌として、すでに

決定されていたものであり、発。ji!と.7えIf、r1プJ年訓 lniIJであり、 11WI :1'1'全会と 11:Mら

I~J係はない 'Î{III製鉄町rr の起1.l'1:1J~1Ii， 11 1978年 12JJ 23 Flが 11)~1:3 '1'全会の開催11と近

t~ ったのは、 l i\ t~ る 偶然としか"いようがない (37)

JH許政策の'J-:Iifu.によって、1985lf宅でに 10例の鞍111製鉄所級の製鉄所をill設するとい

う，ili'III11:、lí 然 t~IIJ[ され、|叫家の鉄鋼業への投資傾が前向ノl、されることによって、 ill"~ f'定の

ブロジ zクトカ;'1'11'.あるいは延期されるとともに、鉄鋼業の製品構造も、従来の抗仁業l古l

け IIJifiから、将 l企業優先の );1;'1 に rtlJ かつて訓検された(38)。 これを受けて、宝 ~II 製鉄所tl!

dフロジェクトも、判初の 198011'-以来1m始 f'i.じが大幅に延期された これに I~I しては第

2 I';'I~で"r-しく述べるので、ここでは行燃する

さらに、 11J~I :1'1'全会では、 Ij'ikiの粁i作'ii'Jl!'体11刊のil温度の集'1]が中:'Hl荷台れ、企業の経常

i'l1椛拡大の)j1;'] f'1:がボされた{これにJ，cづいて、 1979年間務院はrl同科仁業企業の経常

'i'i'JlI'J'1 L符鋭、大にl到する.ffFの縦定Jt~ ど 5 つの縦定を定め、国営企業の経常利主権拡大が

H体化された4 それ以降も、 Iq常企業の終針 1'1jミ椛i士徐々 に拡大され、|吋手f;-if:業は利潤間

保 ・ノ1:1】在，i!-lIUI'製品!坂必 ・新製品試作 ・財務 ・質問 ・機構設置および人事などにおげる白

「怖が与えられた これによって、 1!iJ常企業の経営有l士、同家計I!lijおよび|同家との製A13供

給契約の確保という前提があるものの、それ以外の製品'tfまに関してl士、 rli場が必要とす

る製品や新製品の開発 ・生Jl1i.)版dL・IllIi絡ぷk ')J;l材料購入についてのn主権を、財務に

|則しては、 1'4家が定めた企業側(法部分のl史)11• 'i什平1Iを日的とする企業外投資 ・資金波渡の
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柿 líJ，!を、人・11 組織に 1.1[1 して I士、新機構ぷ iFf ・ 人u配 I~t ・ 各肘幹部のfT免 ・ 従業nの&~集 ・ lY

~Ïl I ・ 給りなどのi'l 1 怖を r-にした (39) 介:業の経常占の権限としては不卜分ではあるが、

これによって、'1-'1司の企業終尚弁ωir\~ f'tが企業の終~~f;fI t:維の拡大という新たな怠l床に

おいて拠起されたのである これは 1950 年代にソ辿から導入した「企業 l正 Ití~tl!i'W，iI日IJ に

おける企業民の似限付けとは県なるむのである ソ述モデノレにおいては、企業内における

柿|披11:企業kに集中していたが、それには'1'央政府集権 Fの計耐l経済に服従するという大

，jij艇があった 企業 11:独企したが業体で l1: t~ く、政府の命令に従って行動する一つの生Vf!

I別立に過ぎなかったのである 攻作、 f14武金業の多くはなお赤字など経常燥の状態にあり、

特に大'1'If，') 1司釘企業の改1(;.の必史判ーが桁摘されているが、 1979年以降中央政府の|吋党企業

緋何1'1t椛鋭、大の方針によって、[吋利企業における経営者の(7-~Eやその役割が然観できな

いものになったのも{院かである

第2節 新日鉄の経営難 と事業国際化

l 経営難

この節で1士、戦後の [I'1'rMI同の鉄鋼業の比較をi必じて、 fl本の鉄鋼業の特徴を抗日挺した

1で、新H欽のぷ，'[に-'foる主でのi品紅、 1970~ド代の経営難およびそれを巡る経常環境、経

常慨を打 IJIlするために民 IÆð れた ' Iç~ のf，-Jll' 化 ・ 多角化 ・ 間際化を考然し、新 IJ 鉄にとっ

ての'1'い4rl ilJ，j ω iù:tn付け、 1.;1 社の ~Ilいつ空り対中 |同戦略を明らかにしたい

戦後 1 1 ノドの鉄鋼業 11:終処(Ý.J t~ 発}肢 を 1& し遂げた!鉄鋼生産の)，1;本的期411て￡ある 制l鋼生!辛

で礼ると、敗戦のショックによって小説 f，U1:1943年の 765万トンから、1946~1三には 55 力ー

トンに紘ち込んだものの、その後 11:;，~\m し、 1 973 lドには約 2 1 7 j奇的の Iイ':i'!.2000 Jjトンに

辻した tド凶の長年の刊検問イギリスや阿ドイツをいとも簡単に追い経し、 20数年の短期

1111において、一気に米ソに次ぐIlt桝て刊号 11の鉄鋼生II(;i_1同に成長した

1945年以降のf1中l首il司の鉄鋼業の発!民i品位の初期にl士、かなりの類似点があった 1945 

4ド以内ilこそ、 11本11:年度 700Jjトン"h(ヒータ 11:43 j下の 765万トン)にi主し、"'1司の 100万

トン未満の年践を大きく凌いでいたものの、その後両|同とも戦争の影響を良:っrh]から受け、

製鉄Ifrが破滅され、 1943;ドをヒータとする粗鋼ペミ培地が 50)jトン以ドに念総したその後、

1材114とも復興や経済法設のため、 di易:Ii:J膨大h鉄鋼を必史ーとし、鉄鋼P7iJ佐 ・企業を取り巻
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く目立j長I1:MiるTWであった それを受けて、 r11ij い~J改正f とも鉄鋼業をh主催先発版従業として

佼irt付け、作業育成のため I~傾の資金を H~. しまず投じた 戦後、 Iil<il.qの鉄鋼業のスタート

ラインこそ 1940"1代ぷ!VIと 1950"1三代初JWI と i主うものの、 1950 年代においては、ともに 11~

WがJt~ 発 l民を 1& し i韮げた

しかし、11'1'1山ilrJの鉄鋼業が辿ってきた技術発j波路線そのものに、校本的t，:tlli主点があ

っ庁 第 1ûîi て・述べたように、欽一部副作，'1; 附 J科大のため、小 i司政府 Ii:功を~，f，;るあまり '1' 小島i

\1''\ω製鉄フラントの土門 I没にどったのに対 し 、 II~は企業主導による銑鋼 ー口体H~J をベ ス

に、外I'~から初版的に技術や経併を将人し、 130 ドや述絞鋳造設備 ・ コンヒュータ によ

るfI~J世~技術を代ぷとする妓術市新による製造 l~fll~の大明化 ・連続化に力を 11? して主ず、口敏

の資金の大m模新規設備への111'1'的ttドによる「規模の経済性」の達成に成功した(40) そ

の結県、反則的に}.!.る と停滞した'1'['ヰの鉄鋼業を))Lf1に、 11，1>;:は鉄鋼大|司に急成長した

もちろん、 1945年までの 11'1'1山ilhiの鉄鋼業における人的 ・物1'1':1・技術的都杉iのぷ見や、文

I(ct~ ど皮，T( t~ る政治泣M9Jや ソ iillの契約倣.Mなど、中凶にとっての7イナス梨l刈も無視でき

たいが、 'I'I'Jの鉄鋼業を停滞させ、 11本の鉄鋼業を成功に導いたのは、この技術発展戦略

のi血いによるところが大きい、と指摘せざるを仰ない

そして、その成功11:なによりも、そのーiill の立思決定に I~J 与した企業縦常.(.-によるとこ

ろが大きい(41) 他社に先駆けて銑鋼 - rt'主席や介則的なレイアウトによる偽首!iJ~~製鉄所

を%引させた州111弥太郎や(42)、今泉が 自11およびそのi立忘を受け継ぎm伎の経済十jを実
現させるため、 L~O ド技術の将人をいちいく決定 した 11 本鋼作の尚 )li~~'ljの先凡の1列 l士、誰

しも必めるところであろう (43) 11本の鉄鋼業11:、こうした優秀な終判:-tfの舵取りによっ

て急成長を1&しi差げたと "つでもi品，，で11:ttい

11 本の欽鋼業の発肢はぷ制Ii鉱 '1MJ~lの ?~I民であった 八械製鉄・抗 t製鉄 ・川崎製鉄 ・住

友金属 .pl') ;製鋼所・ H本鋼'i'i'六W:¥Jにおいて、1960'1三代から激しい設備拡蝶級争がlJ_lllJ日

占れ庁 統争11:銑鋼 -J.'t'Þ.ìff~や 130 ド ・ 述絞鈴造ぷ{Jjii ・ コンヒュターの制御技術によって

袋怖されたーは六社の生応能力:を急激にアップさせるー )j、鍋成長主~と， fわれた不t兄賜l に

おいても利~tt き設備鉱娠を !'t /;fl に，)主いるこ ととなり 、各社の財務状態を極度に :~S化

させた 幾度かの政府介入や企業11¥1協ぷの試みによってもプレーキが利かなかった その

ため、「鉱山六社の{!?入令に依存した設備拡必鋭ゃによる徹底的シェア'("、Jとい う鋭争ノ、

ラダイムの変 J匹 、六十十II\ J の i創立の綴L(， を防ぐための「プライス ・ リーグーJtU~の必鋭N:が

生じて(44)、新 [1鉄の誕生がf~ された
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格上製鉄nÞi:水野市雄と八幡製鉄社長稲 il lJ';f;~~のコンビによって:Jミ射した新 H 鉄 l士、過

度のぷ耐Îî段~鮫/(1ベ~J坂 Jじ級争 <l))止 Ilごを ~I 指したが、それよりも温かに強烈1ft))が 1] 本欽鋼

業の今世での打線を変えた 19701ド代に人り、 11'*鉄鋼企業を取りどさく終営環演が I1主ぐ

るしく変動した 1971 I1ニH)1米大統似ニクソンがアメリカの失業やインフレーション、間

際収えの;JJ叶・という燦)，，)の打1J11のため、 ドノレの令交換停止を合む1rr縦済政策を4'1ちIIIJした

このいわゆるニクソン ・ショック l士、金 ・ドノレを制!としてきたブレトン ・ウッズ体制に減

滅的 tc打般を与え、それをきっかけに 1 I 1 が大中II~ に引き上げられ、 [1 '*の鉄鋼製品のl司際競

争)Jに:思彬仰をりえた

そして、これに迎い討ちをかけるように、 1973{Io 10 JIに勃発した第 4次中東戦争を機

に、いわゆるめ I{j(桁油危機が発生した 0 1>日じが石川lを大幅に値上げ、 !lt界終済の大

混乱と危機をもたらした イ[れ11多消費Ji(J.際業である 11'*の鉄鋼業11:大きな打撃を受け、新

H鉄を11じめとする 11本の大下鉄鋼企業は同J庄の級将・燃に|泊った I1 本の[~'，'j炉の〈分の

を超える 23)，~の I":'~炉が休 11 に ill い込宅れ、新日鉄も 26 )，1;の，l':i炉のうち 10)ιの尚かの火を
やむなく 11:め、七拘|操業体制を強いられた こうした状況に対して、新日鉄などは製品輸

111鋭、大によって、難)"jを打開しようとしたが、 i位大のユ ザーであるアメリカの輸入míl~J

や桃川 t~ ど新興 r'絵 l司の ìùい|ーげなどによって製品愉 Ilj拡大を肉郷にした1 そのため大下

H 本鉄鋼イ[>~Ii:今世でのぷ{1m拡必刷の発l反戦時から、多角化、|可際化という経営戦略への

転換を強いられた(45)

2. 打開策一一合理化 ・多角化 ・国際化

こうした状況に対し、新11鉄を始めとする 11'*の大手鉄鋼企業のiJの前には、鉄鋼業の

合1'11化、多角化そして!司際化といったそつの選択肢があった(46) 新1-1鉄l士、探fflll.¥'JU!こ

そずれがあるものの、合Jllj化と多(11化、間際化を{)t.JlJし、経斡燥を克服しようとした{鉄

鋼業の介srrfヒについては、新Ili決に11:他社に比べiEかに大きな鰍IYo!が特ら椛えていた 新

十l鉄Ii:他の大下企業同級、ヒ;甲!r始業体制といった{l-ilH化円際を I1指すものの、円高の進行
や除l司などの新興 L業同からのjßいトーげを ~IEÓliから受け、工場の集約化や人員削減tt ど、

さらたる合1'11化を強いられた 「しかし、鉄鋼業という地域にtI!ざした巨大なI!~用機会を提

供する/'花業の人iJ.削減 ・!万J集約化11:多くの任会的混乱をともなうものとなった なかで

も、合併によって H本全|司に点化する仁場併を他え込んだ車rrfl鉄のリストラクチャリング
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11:他11に比べてはるかに厳しいものとなった しかも、八縮、釜石、宅|怖といった朕史的・

tt 会的た伝統をもら、かつ ~f'j化したrJ必の 1'1 制成 l't終科以外の政治的および社会的札機

をともなったため、スムーズ1，1民I11Iを〆，<さ々 かった さらにID八申請系と 111日lて系という組
織上ω札機が介併後も新 n 欽に残り、.!ii約化するに場の|順位などで全flが~t~怠思決定を 1111

押した'li:J，iも多く{龍泌されている また、 I~大車Il織の脱伎の非効率や官僚体質が組織の環

境適応を大中t.IにiItらせたという指摘もある(47) J'、わゆる合用化ば人民rjll減 ・上場集約化

など終予tw.棋の紡小を立I床するむのである しかも、アメリカの鉄鋼業ーのようなー)j的な

レJオフによるし場閉鎖といった大mltd1Hftl'tとりにくく、結}，;jf定年退職を中心とした人

u削減と判滅的(γマ)なし場集約化jくらいしかT段がなかった(48) これは戦略的にはげi
版的t，対応と，Tわ5るをねないし、鮮常燥の打開策としては限界があった
それに対し、 f:1鰍的t1:対応としては、新[1鉄l't今宝で社内に掠f:lされた伎術的資源をベ

-Aに、新AS材や炭素化予、コンヒュータ一、半導体、エンジ、ニアリングといった分野に

進11¥した そのなかでも新ぷ料や炭ぷ化午、コンヒュー夕 、半導体などの分日'f'ではすで

lア化ヤ・メーカーや電機メ JJ -t1:どo'ffi)Jな先行企業がライバノレとして多くイr'(rしていた

ーれに比べ、(也札より優れた「製鉄技術そのものを'1'心としたソフト及びそれに限ft!llしたハ

ドや「欽にいろいろ1m1ーをして付加1制li怖をI¥'，iiめて供給するJ鋼構造物、が"ifY:構造物、 bf;:

ili築|佐l係υ川.'Iit，どを内科とするエンジニアリングーIr.:l!:でl士、新11鉄にl't大きな低イ立性が

あり、 f製欽'1.;佐と並んで、経'討の つの院としてj，/:Ii'J~付け」られた (49)

新井;糾や品i ，k~化ヴ、コンヒュ タ一、、1'0ヰ字体 ' I~.:l!:などへのilliil¥1士、社内の1.'if11された技

術的資自I;tをベースにしているものの、どららかというと新しい分野のIJIl相iであるのに対し、

エンジニアリング事業への取組みには長いH持ちとがあった エンジニアリング'作業への進/J¥

l士、 1957{ドブラジルのウジミナスの作所 50)jトン銑鋼-!'.t製鉄所I:llぷ協力が l止事~)であっ

た(50) このすE業には、新 IJ鉄のがjJ;rである八幡製鉄と高仕製鉄、そして 11本鋼管 三社が

M;) して tkN~協力をHっ 7ニ

技術的 l~Hm-tそれ以前からの}古里史があるド1tl:li:八幡製鉄所刺"生吋初]から、設備の修締 ・

補修をj1l''iする c作部門を，没守した 大 I~川百がたど新プロセス、プラントの日H発に参画し、

両か.~}機の製作 ・ 僚{寸を手働けたことにより、 1 ，;1ttは製鉄プラントメーカーとしても、そ

の夫)Jを山1くJ価されるにゼった 1963年以来、!司内外の鉄鋼企業に各栂のプラントを納

入するようになった(51)。

新11鉄のエンジニアリング 1作業への取組みl士、歴史こそ長いものの、"i相]11:f 11下1111の柿1I
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1:Jでしかなかった 1970 iドから 1972{t主で、 I，;jftl士経営難の打開のため、エンジニアリ

ング}作業腿聞の模索と悔((偽造物、河'11下L'I~、株准ill築製品 tt. ど新鋭分野への参入を l刈る

ようになったが、、'ill，lj:のエンジニアリンク 'Ii業令休の必卜1士900億1'1(1<1-1参照)Iiij後と

低迷し、御外II'Iけも技術協力を'1'心に、約 I'，IAllij後を r1jめるに過ぎなかった 72iド(j) 1、

1，;1判11:各分野の育成 ・強化、さらに.frrm分野における事業展開の r可能1'1の検討を行うため

に、エンジニアリング事業本部をぷ守した その後、!日l社はエンジニアリング事業 )i~継の

件目'ijと海外進11¥の初版化を似lるようになり、 1972{Ió後半から 1973 年にかけて、糊外大哩I~

ぷ 1-1新11鉄エンジニアリング白作業部門受注rl:i.先 U'iiX絞排移
( lji(立:{iJ [[1) 

受n，，':i ッ，12J:(白;

1970 {f 824 

1971 i1三 840 

1972 ij三 999 863 

1973 iF. 1，807 1，200 

1974甘〈 2，902 1，550 

1975 iド 1，229 2，130 

1976 {I三 1，722 2，519 

1977ir- 1，712 1，731 

1978 iド 1，511 1，738 1 

1979 {ド 4，795 1，774 

1980年 3，459 3，459 

an新11I決エンジニアリング総柄本的¥f新日鉄のエンジニアリング事業J1 1 4>:鉄鋼述 '，~L W鉄

鋼界』、 1982{ド 2JJ号、 17へージ、第 1凶

フロジェずトの相次ぐ受It と l 同内の~(-);出lもあって、 1，，1~I のエンジニアリング l作業全体の

受性的';1士、ぷ lー In;ポすように、 1973年度 1，807位円、 1974年度 2，902ii} Pl と II~縦的

にfij'びた ところが、 1973 年秋以降、オイル ・ ショッ夕 、 急激な円，f~、&大のユーザーで

あるアメリカの輸入制限や中illil司などの迎い 1-.げもあって、日本鉄鋼企業の経常11:宅すま

すl州艇な状況に陥った。こういった鮮悦段境の変化に対して、新11鉄はエンジニアリング

事業に本来の製鉄業と|司じようにみをn.がればならないという考えにたり、エンジニア リ
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ンク 'JiJ佐もfJj下liiJの刷業」から特 1:げδれ、 f製鉄 ι作業と並ぶ経常のもう ーつの柱Jとして

IYI 停に似 Irl~f.Jけられた この1I.'t-J~Iつ宝り 1 974 {ド後半から 1979年前半宝でにおける[rilnの

エンジエアリング事業の戦時l-t、'JiJ:分野のl捕，，'(と 'JIJ:/.民間の本絡化であり、それに従っ

て、従米海外技術協ノJ 、 L刊、鉄鋼 ! I ~.;位、 ili材j坂先の 4:~"ß門日 IJ 々に取り車Ilんでいたエンジ

ニアリング'作業を ー本化することによ って、多角的な総合エンジニア リング事業のl民IJIJを

11mすようにたった 海外|古lけにおいても、従来の Tな対象であった'1'進IkJ、発版途上|同

への技術協力に加えて、鉄鋼先進|同である欧米各|司の市場J)自妬をl苅るなど泌外進IJIの紛傾

化戦時が尖って、受r]:，(:iがお'丈にやl'びた(52)

エンジ、ニアリング ιJ~%! に対 して l士、 II 本銅 !'L~ やiJJ'r;製鋼など人・下の n~鉄鋼企業も、新

111世I.iJi品製鉄技術を生かしてのエンジニアリング 白JiJ:を、製鉄事業と怯んで終予tの一つの

liとして似i町付け、ぷ 1-:~が '1ミすように、大 l ，(fj:人!.J.を投入するなど大きな))を r1:いで

いる II~鉄鋼企業のこのようた多角化のプロセス l士、アメリカ企業の資令資狐だけに 1，1;

づいたJI'IY:J ì.ili部門への多角化、 しかも失敗が多いそれとは対照的に 、，tt;~filされた技術的Y奇

跡、を'1:かした成功例として派rlされている(53)

衣1-2鉄鋼大手 5~I:の 全ト 1:先 1 '. ，\'，\ に IJ j め るエンジェアリング部門の必 1 ，.，\白，\比率

(iit{立 :%)

1979作 1980 {ド 1981年 1982 fl三

新11鉄 6.2 11.1 11.6 9.0 

11本銅竹 14.0 11.6 13.6 16.5 

川崎製鉄 4.7 5.3 5.2 5.4 

住友金以 2.9 3.2 3.7 3.7 

神戸製鋼 10.0 12.0 15.0 20.0 

平 均 7.3 9.2 10.1 10.7 

(il:l日本鉄鋼!ili¥Y.1~鉄鋼斜』、 1 983 fド7月号、第 2JX

lti際化については、新fI鉄においては吋加jエンジニアリング事業の梅外での展開として位

Wt付けられていた j，HI:の八幡製鉄時代ωブラジルのウジミナスへの製鉄所illぷ協力が間

際化のスタ ートと いう問摘もあるが、これl-t11本政府がリーダーシッフをとって行われた

ものであり 、新日鉄としては、それはr~ ' J~N というよりも 、 l 同際協力的 fj: 色彩が強か
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1< 1 - :3鉄鋼大 下 日 ~Iーエンジニ ア リング泊1 1"1 の従業員数(，ド務 ・ tHI手系社[ü

1982作 3JIぶ 1983年 3川ぷ

新IJ欽 2，644人 2，537人

/1針 l比 11. 2<X， 10. 6% 

II~鋼作 2，619人 2，704人

/1仙ヒ 24.8% 24.9'始

川附製鉄 419人 441人

レ/1付1: 8.6 8.3悦》

【}{)

il:友金NJ!， 330人 320人

レつ付!比 4.4 4，2'M) 

lyo 

や1'[;製鋼 2，130人 2，230人

レ/1付1:比 20.8% 22.2% 

(/U II~欽鋼辿 \RI 、 lìíi 側、 『鉄鋼界~ 1983年 751>}、 65へ ジヨ'i3 J< 新日鉄の従来-

u数l士4Jl J 11 !)，l{I: 

ったのであるJと，沼、殺 している(54) 新 11鉄~.l!':.吋初 も 、海外 'Jî.;監は技術協力を'1'心lこ、

エンジニアリング 'l~li全体の約 l 拘| を 山めるに過ぎたかった 新日鉄が積極的に海外での

事業MIJHをわう ようになったのは !Iiii&のように 1972年後下以降のことである

こ のように、鉄鋼の不況の餓 I~I に対 し、新 n 鉄 11:鉄鋼業の合具H化、多角化そ して r，~際化

という 傾合的戦略で乗り越えようとlヌ|り、そのなかでもエンジニアリング事業を本来ω製

鉄liと並んで鮮常の住として{立|町付け、全)Jを挙げて取り組むようになった エンジニア

リング白Ij:Jiの海外 'l~業 も 、 1972 年後半からの般極化戦略が実って徐々 に鉱大 し 、本絡fのな

展開を凡るよう になったi
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l刈lー l新 11鉄エンジニアリング事業部門組織lえ1(1981{I二6Jl ) 

五三三222量豆型]
トー総机t{i5
ト一品l織人'1ιIffl
Lー絞且1!:'f{1

百三~~i~ÏriÏ}-----

品可墜剖l
技術的
11持:Ci部
一常業部
ープロジェ ク ト'i'i'Jll1洲
一設計第部
1武.ijj:il令部

一設計第三 l~i~
-t[1気，1I装設計 i刊
プラン ト製造部
一鋳鍛部
プラン トr.'IQrll 
持注目匝炉プロジェ ク ト宝
ブラジノレフロジェ ク ト劇
中間プロジェタ ト腕
ーーーー一ーやーー一一ーーーーーー「

鉄構海洋事業部

一業務部
営業部
計l樹伎術:'ffl
一水道 ・」二本部
ーガスハイフライン部
一将fi!iR:W:.u2部
半年松鉄 ~YIMI下セ ンタ
ー相模原技術センター

型建築協到
-調整課t=悠築常来的iL ι部

-ij!築仁務部

寸 _J-Q二百Jは 山製鉄，!!rli'J，)J本司
中同協}J本部 ト一一一一一 一一一一一一-4ト一一一一一一一一一一

~ 1トー業務部
|ト ，i!-I画技術部
| 一 仁泌::io111 ' I Ç 務， ~r

L{~~豆~J
(注)新日鉄エ ンジニア リ ング総柄本的 「新 ~I 本製鉄のエ ンジニアリング事業J 11本鉄鋼
述mlW鉄鋼界~ 1982 {ド 2JJけ、 18へーシの第:3包lより作，&
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第九飾 新日鉄の宝山受注

1.中国政府の協力要誇

新11鉄11:エンジニアリング'Ii;tを製鉄業と政んで経常の柱としてイ川町村け、み;終的tt'1与

%11民|銅を1)'(1り、エンジニアリング・Ir;t(/)業総をお実に(1111iしたものの、第 一次イl油危機や

1'I，:':iftどの影慢によって、 ，ujかの火をやむttく次々に11:め、 「け7;1訓l甲別F訓川|ゆh操且1業佐佐e体i¥ll山!

約1)J人の余長蜘剰lリj人i以l(、叶Jin時干の社l以i人欽lばt車が約t甘'J7刊4，0∞0∞0人)を抱えたため、会社全体の経常は依然
としてl利鰍ft状態に陥っていた 経常難に ，'1，:しむ新 11鉄にとって、小[同からの上海セ山製

鉄所lJl，ttの協)J袋，iliはまさにrI，~.kの必 1'I:jJ であった 1979 ' 1主'左 lli 製鉄所への技術協力及び

|川村の，iit耐11供給分として合わせて総制約 3，000{!む川 を受注した これによって、車fitl鉄の

197911・l立の受11:，1.¥I士 挙に史|二段 ，\'，~の約 4 ， 800 億円にi主した(1，ぇ 1 - 1 参照)

それに('¥'って、以11-1が'1'すように、新 11鉄i士エンジニアリング I作業部1111をエンジニ

アリング総折本部、エンジニアリング事業本部、中同協力本書sからなる 3本郷体ilillに再編

成した総桁本;;1111:r独、t 事業体として必室長 tt内部作県体IWI >I整備 と、 '1~ ;t J，~維機 立のための

"布地策を判tìlliする組織J 、，..，わ liエンジニアリングーI~業の織能部 [111 に、li たるのに対し、事業

本総Itrライン飢餓」、'i'i同協力本部内「特別プロジェタト実行組織jである エンジニアリ

ング事業部門ω:本位のーつに'i'i同協ノJ本[怖があることからも、中l叫が新 fI鉄及びエンジ

ーアリンク白lij!にとって、いかに，[('iさであるかは r~1 らかである

宅た、新日鉄11:'1'1同協)J本部にMHI:長Ij;¥川鼎(それ以降も副社長大柿誌、，qJl総 竺を起J1J)

をk!J11し、 1，;1~I:ω E没官11技術本部やプラント ' Ii %i郎、鉄構海洋事業部、 t~準 ill築白ド 1i fljl にそ

れぞれ'i' II~ill.&プロジェタト駅、 hWI~111 プロジェクト班を設位し、肺lプロジェクトに問

述する A~ l'It ・大分 ・ 八申請絡製鉄所に j1術協ノJ腕を設慨するなど、定 111製鉄所プロジェクト

11:新付鉄にとって正に全社を挙げての大フロジェクトであった(55)

、"!1I!fo)11本鉄鋼業および製鉄エンジニアリング・作業を取り巻く経常深境l士、第二次イi油危

機を架像とする ~t界的 tt 不況、 1同際競争の激化、為待相場の不安定と、依然として厳しか

った それにもかかわらず、11本の鉄鋼大手 5社のエンジ、ニアリング事業は析〉むな仲びを

がした(56) 製鉄エンジニアリング φj:1'1iにおける 11本の優位性も、その 凶である これ

を反映して、数年liiiから、各社とも鉄鋼先進|同であるアメリカ、イギリス、フランス、ベ

ルギー、イタリア、オランダなど欧米科い4への弘術提供が台、閉 した(57) rこれは、その設
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~Ii附 iiEが相 l 対的に t.t1j 化している欧米の鉄鋼各利か、鉄鋼業の l呼忙を fl 桁して、 11 本鉄鋼

業のj止先端u.術やγ ネージメント ・ノウハウを将人しようとする姿勢を強めているからで

ある(58) J 11 本に比べ劣勢の欧米鉄鋼先進 I'~ の小で、 1喉ーfI，1I;に対抗できるのが附ドイツ

であった製鉄エンジニアリング事業の技術水市の11'ムとなる製鉄所の l→ Lf'il.製銑・製鋼 ・

)1:延I.t'i.の技術水市において、内 ドイツの製銑(，1:;骨i)技術l士11，11;に比べ劣るもωω、転炉(製

鋼)1*件il1:H本とほぼ1，;1水準であり、アメリカやツランス、イタリア、イギリスよりもIYIら

か1-催れていた が延技術については、 H本、フランス、イタリアと怯んで仁準的地位に

あった(59) 附ドイツの介一栄一は、このよジ t~ 'ß )J をパックに、御外進進出を I~I り、'1'["1市

場においても、後述のように'ii: 111製鉄所iJlぷプロジェクトなどを~って、新 11 鉄をはじめと

する 11本企]kと激しい級争を展開 したのである

~.中国の対日政策と稲山の対中国戦略

'KIII製鉄IfriJlぷプロジェクトl士数千億1'1の受i't:紛がf-:llJされ、新II鉄以外の鉄鋼企業や

フラント製造メーカーにとっても、、li然欧から1三が/1¥るほどのピックビジネスであった

とごろが、新11鉄がi-:¥1.¥される激しいI!"fi戦に乗り1I¥すよりも前に、中国政JCf11:I，il社に対し

て協力を弘;1'1した 11"j>:だけでも新11欽以外に作品ピイo:kLiや川崎製鉄、"*銅作、神戸製鋼

所といったIlt界的にもトップレベルのメーカーが{川正 しているし、欧米においてもし Sス

チーノレ t~ ど強 )Jt~ ライバノレが多く 作 (1ーしている '1'、 なぜ新 rl 鉄品川、とも術 ìjí に受注するこ

とができたのか この謎を解く には、新 11 鉄の対 '1'1r~戦時が形成された 1950 年代半ばま

で遡らなければならない

1950年代、1"lfと，i'えば、以州対なのよ1っH'I'にあり 、アメ リプJを始めとする附側話|司の

資本 l主主附常とソ述や点欧;;ff い4 、'1 'I'~などの社会 t;宅附常が冷戦状態で対抗 していた時期|

である 十l本政府l士、'1'1司の内戦にl枚れ台湾に逃げた符介あが率いる|司民党政府と|同交を

結び、'1'1同大除を統治しているJUr、党政J(.fとは敵対状態にあった それに対し、附凶の経

済ml係においては、厳しい貿易制限が泌されている中、 11'I'LI':IJll貿易協定が締結されるな

ど、 L¥;1I1Jをi曲して実質的な「政経分附」の動きがあったが、それもしばしば政治の彫特を主

ともに受けてl'l:折するなど、多難なH判明であった(60)

占 )j 、 ';VI鮮戦争の特i~1以降の~?t~:裂 の低迷によって 、リíll寺 1-1 本の鉄鋼 dï場 11:供給過剰であ

り、いわゆる鍋氏小説の渦 '1' に巻き込宝れていた鉄鋼企業l士 、 1モ~'ì.'4;燥を乗り越えるのにど、
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死であり、新しいrli場のi刑判;が可 I{!I，/) a必民自ーでもあった

他)j 、 '1 <1叫|司内で 1 1: 1 大 ~Iliι」をスローガンに経済急成長を目指していたO;~)QI であり、その

ために人ーI，lの欽鋼を必梨としていた'1<1'4政府l士、対中|司友!zfUl体である 114>: 1同際flM促進

協会という1;:;11りのハイブを通して、八申請製$')"，.，¥'務であった稲IIIU;JXへの後近をi試みた

で!士、なぜ<1<1司は鉄鋼の供給先として 11本、そして八申書製鉄を選択したのか 空ず、 11

本が選ばれた則nlについてであるが、これは"'1叫の、'iII，~の|司際関係と対円政策にかかわる

liill'ilである 吋11与の鉄鋼輸11I1K)に11:、ソ述、アメリカ、何欧諸問、 fl本などがあった ソ

I!.I!については、 1949年新中l司iliII:j f量、しばらくのIIiJ中凶とは友好関係にあったが、1956年

記JJのソ辿Jl:/)ro'!:第 201"1大会でブノレシチョフがスターリンを全l而批判lし、中川がそれに以

発L..t.-のをきっかけに、中ソIllJ係にきしみが比られ始めた その後中凶11:ソi1!に対して1ft

l'りすーるようになり、 1958;ド時点で<1'ソ I~J係はまだ決裂していなかったものの、もはやそれ

も時1111の1II1!.l!1となり、ソi1!からの鉄剣輸入Ii:対ソ政策から見て得策ではなかった アメリ

カについてl士、'-1'1司にとって':91鮮!被午における敵対|同であり、その後も<1'1同Ii:台湾海峡危

機からも凡られるようにアメリカに対する対決裟勢を強めており、アメリカからの鉄鋼の

大1，¥輸入Ii:不"f能であった 残りの選択肢は阿欧治IJ<iと [1本であるが、大 I止の鉄鋼を必安

とする'1'1司にとって、地J!R的に近い 11本から輸入するのは伽絡 j二千干利であった をた、大

1止の鉄鋼を腕人するには、大l止の外貨を必混とするが、外貨不足の<1'同にとって、 11;ドi士

山炭と欽鉱引の愉II¥rli場としても魅力的であった 1949年以降、ι1'[1削除WlJでは外交関係

こそ t~かったものの、 LI': I I :J f1劫協定が締結され、鈴劫は拡大傾向にあったが、 H 本にとっ

てココムによって品されていた対ンi1!および点欧消[J<!よりも厳しい対"1'肉質易制限がネッ

クとなり、鉄鋼の取りづ|きはできなかった しかし、それも 1957?¥三'f.liには解消され、 IJ

本政府も，']lfI内1品1から嶋111 -自11、イ[摘棋111内Il>Jへと政権交持するにつれて、中川に対する

態度を緩和した '1'1吋は 114>:に|刻して、「外交関係の樹、主の方向への!日jきであると判断され

るかぎり口弘 I~Jí"*ミを発展させる方針を 1 953 年にすでに定めており、日本の経済界におい

て、月 IIH~ も )Jがあってl誌も保守的た鉄鋼界と貿易関係を築き上げ、発j民させること l士、 11 本

を<I'I'lとの外交関係の樹立の)jl"1へ犠く 1:でプラス嬰l苅になる、と判断したに逃いない

(61) ー企業経常イ庁の稲iJlの訪中が行中nJ，>;J忠米の抑，i古によるところからも、中|同の政治的

立|叫が従える しかも、当時の十14>:鉄鋼業11:不況打開に正しんでおり、新しい輪山市場の

開桁がう三忽の.1*題であった， 'IJI吋はこれを 114>:鉄鋼界への後近の段良のH寺機とs，t.たのであ

ろう
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稲1111士、liH.'fのことを次のように!日|顧している(62)

「鈴木 .QJfさんとい主|同際貿易促進協会の人がね WJI・w叫恩来 1，<.r，-mさんが、稲111さん
にJUI米て欲しし、Jといっている それも'1'1 q 11:欽が欲しい、といっているというのだか

ら、行ってきたらどうか、というんですね j 

で11:、'i'lりはなぜ八橋製鉄の常務であった稲111への彼近を試みたのか 八幡製鉄l士、'illi'

の114>:鉄鋼桝におけるリーデイング ・カンハニーであり、その影得力11:鉄鋼持だけではな

く、 l14>:cJ)令j(i:!f，・wにも』えんでいた そして、、'ill年稲111はすでにn_.f，:の鉄鋼芥の'i'心的人
物にたっており、 11本鉄鍬愉/1¥組合ωJlI''1. Jx:をも務めていた 対11接近を反|り、かつ大i止

の鉄鋼の輸入を必'!:!ーとする'1'1同にとって、有i山への後近を淀みるのも、'i然であろう

不況打IJflω チャンス長1I 米と凡た右~11111:訪'1'をがとなするが、当時敗戦l困の 11本に対して強

い彬特)Jを持っていた米|同の大使館にJX:対され、「それでもnくなら、今後、 4担]米i司への

ビ1111:/1¥せなくなるJと脅かされた だが、 稲iJ1 ，1:米大統制の r J原子爆者~ができて、もう 戦

争はできtr.くなる これからは、 III:Wが、1'-平11なIYJ係にtt.らなければし、かんJという、'i11 の î~{

IYI文をj円に米|同大使古r:を説得し、米|同大使館もそれに圧倒 されて、 しぶしぶ稲111の訪中を

( '1<した ただ「ー人で行かずに、 |υ11:ω人と何人かで行きなさし、1という条1'1を稲lliに突

き付け、それを受けて稲11111:八幡製鉄、 'b¥ 1 . 製鉄、川附製鉄、 11 本剣竹内社の役t~ を合む

ミッションを本いて'1'1司を訪1111し、'1'1川政府と，， <1'鉄鋼協定を締結 した(63)

ところが、その後f'1i1'jcJ):j年介イtからの 11本 1''i+1It山"介宛の鋭、呼問題や長崎l司b:!(ιl>j'ドが発

'1'したことによって、 11'i'l ~1係が '1' 1析 され、折 flJ ，淵向l した鉄鋼協定も I版作 してしまった(64)

だが、稲¥11111:'1'1同紡1111を通じて小川政府行本IIJ!，J，I.tl止:tr.どと知り合い、IドLl<1政!ドf&び鉄鋼関

係.r，.の1/11 で l士、稲 IIIÙ;~~ の1" lìíj が f 佐川1 b(J(， lj い友人)として知れ渡ったE 稲 I Li，1: '1
'
1司との

ノ、イフ11'りに成功したのである

平の11，¥、稲11111:すでに'1'1"1における臨泌製鉄所住ぷの庁写点を揃いていた 1978{Iユ3JI、

稲山11:11 '1'終済協会会長として、 lい|ド'Jx:とJ9則F制It伐t与劫;取り決めの締結のため{訪刀訪li'iドfしたH

~l初Ylめて i訪1甘訪)j'刊巾|ド】 したの lは士、 1958 i年1ド三 2)-月l そdの〉おりにも、 t中|ド'1凶同政J府仔f限関E沼H仔f系=イ有有丹庁「に、 除臨i，ifi海d製鉄f所芳を1他i並l，没

し、 L)業Eを発JJ民j民品させることをお制勧jめしたものだと感慨t深正げにJ諸吾つている(ω65め) r中ド|叫l士、可H年

欽が必!裂であるため、稲 111 を必唆としたが、将米(~J に I士臨海製鉄所が必~になるため、稲

111を必要とする11年もくるであろうと、稲11111:)，.1.ていたに逃いない '.1'同を長Joげ内々鉄鋼輸

Ill，ti場と比倣 した 1-.、将来的には製鉄プラントの提供を合む技術の輸出rI，場と凡倣す新11

鉄のあJ'I'i叫戦時l士、実際このH年すでにj形成されたと汗ってもし功、であろう
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ただ、、"，11年に11:'1"同の臨海製鉄所ili，ill:と八械製鉄を、そして後の新11鉄を結び付けるも

の11:持無であり、 fiihl，の'I'rqにおけるrKv，itti製鉄rfTillぷのllf"rj.点も、Ii'tなる小川政府への挺

sfに過ぎたかった稲山の.JI凡々ところは、 20'ドもが1に'1'同にとって将来的には臨げ"1製鉄

所が必梨になる止凡iillした制然)Jだけではなく、それをピジネスに結び付けたところでも

ある'"川政府とのノ、イブ作りに成功 した稲111Ii:、 1972{I三11'1，1 [同交[nl&後に 11-1>:財界の対

'1'窓11である 11'1'終済協会会長に就作 し、 )Jl'々 多くの 11本企業のトップを本いて訪Iドする

など、その後j止いぷ)1をかけて、 ""川政)(.fl"rJli司とのf'/い信頼関係を築き上げたのである

:1. 稲山と中国の信頼関係

稲111と小It<j政)(.1I"IÏ悩 とのも ì~J'j WI係については 、 1988 "F:3 )1符¥111死去の際、リiII ，~'の ' 1'1 同|司

務ド~éI，i'J総 ßI!1t牧が ， I ? いた迫w文を，b'~ め Ii'卜分別!解でき ょう すF牧!土可 H剖司務 Il~é の r )，~本 ili

1没Jjl!、Ji<l)I.iII内相として、宗山製鉄所ill，没プロジェクトの立思決定に大きく |品lりした ー人で

あり、宅た長年，'， 1，両|司|制僚会.i症の""同側i'r府代表を務め、日本の与野党、財界呼に多く

の友人がいる 作牧は迫↑I:i文の，'，で次ωように述べている(66)

戦後 11-1>:の財界 ，YiJli司の，'，でも、稲111ff，'tH¥:li: ，'， n 経済貿易協力の新川IUIを切り聞くのに

卓越し介氏献をδれた先駆.r，-c})一人であり、'1'11友好 ・l予業のj歴史において』記念に航する方

であります

.fLf1:比般的 I，lく稲111L¥:と知り合い、過去にも "'1同と 11-1三で数多くお会いしてEiRし介いま

した サ~111製鉄所illぷi伯作においても、私たちIi:.nして全)Jを挙げて協力 し介い主 した

稲山氏11:熱心、，Et，'(、ヰ，，，'U.:)jで、 "'111山il同経済発以の"告問題及び布、たちのイ1:'ICトーの欠点

についても、いつもネ，，'(1こ諌めてくれる仰がたき親友の A人と云えるでしょう

1978 {ド 12)1 木、ねと稲 111 氏は'ì~111 製鉄所の辻1礎式に /I IJ，市した後、 H寺I/:j以上も語り介

、屯した 夜、たちは戦後 11本経済が忽速にいl彼 し発以 した印象的な}民史1'f)，ょについて、な

ち人ってみみし空したi 、Jin年稲iJILi:が述べられた多くの立見!士、今でも私のJ悩長に伐って

おり宝す

この会談で、私は')"両政府のために幾名かの経済紙inHの十ftl.篤を稲111ftにお版作、 し主した

彼fi:M[同後11'(ちに大来佐武郎、 I/il坂正リj、小林文ー氏を推薦され、 11本の経済発展の経験を

紹介するために巾l司に来ていただき空したl その後もド河辺淳氏を推l隠されました 1981 

4ド大来氏が大学内閣の外務大阪にh!tf下されてから、この顧問グルーフに主主た新しいメンバ

32 



ぷ 1-4 11-*の小川 11'1 け輸 1 Ii，'~i推移

Ji.... "" 

24 

23 

22 

前
21 

20 

)J、 数金 19 

180 I，l 糊~ 18 

17 

160 16 

15 

140 14 

13 

120 12 

11 

100 10 

9 

80 8 

7 

60 6 

5 

40 4 

3 

20 。】

1960 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 

司{j'.次 (l ~6 月 ) x2 

Hl典 li本鉄鋼述'，&1~鉄鋼w.鰍』、 1971 年 10 )1 21 11、5""ージ
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ぷ 1- !'; l:昔話 11カ同の'1'P，Ii;'1け鉄鋼輸出比ヰt

L~ I U その他

J~~{F 砂く 1'，1輪rI¥'，¥ 11 本 E C 6 カ 同

の介;n ウf p~' ト'イツ 4カi叫 |

下トン % % % %1 

1960 {ド 457.4 0.1 83.7 30.2 16.2 I 

1961 {ド 102.6 39.2 49.8 13.3 11.0 

1962 {ド 81.2 68.7 18.6 12.2 12.7 

1963 +1'. 113.9 40.8 14.1 1.5 45.1 

1964 {ド 262.0 62.7 18.7 3.6 18.5 

1965 iト 432.7 50.8 41.6 18.0 7.5 

1966 iド 1，127.5 58.1 33.3 14.0 8.6 

1967句ー 1，530.8 39.9 49.9 35.0 10.3 

19681f 1，562.1 64.3 29.0 22.4 6.7 

1969 {ド 1，738.8 72.4 24.7 18.2 2.9 

1970 "Ic 2，034.3 77.1 18.9 14.4 4.0 

1119~ : 11本鉄鋼i!.l!¥Y./ ~鉄鋼界鰍』 、 1971 年 10JJ21 11、6ページ

it : (1)作1'-1の<XIfi:.!来、Ji{'1ょの 11カ1'4合討を 100%とした場合の山める比率

(2) 11州司と 11:、 l-.ltlのH本、内 ドイツのほか、フランス、イタ リア、ベノレギ一、ノレ

クセンブノレク、オランダ(以 上巳じ)、 イギリス、スウェーデン、オーストリ

ア、アメリ カの各い」

(3) I，q辿1，じ E調代による各11ヰの'1'1吋1;'1け輪tl¥数祉の合計からみると、上記 11カl斗

はほとんど 90%以トーを ，Ijめている

ーが加わり、 '1'11杯一済知減交流会が"止、止されました すでに 81"1定WIうど流会が行われ、 ，'，

|同政府の政策について多くの正I!ぷ的たな凡を U\ され吏 した ， これら 11:令て稲 IIJ 氏が )J を)~

くして協力してくださったお陰であり、感謝に*え宝せん

稲山氏の逝よーIt小11友好'1"1;監の大きな凱失であり、私It稲1111王の逝去に深く心を術め、

この文を九さ、ぷんでぶ怖の iむをRし空す、 j

rt同の政府汁j悩にこれほと:，t':iく，¥'j'ultiされ、 j，H)lされた同本の財界人は恐らく他にいない
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1< 1 -6 11，.f>:の鉄鋼総蛾rI:IJ(に内める'1"同向けの比 3が

。 20 40 60 80 100% 

1963 {j 

64 {F 

65 {I' 

66!ド

67 {ド

68 {I' 

69 {I・

その他各同1"1け

70 {ド

。 20 40 60 80 100% 

11¥典 。11'"鉄鋼辿'.l'，/W鉄鋼抗ly.flJj、 1971年 10川 2111、6へージ

であろう 'klll製鉄所住設フロジェクトにおいても、谷牧の追悼文の「私たちIi:一貫して令e

)Jを挙げて協))しあったJという Ii".f，長からも、'1'¥叫政)(.fと稲111氏とのいt:n・協力関係が、¥，;1

7ロジェクトのええになっていたことが窺える

その後、大縦illi政策による食料危機、1'1然災'，1;:、そして中ソWl係の悠化によって|同内経

済が槙滅的状態に陥った小1吋l士、対 H接近を|ヌ|る.)j、n本側も対，¥J貿易拡大にfM極的な

態度をポすことによって、 1962{ド以降 11 中氏\ill貿易が I I Ç\~j された表 1 - 4 が示すように、

日本の鉄鋼企業はいわゆる LT貿易およびそれを受け継いだ FI中党必貿易と日中間lの「友

H取引jのノレートをi!liじて(67)、徐々に鉄鋼製品の対中輸出を拡大 していった(68)
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そのif1li*、1970{Iô には，，~の鉄鋼愉 111総枇 1 ， 798.1 )jトンの内、'1'同1"1けが 156.9)jトン、

8.7'71，を山め、アメリカIr，)け (592.2)jトン、 32.9'){，)に次いで第 2{世に命った -)j、友

}-5がぷすように、'1'i可11，)け輪11¥11カIqの 1970{Iーの介，[1'203.43 }Jトンの内、 11本11:77.1% 

をr1iめ、 m2似の凶 ドイツの 14.4"/(，を大きく 引き出11して l位に(立IrJし(69)、鉄鋼貿易にお

いては、 11本から凡た中肉、 あるいは'1'iqから凡たけ本はともに爪裂な作イ正となった し

かし、 1965?I之の特介イ{の 80織のお祝いのために台湾で|淵かれた "栴協力委員会の府 1:、

Jし首相lωJ;':f，;介などが'1'rl~ J七陀党以対と凶民党の大降反攻への激励の演説を し、それに'1'

l司政府が激怒、した その経済部会の会uとしてH¥l品 した紹山嘉nが巻き添えを食ったj杉で、
八幡製鉄は'1'l同政府から主要役Hがその会介にn¥席 した会社とは取引 しないと通告された

ところが、経済発l民のために 11本企業との貿易の必要fl:を認識 した中|両政}(.fl士、 1970{f. 4 

JIにそれ宅での}j童|を転換し、台湾や仰i同をtiilYJし多千百lの投資をしている企業、アメリカ

の点1判アジア位協に協ノJしている企業、 IIA正にあるアメ リカとの合弁企業法びアメリカの

F会+1ーとは取引 しないという 内科のいわゆるJli)114});¥1l1Jを発表 した そして、その条例ーを711:

I~' した企業とは取引をすることにした その年に八申請製鉄と笛 j:製鉄の合併で発足 した新

11鉄ドも取引のIrJJ，mがあったが、，，;Htl1:政終分離を主娠し結局認められず、'1'1司との取引
はしばらく 小|析 した 1971年になると、アメリカが'1'1可に緩近する由VJきを比せるなど、|什

w.の情勢11:大きく動く兆しを比せ始め、それを敏感に感じ取った稲111はj司闘の反対を押し

切って'1'1同との接近を1叫ることを決立した さた、"'1'政Mlif)のハイブ役も務め、 H中交

流の抑進に)Jを入れた(70)

こうい勺た縦続もあって、1972{ド"'1'1吋炎，，，'彼の折、新日鉄社長の稲山がnl士日本財界

人，Ui'l'の際に'1'1iiJ~如何に納付「 され、 JI，)忠米 とも 111 うどを ih.l めた その後通政省の外車)I[.A体で

あり、 財界の対'1'窓11でもある "'1'終済協会の会長に就任し、fi}{1三訪中するまでにゼった

のである

そして、liijillのように、 1974{ド 6)1新"鉄11:中|国政府と武淡製鉄JJrillぷブロジェタトに

|泊する契約を締結した 年政 300}jトンの熱延プラントと年戸主 7万トンの代来釧桜フラン

総額約 1，000((.¥11Jの大明契約である 稲山が犯と'1'11<j政府要人との 58年以米rJ)Li:い付き合

いとい頼関係、八附製鉄および新 "鉄と小川とのJx: JUi的 t~貿易関係が、この取引を成功さ

せるのに大きく 寄与 したと Jってもiωパではないであろう この契約によって、 新 11鉄と
中川との関係1士、貿易だけではたくライセンシング(あるいは技術協力)主でに及び、ます

宅す強化され、 1978年中国政府の新"鉄への臨機製鉄所である宝111製鉄所のillぷ協力要請
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八とゼる<1)である(この点については、百}2ポ第 1i市を参!根)

第4飾要約

'i~ 111製鉄所が新11鉄ーからtl<術をまるごと将人する必梨があったのは、'i'[時がJkiJ三の努力

にもかかわらず、独1']の鉄鋼製造投術を体、yすることができなかったからである その嬰

凶について、本市でl1:illt: ~j時代の 1 9 jll紀世で遡り、外凶列強のも占餅?とiliF. ~i}j の敗北 ' 1(;，\

1位、中犠Ll';j同時代の'i!f閥・ I刈Jk内戦による鉄鋼業の{政様、fI{{平n製鋼所ttど外資 E当事の製鉄

所粁~~~.tt.どの政治終済的要仏lを指摘した 1:で、外l司設備の導入だけをif{似し、技術そのも

のの吸収を無悦し、また伎Hi.fi'の仕事1&を税制したことも認、めなければならないと指摘した

宅た、 1950年代におし、て、 'i'lI~ 11:" 1ソ述からJ立体rを将人 して、1"1の鉄鋼生花体制を築きし

げたが、 1958{J~ 以降「大跡!進J をきっかけに、鉄鋼中滋 1iblコ鉱大を単純に迫求するようにな

り、技術 IJI1~を疎かにしたこと、 1960 年代中 :ノ;対なによって、中|司 l士オーストリア、アラ

ンスたどl川欧ぷ!ほから技術を導入するようになったが、それも欽鋼生!定慌を拡大する下段

に過ぎず、 t州、fω吸収には~らなかったことを問摘 した さらに、中 lJ1 ， 1~llijの鉄釧業のそ

れぞれの特徴を比較した|二で、 ilil司後 .l'数WJiJJ終始鉄鋼業を最優先発J民産業と位WIf.jけ、

膨大 I~投資をし続けてきた'I'Iki と H 本など先illi l 司 との鉄鋼技術の椛J宇:が空す宝す鉱大し、

やむたく先進|同からの技術将人を必ま~:とするに 4そったのは、冷戦 Fの戦争準備や両側訪問

の料渋川鎖、51:..'作のi彪併などによるところが大きいものの、 rl'凶政府および鉄鋼企業がJI'

JJtJ.i的tt，ili1hjのド、 tii純に鉄鋼生成litの拡大を迫求し、 'Hld注拡大の手段として、経済問

を無悦し、'1'小胤純ωフラントのm ，j改 を選択したのも ~肱lの 一つであると 指摘 した そし

て、 'i~111 製鉄所の新IIq狭からの技術移転を..f能にした県民lを文革の終f号、外|同からの技術

将人をI:i.対する山人車Ilの逮捕、'1'1同政府の1'1))史fjごから外1再技術専人への政策転換である

と指摘した

他}i、日本政府の協力と企業主導による鉄鋼-(主体II>IJをベースに、新11鉄が外|吋から村i

h極的に技術や続併を導入し、 1~穆i資本の大規模新規設備への集中的投ドによる「規艇の経

済jの達成に成功し、鉄鋼製造技術において 111:界 流の水被に達し件たこと、その'1'でも企

業終 ~~t~庁が大きた役相l を*したこと、さらにエンジニアリング事業を製鉄'作業と投んで経

常のーつの怜として位聞付け発肢を|ヌlったこと、稲山の中[司政府との伝tTi:jlY;j係をベースに

した'1
'
IQ，j i場 IJ~t.r，戦略の成見守であることががrll 鉄の'i~111製鉄所への技術移転を ..f能にした
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'!!f凶であると指摘した そして、女 111製鉄所に対する技術移転を必要とするに~ったも英仏l

について、大下鉄釧企業11[1のi品j立の技術i拡必鋭ノ(，による財務状態の!W;化、経常媛、ニクソ

ンショックやめ削lショックによるダメージ、 i止大rJ)oJi1li人|珂であるアメリカの鉄鋼材i人規制l

や仰l同など新OOLJiい」のjsし、 Lげなどによる愉/1¥郊であることを指摘した
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第2章技術移転過程一-----<D契約交渉段階

本市では新11鉄からのセ111製鉄所への技術移転i位和のうち、新日鉄の対応に側広しつつ、

技術の受け下である'i~111製鉄lyr1Jl11の 1:休刊ーに焦点を、liて、双方の接触開始から契約交渉ま

での投術導入J品れを'1'心に分析する

百i21;，，'11: 1として次のような構成をとることにする 主ず、宮山製鉄所の技術将人の背

j;1:及び条例・にお11しつつ、'1'同政府の契約にいたる主での経緯 ・要因を分析する 次に、

'Î~III製鉄Ifrプロジェクトへの新 11 欽の対応、 11 本政府の役'，I;JI を昭 i らかにした l二で、契約交

渉過れにおける双};の戦時 ・戦術の展開を分析する

第 l節接触の開始

1，中国の新日鉄へのアフローチ

ここでは、小l司政府の契約にゼるまでのな思決定および対rI政策を考察し、それと'iall

製鉄所W，;ll:フロジェクトとの1)¥1速を分析し、'111同政府が、なぜ日本そして新日鉄を1，.1プロ

ジェクトdν、ートナ として選択したかをIYIらかにしたい。

qqo.j政府ω新日鉄へのアフローチ11:1977 1ド6川に開始された{第 1-章第 1i郊で述べた

ように、文，'1';'の終，伐をきっかけに、'i 'l司政府は| 司務院総Jll\ iMIij鋒を中心 lこ国民経済の1陪 II./~

的発肢を凶った |司務院のflOケイド.11阿jにl士、 1985{ドまでに中肉の粗鋼ノI'sd，tを 6，000

hトンに引き 1--げ、 10例の鞍111製鉄所規肢の製鉄所をlli設するという内3平が減り込まれて

いた'1'凶をJi.'l地に追い込んだ 1958{fの「大助!iJJ!Jを思い出させる計画である なかでも

J-illi'iWI製鉄Orili設計画はこのflOヶイf，fI-lIl，jJのj位取袋プロジェタ卜に指定された【このJI-

刷こそ、中1.;1が常山製鉄所正IIぷを忽こ.うとしたきっかけであり、後に展開される波淵万ょ

の契約交渉の導火線になった

liiri&のように、後に権1-"1鈴l士いわゆる f/i:Jのぷりで失脚するわけであるが、"ili年のlド|同

の同)jを無tJi_してf大助!進jを医lろうとした鮮済政策における失敗も、彼を失脚させた大き

な~依lである ただ、毛沢東の指名で後継名ーになった催国鋒と苫えども、当時l士吉だ 50

代であり、いわゆる革命の第一11十代であって、 Ji:t!:ハワーが立外と必いιl'同においては、

江主の|百Lむなしに独断でI!I民経済の行方をぷイ7する政策決定はできなかったはずである
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しかも、、'ill.yの""司1-1:集I.M桁i母体it，ijをとっていた'I{III製鉄所士Il設について、|斗務|従前l総

sI!乍先念やM!1;; 1-1: ，，'(楼開示をH¥しているし、小川政J(.fの鉄鋼業娘、円機関である市金 E業:'fI1

および京111製鉄所ill，没のlifl係-('i-を相手に'Th-('i';1QjったIlflJ&り』調査においても、学先J念やl旅

'よなどのJじ.{5ーが、円H年の経済政策のPJとなる鉄鋼政策決定に大きく除lわったことが分かって

いる(1)乍先念本人も、官山製鉄所XJl，ilJ:プロジェタトが附内や全人代から集'1'攻幣を受け

た時に、この点について fl己批判lをした(洋しくは本市第 3t!ii 4r全人代からの批判jを参照)

もうーつ十|け加えておくべきJJiがある 後に'j{山製鉄l.irill，没プロジェクトの:¥3:，1思決定に

大きく I~I ワするようになった昔11小平は、文 i(，におけるソ支口の失明lから 1977 年 7 Jl政界

に拡iMしたばかりであり、 rlOカイドIH両」の策定H年にIi:'1"11il共産党中央委n会及び凶務|旋の

L将怖を保っていたかった 郷小、1"は椛|吋鋒との権)Jゃいで、宝山製鉄所正Il設プロジェク

トを.fI IJH して I，~I 司鈴を倒そうとしたという説もあるが、"j\iイ守主主調べた|浪りで，.えば、これ

を』見付けるものはなにもなかった郷小、17.1'j:'f.: lll lJì~鉄所総設工事がスタートする前の 1978

年10JI 2611に、常山製鉄所のモデーノレ工場にti:る F定の新日鉄の，jI;i1土製鉄所を見学し、 rll

'1'1刈l司が友好協力する道はますます広がっている )Jを合わせてがんばりましょうJと色紙

にllg.、て稲111に下渡し、 I，;jフロジェクトを支持する態度を表明した II JOl3中全会後、郷

小手1-1:党および政府の主導権を鉛り、定111製鉄所ru設プロジェタトにも庇接関与するよう
になってからも、 1979~Iグ ~lll製鉄l.ír illぷ現場を悦署員した際には、「宝山製鉄所のill設がtE

しいことを加を史1-1:JtEI!f1してくれるだろうJとl析1':'しているし、その後も、 1984年 2月 15

11製鉄所をI'Cひe悦燥し、万;2 JOI ['Iiの続行といJOI完成について指示を与えるなど、[0;1プロ

ジェクトを支持していた(2)。 ゾ人情l同鈴1i:1，;1プロジェクトの発端となる「トカ年JI'IIlijJを

決定した本人であり、同プロジェタトの惟進派であった 同プ口、ンェクトに|期して、郷小

平と JI~l t<I鈴との 11\1には対立がQられなかった

llI¥小平と1，;1じく、後に'I{II日製鉄所ill投プロジェクトの意思決定に大きく限iわり、 MlI司鋒

の後を科書いでl1iJ務院総J!I!にたった起i紫陽も、 rlOヶ年計画j策定時は、まだJ七日7UHg川行委

u会 11~lt~の職にあって、中央政府の政策決定にはmlりしていなかった 足I紫陽が同プロジ

ェクトに直接関与するようにたったのは、 1980JI二 "~I プロジェクトを中止するかどうかのíJ:

思決定からである(この点については本市第 3fili 5、6を参照)

中1'>1政府の新fI鉄へのアプローチは、このよう均国内政治的背肢の下で行われた |時務

院の決定に従い、冶金工業部は 1977~ド 9 月，，\11部長(次行クラス)柴志強を [.fl長とする鉄鋼産

業制察[.~の訪日の受入れを、円本の氏IIlJ f>\l ì.ili団体に裂前した(3)
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悦察団}士、大下尚社や rt"J 、 I~併J:^~ を会uとする 1司|際貿易促進協会会長J蟻 lli愛ー郎、 L!\I ft

促関両本部I)!J!'I~k木村ーミ、 i並，f(;" (i'の外郭同体である 1 い IJ経済協会会長稲山が覚らの三-r.­

j~ r.~1弘治で，[}j 11 し、 VY泊 1111 にわたって新 11 欽を始めとする 11 本 r~'，~炉各社の鉄鋼製造技術や

設備、企業中r-sIIを，[(，イ¥(に視昔話した(4)

なぜ1fî金しJitfill1: liM1ーではなく、 I'~I探幻易促進協会、 IJ 'I J経済協会のようなハイブを過

して観察[，~を派i立 したのか、これについて少し説明する必雪さがある

[同際貿易促進協会11:、 1954{I二9JI 2211 巾 I~を始めとする社会主義，:m司との友好の前進、

!日l係の [E'':~'化、従必の促進を 11m して、 日本の経済界、特に対中友好商社を 'j-'心に設立さ

れた凶lill'H体であり、長年11，f<:の終済界の巾ll<jとの総済交流、貿易の窓11の役押|を果した

日中国交l司復後、大手術社も会nとして加入するようになった。国貿促Il，1JJIliノド部も国際貿
易促進協会と161じような組織であるが、会民は|鉛州系のIIMJ:が中心になっている。中行問

交li'l復後、通i"u.併の外事1¥1司休である十|ヰ1経済協会が設立され、国際貿必促進協会と国貿fJi;

IID同本部の多くの会以}士、 II'N>i¥済協会にもJJIl人した

中国は、通常プラント ・伎術導入の，ll'WIIがあるものの噂入先が未定の場合は(もちろんそ

〉でもない場介もあるが)、特定のメーカーの窓11である尚社ではなく、|問i1t業界の全ての

メーカーに俊触することができる、，tわl"f業界の窓、11の役得|を巣し得る民Illj同体に後触し、

それを介して宝ず似然|叶を派ii2する 11ヰl際貿易促進協会と|同質促関阿本削i士、長年このよ

うた役'削除染してきた， 11 '1-'終済協会も、 n'"~'I 同交 1"1復後この役割lを果すようになった

|司際貿易促進協会等 11: '1 '1同 flUJの立 I'~J を受けて n 本のメーカーに連絡し、メーカーが受入れ

を'ii:.，;位した場介、特定の商社を窓11として規察団を受け入れることになっている。

fJ!.然 I.~11: ']1l1i)の L~製鉄Ifr長クラス怜 19 人をメンバーとしており 、 '1"でも凶長の葉忠

強は、中|司鉄鏑1瑳j臣官申書の段，1百機mlである治金 .[~郊の耐l在ß長(次宵)を文 J匹以前から卜数

年務め、しかも'1'i司金属学会sIl'j~ .bi:を ~(dí:する、，~わぱ行政、技術の両面に精通する '1' 国

きつての鉄鋼専門家として、 n本側のrHlを浴びた このような終肢の人物が企業視察|司

のl司j是として紡11すること肉体、吋H初1:J'il例であった H本の関係者l士、吋悦然l到の訪日

という情報を似た 77年 6月に以ドのことを読み取っていた すなわち、治金工業部は鉄

鋼産業の同家投資、技術開発及び噂人の1&，日i権限を持っている官庁であり、また視察凶の

派遣H寺期が中|剖政府が鉄鋼業の近代化を表明した11'[後とあって、「第一、新しい投資サイク

ノレを始動させる準備段際としての技術選択が、この似察同派i立を機に本株化するというシ

グナノレであること、第二は、鉄鋼業の近代化を納に工業全体一一経済の近代化を推進する
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，'f7f !T;/); Jnなされかけたことjである(5)

s際、、"1観察ltiのt坊nには二つのH(l(lがあった ーつはrl本の技術で鞍山製鉄所や北京宇

治i:l:山製鉄所匂既存製鉄所を改造寸ることであり、この件については、この11年の訪れでそ

の)jil'lにめって進めることが決まったリもう つは、新製鉄所建設のための恨li1j調作であ

った

悦然[.tjの必1Iのぷ!l(1を的確に、'iてた 11本側|則係.r，-の読みの鋭さには篤かされるが、郁夫、

視察刊が 77{1'9 J!;tIi 11するころまでは、'i'i同政1(.111:あくまで政策選択の準備段階にあり、

外IIijから鉄鋼製造フラント ・技術を導入するかについての検，付はされていなかった それ

どころか、、月初 11:上海の長期的 t~鉄不足を解消寸るため、 2， 500m3 の高炉 2 .J.~を中心とす

る製銑 E場をJ'I)JでiJl，没するという:おしかなかった{この点については、宝山製鉄所にm!

する資料からも綴いうる(6)視然|手1/士、新日鉄を始めとする高炉各社の設備のn動化 ・大

'~l化や製造のìili統化、製品Jll，質のレベノレの rùj さに縫くと!日JII!fに、 1973 i!三のオイノレショック

以来の Ilt界的不況によって、 il 本の r~'~炉各社が経営難に陥り、プラント ・ 技術輸LI\ によっ

て打開しようとする状況を位保した。

品』苦言!.tjは由，¥!同後l司務院に次のように骨Hせした(7)

「この訂正11なH年機を利川して、!l2:.、袋とする新技術と新設備を導入し、我が[司の鉄銅版業の

レベルアップを以|るべきである J 

約金 Ll'iifllの提案には、もう一つのs!¥i1/があったl 、片時の中!~は、経済íJl訟に応大 tt. 災

般をもたらしたブロ文J存からやっとj悦/1¥した ι!'[司!同内では、なるべく速く国民総務を発

!良させたければならないという緊迫感があり、製鉄所の住設速度をjてげるには、外|吋から

技術をi草人するしかt~いと治金仁業部11判断した (8)。

|司務|院の指不に従い、治金[~・1司1を始めとする|司家J卜 l州委員会、凶家経済委n会、[同家

也i没委u会、対外貿易問1等 I~Jill官庁と新製鉄所の地えである t海市政府l士、外岡からの鉄

鋼製造プラント ・妓術導入のよ4一体的検討段階に入った(9)

、円 11寺、中 II.Jでは文筆という長い目前lflから脱/1\ したばかりであり、鉄鋼技術にI~J しては此

界とは隔絶された状態にあった巴Ifi{i):i:業ffll余ドには、I{:i金情報所という Itt界各国の鉄鋼

製造 ・ 技術に l刻する情報収集機関があったものの、文$.の卜年間(1966~ 1976 年)その機能

はほとんと'γヒ状態にあり、 '1'凶/1:先進諸|碍の鉄鋼製造フラント ・技術に関する目附Jfには

線かった '1'同に災難をもたらした}J:_，!t'i.が 10{j'-の長い歳月を経てやっと終結を迎え、今

宝で失ったH判¥1を1&り戻そうと、続L同鈴を中心とする'iJ国政府は怠気ごんだ。|同LI':縦済を
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発Mさせるには鉄鋼が不"T欠て・あり、そのためには忽州、で製鉄所を佳設しなければならな

いと与えた(10)

中!叫が大別製鉄所をij!，没するため、外|同からの鉄鋼製JJiプラント・技術導入を検討して

いることは、 11"t:ばかりではなく、欧米清川の鉄鋼|品Jiili企業にも伝わった '1'1司としても、

外向からプラント ・技術を導入する場合、 r:.fl:引き介いJという原則がある r ~.fJ:引き合

いJと14:、 つのブロジ」ニクトに少なくとも:つの外l"kj~右に!被会し、外同業-f，[i'fl 1二に取1)I 

悩械や技術レベノレなどの条例二IlIiで競/(トさせ、その内比較的取引条件の布利な外liI業おと契

約するMtである しかし、 11本以外の各l司の反応は、『初消極的であった 後に西ドイツ

のシュレーγ ンやデγ ークなどが政i(:f行Jli通紡'1'を利JIlしてセーノレスを展開し、劣勢をある

純度挽|叶したが、先行した新11欽一等には泌く &11なかった 吋時の中国は文拡が終わった

ばかりで、政治 ・縦割守の状況が不安定であり、今後の行方が不透明なと ころもあって、各

1.I<jの鉄鋼l則述企業はしばらくは成り行き|挑めという態度をとった。それとは対照的に、 11

'['[ltlでl士、 1978<1-: 2)1 LiO間同体によってrll'['長期貿易取決めJが締結され、同年8JlI山ifl<J

政府によって[11中干和友好条約jが締結されるなど、l'町|司のf関係上回大をフィーパーする動

きjがあり(11)、鉄鋼小説の打1J11に昨しむ11本のMJ炉各引ーは、このブームに釆zって'1'1吋の製

鉄所他I&I~ト IIhiに刷版的な協力姿勢をボした (12) '1'1司政府の「関係期大をフィーパーJしよ

うとする動機}士、対11接近 .!:dl-を[>IJることによって、 l反ソ統一戦線を形成するという、河

11年の外交政策からくるものであったそして、宝111製鉄所建設プロジェクトは、対H接近・

}..(~r を|文l る上でイï)Jtt手段である[1Ir['長期貿易取決め」のプロジェクトとして、 '1]凶側に

指定されたのである これが11本そして給処的に新円鉄を、 中国政府が選択した政治的tt.

明閃であるじこのよう fなE政1治'fi(:下町H

f治fi)，川'I.JおよびI同司務院によつて行われた

このような。I~怖があって、 'î，，11製鉄所ω鉄鋼製造フラント ・ 技術の導入先の選択肢は 11

.，f<:の向か各社に絞られ、特にがill鉄11:11本政大の鉄鋼製造企業として注flされた(13) 新

11鉄l士制l剣年応能力 3，200)jトンと、 11本鉄鋼界ではl正倒的なシェアを絞る文'(一通りのリ

ーディング ・カンハニー(第二伎のIJ本鋼管11:1，400 );"トン)であり、世界伝大の鉄鋼メー

カーでもある 中[司にとって、新日鉄のlll:界I位大企業としての技術総合ノJは、非常に魅力

的であった そして、稲 1I1 は上述の「関係げl大をフィーパーする動き j の ~I 本財界の中心的

人物であり、 n巾長期l貿易協議会会長として、[11 '11 長 j~1f(易取決め」を締結した 11 本似'1 の

代J居者ーでもあった
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主た、 IjíiJ&のげ;金し業部副部長島~，む強を|吋長とする悦燦[.Hの織作も、示唆~t~役得lを*し

た '1'1同11:I/:'j.に官111製鉄所のili日立を完成したかったため、そのモテツレ工場となる製鉄所

を選定する必裂があった 吋悦然トHli:11 ~の I\':i角 B 科 fl:の製鉄所を l か)j にわたって悦録し

たが、'1'でも1'1分たちが揃いたイメージにー孫近かったのが、新日鉄のAti'1!製鉄所であっ

たc とパうのも、製鉄所ili，&U'定地の上海の、'ill年の鉄鋼df場でl立、毎年スラブ 118Jiトン、

ピレット 120)iトン、管材 60J]トンを必裂としていたし、'li山製鉄所のl.Jl，没はこの;需要

をi崎たすのが第ー11的であった II~の新鋭製鉄所ば大分製鉄所のようにスラブ、ピレツ

ト、符材の内、 ーっかてつに絞って製銑から製鋼 ・述続鋳造 ・仕上げまで-r.r生P'ltするの

が多いが、.l¥iI'製鉄所は述k-Jift寺巡目IJを分地 '}OiEの2日世に分ける製鉄所のrj'でl士、、li

時としてはがfしい製鉄所(1965年ili，わであった波布、連続鋳造はすでに分塊圧延に取っ

て代わってj正延技術の主流になっているが、、'í ll年述~'i鋳造は新しい技術であったし、 rl'I1'I

Ii:述統iW造技術のこれからの発展速度ゃれ)jを予測することができなかった。それに、新

11鉄でさえまだ分担主任延を使っていたし、 '1'悶も分与((}E延の方が良く分かつていた。この

ようtc'1(1)日、ら、，iJ;i'ド製鉄所モデノレがl泣も郎知的と思われた。また、技術的には、 J訂作製

鉄所より大分製鉄所の)iが新しかったので、 Á~ì11製鉄所が不足している f部分を大分製鉄所

から神人することを決定し、大分製鉄所を合わせてモデル工場に選定した(14) これがrl'

I~政府が新 H鉄を選択した技術的な梨広|である

この技術的なflll知l士、間務院の政治的ななI{'Iを受けたげ?金工業部によって検討された

治金 r.~lill1士、|司務 W;éの II~に対する政治的判断に背くことはできないが、この検z付対i !.l主

によって、少なくとも新fl欽以外のn本鉄鋼企業を選択する余地はあったはずである 実

際に、 1977{f日11に柴忘強が本いる!l!.然I.M!士、モデル工場の選択のため、新n鉄の他に川

崎製鉄、 11本釧符、神戸製鋼所などの製鉄所も悦堅持した この段階でモデル工場l士、新11

鉄のÆ~ìj!製鉄所と大分製鉄所に絞られた 治金仁業部はその腎を同務院に報作し、 Ir;I{f.・ 11

fll司務院の詐"fがドりた それを受けて、翌年の 1978年1丹、治金工業部副部長!凍錦併

を同長とする冶金L業部のつ"JIIの悦然|刊の似擦の的I士、)'，'I"(!、大分、八幡と、ようやく

新11鉄に絞られたのである

そして、 Ijíîì&のように中国政府の新 日鉄への協))嵯.lllli:、中国政府~人と新日鉄会長稲山

感覚との日制I~J係がプラス~依lになったことも凡逃せない 前述のように、中間l立文本と

いう時間から脱rl¥したばかりであり、 IttWの鉄鋼事情にi:lIーかったから、このような依頼関

係l士、中[tiにとって特に大事であったに違いないただし、「稲山がj古l恩来総則と凶後知り
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(tt)日本総合研究所 .'1'閃社会科乍院T:;括経済研究所『現代中|司経済事典.!11本総研出版 ・
中国社会科学出版社、 1982年 10)1 、 40~41 ページ[ぷ 10 1982年の凪務院機構改革j、
42へージ「衣 11 同務院機情jより作成 1982年同務院機情改革が行われ、i[(複した機椛
の廃止、業務内容の後近している機楠の合併によって、同務院所属の部 ・委只会が 52か
ら41になり、 u'(k.A機関も大幅に減少 した。セ山製鉄rn悠設プロジェクトの立案 ・策定・
導入先選択 ・契約f交渉過程のn寺)l)Jli:1977~ 1979年、すなわち国務院機構改革以前の出来
事であり、 1 ， ;1 プロェクトに関述する古~II"] の名称も &11'<後とは災なるので、この飢餓図を作
成した なお 1982年以降の問務院機構については、友2-2を参照
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I災12-2 1同務|涜組織似1(1982iド事Uf)

総則一寸-Ui憎民主

トー|同務委員

トー外部部長・各委u.会u壬
ト一夜、;~}長

」一局長など(11'[属機関の局長は次白クラス 筆者注)

各l'!i~ ・ 委n会一「一一外交在日
トーl同防官11
トー11<1家，ihlhj委u.会
ト一同家経済委H会
トーIIij家体制改J11委u会
トーl同家科学技術委J.i会
トー1 国家民族 'I~務委n会
ト一公安部
ト一民~支部
ト一司法部
トーi防政部
トー中国人民銀行
トーIlIi業部
ト一対外経済貿劫部
ト-/1!i牧漁業部
ト-j>l:Xf部
トー水平IJ';'!I.)J削
ト- /';lldit~村ij!，没t);'l境部
ト一地質鉱irf. :'H~
ト-If;<il工業部
トー機械工業部
トーJ)j¥JリJ[業部
トー航空仁業部
ト一泊 rr:業部
トー兵総工業部
トー'下町工J給部
ト--(I炭鉱1i;'fil
トーイiml工業部
」一化学工業i干s

「ーがJ織工業部
ト一戦仁業部
トー鉄道部
トー交通部
トー郵屯剖l
トー労働人事部
ト一文化部
ト-1次送テレビ削
トー教育部
ト一衛生部
ト-l画家体育委員会
」ー|語家出産計匝11委員会

111属機関一寸一i司家物資);;j
ト一同家物価局
トー凶家統計);，j
トーl珂家て断行政局
トー税lY;j総袈
トー同家気象局
トー中凶民胤航空んi
トーl.Elii草海洋f，j
ト-L~家地震んj
トーl同家旅行遊覧すI~業管理局
ト-rl'凶文字改市委L.t会
トー問主主院宗教 'I~務ね
トー|同家案局
ト一国務院参"fC宅
」一間務凸機関事務'7¥'JI!向

(注)中凶社会科 γ'W;': L業経済研究所 『別代中同経済・1~ J)il，~ 11，f;:総li)flL¥版 ・巾同社会科学

出版社、 1982年 10)J、42へーシ |斗務院の機憐は、 1982年重複した機備を廃止 し、業

務内蒋の後近している機構を合併するという原則に したがって改革が行われ、上掲表のよ

うになった この結決、改市前11同務院所属の部・委n会は 52あったが、改革後は 41に
減少した。
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f仙l'百l・制l・党委以会

以12-3Ifi金 1:業部組織1;:11(1985 fle現紅)

:'ftl辰一一「副部長

L.....)"l.k:(，rj Jx:) ・ Hl ・ 組長 ・ 共Irli党委n会 l'_~ ~1.(己

。È~ñ-.f!M)"l

川鉄，'I"}fi技術仔l

'IC ，，1 

i長1A政党委以会

(注)小l司鋼鉄1:来年健編集委LJ.会 W'i'i吋鋼鉄仁業11'-質量 1986{I ・~ It~<ìì: に~/_I\):ti社、 1986 W 、

477へージにより{十JJX

合った事と'i'f則"が稲IIIの鉄鋼業'#におけるリ グ、 シッフを確認した 'JH士、後に新日鉄

の武漢製鉄所への妓術協力、セ1.1.1製鉄所への伎術協)Jとして紡実することになったJので

は決してなかった(15) 式決製鉄所への技術協力は、 1974{l三6JJに締結され、周恩来のぶ

47 



r--

命中(1976{.j'. l)j逝去)であったが、J.'il恩来が稲111と知り合ったことが、'1'1司のがifl鉄への

武漢製鉄所技術協力製品に羽lいたことを，aElljlする。IC:たはたかった 武淡製鉄所伎術協)Jプ

ロジェタトにIY.Iして、 '1'1司は新日鉄以外にも、企業のトップがj司恩来と倒人的な信頼関係、

があると11思えfn、川崎製鉄あるいは州ドイツの企業にも!照会をtiiした 途中、川l崎製鉄

1"l:1il次点油 f!i.機による資材の 1(1j騰などの)l~1 11 から、採算がとれないということで尚淡を

昨逃し、結果的には新日鉄と丙ドイツのイt3l'iが受1'1した つまり、中国は武漢製鉄所のプ

ロジェクトを、通常のビジネスとして取り倣ったわけであり、稲iJlがJl，J恩来の知り合いと

いうことで、中凶が新 11鉄に特別配慮するということはなかった(16) また、主111製鉄所

也ぷプロジェクトが締結されたのは 1978{.ド 5)1、つ空り1・司恩来がなくなった 2{.Iミ後のこ

とである JIJ思米が健作のH年WIに、 1，;1プロジェタトの立案どころかその構:¥l.lさえもなかっ
たそれから 2{Iミたって、ょうやく!日Iプロジェク卜が検討されたが、死後記年の周，1t，¥来が

j，;Jプロジェクトの意思決定に彩響力をヲ~ftIIしたとほとうてい考えられない。 lÌÎi述のように、

新11欽からの将人は、1ft金r.Yimlの1訪11似然織作を受けた同務院が 1977年 11)1に決定し

たのである 稲山が照ij)恩来と直接知り合ったことは、もちろん重要ではあるが、稲lliと'1'

I Iijとの I~I係 1士、 !，';]，It1.米 一人に I;)iらず、 IÌÎTJ&の谷牧の迫村i文が表しているように、谷牧を合

めた'1'1司政府そのものとの関係、であった

こうして、小luf政}{;fl士官山製鉄Jfriliぷプロジェクトのハートナーとして、新日鉄をi謹ん

だのである 1977 {.ド 11月間務院副総到!乍先念は、，lJj'I'した新日鉄会長稲111五五党に、「ιN羽

近代化の-St1として、臨海 ・大型・ ーrt・先.iili製鉄所のいJ1]1建設について『立地は卜.ifIJ.!、

『佳品UQllill は極ノJ短期u 、『設備 ・ 技術Ii: ~~先進』という前提で、全面的な協力」を要請し、

新11鉄側はこれを伏く づ|き受けた(17) この~ ，~Nにより、双)jは同プロジェクトにml して

接触のi的粍に人ったと凡ていいであろう

2. r国を挙げての人海戦術」

凶務院および1ft金に業部、上海rlil士'jelll製鉄所の 1980年稼働を円指した 、'i時 3，200

万トンの全[同組鋼年産能力を、 1985年宅でに 6，000万トンに引き上げるという flOヶ年言|

尚Jili成のため、新日鉄等との契約交渉をいく終わらせ、早急にili設J:目liを進めなければな

らなかった l'frll鉄も国内の不況を乗り切るに!士、できるだけ早く同フロジェタトをスタ

ートさせた)Jがイf利であり、'1、[吋似iに協)Jする符i倒的な姿勢を見せた
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"'1同組III 1: t!ifJ:の人海戦術で述。没 1: 恨と契約交渉に~，んだ

主ず、1977if 11 )1に U(lfdil士新製鉄lfiili，没現場の1tir¥'!j丘思決定機関であるrJ:nlf新鋼廠

~ill折阿部J(Iμliド 1 2 JJにr1 :海新ili鋼鉄廠しf'r1 柄拘l r~i~J に変lI!)を設立 した 塑il'.の 2)1、

新製鉄所のH体的 t~'Lr也の決定にnって、「十円抑制IJ11: r 1二海セ山鋼鉄総廠日~~m拘f部J(以ド

宮111製鉄"i1. M1Tf.llfmにぷす)に改名された I，iliド8)1から、治金 I二業，rilがrt骨折Il!:iIJのメン

バーに加わり、 1，;1 部 1，"1 1 :11IJ止のIE，む強が .4!dü'.[(T:~庁の「総指抑J に任命された しかし、「桁抑

制のJ.i耳彬がj世冗の|訂正!れから'1'央政府のめ命工業部に移ったのは、 1979iド6)1からで

ある この11.¥，":.¥から、同務|淀のm'l汁こよって約金 L業部を中心とし、上海市が補佐すると

いう体制が作られた 品々、新日鉄などとの契約交渉を進めるため、同務|淀令権委任の契

約交渉相手1グループが設立された!このグループ11:ifi令工業部を中心に、対外貿易郎、 m
機械[:!R部、財政IfJI、 1:IM，ti、|叫家プラント川のトップをメンバーとし、京山製鉄所に

I~Iする契約交渉全般の指碍 ・ 関連部1"11 11 1 のな凡訓宇佐 ・ 情勢分析 ・ 対策作成にあたり 、 ili，[世

J，!!模、l:梨s没備のil:1議tt徒、技術レベノレなどを変更する場合、この指i持グノレーフの約:"rを

必要とする Ifわ11同プロジェクトの契約交渉のj位向意思決定機関である。この指導グノレ

-7のドに、契約交渉ιIr務宅、綜合グノレープ、介作グノレ プ、契約グノレーブ 、 ~II"~:グルー

プ、資料グループが，没けられたその中でも綜合グノレ プl士、契約交渉の技術問題の処則 -

mil長[f'，'.の後続 ・各ハッケージ1/11の共通Inl題の凋幣・直人Jl¥I.I!!'iを決定する場介桁将グルー

プへの技t:おなどを机ち し、もっとも 杭裂な役;I~I を果す部門であった さらに、各ノ、ッケー

ジに契約交渉グノレーフがあって、そのドにそれそ'れ技術 ・ 機械 ・ 電気 ' ，H~ ・ コンヒュー

ター ・共JlI施ぷ ・1:木ili築た ど6つの咋門グループに分けられた 各プロジェク トに 30

~60 人が参加l し、 10 数ハッケージの契約交渉が同時進行寸るので、一審多い時には契約

交渉に500人以 1-.11;動員された(18)

1:'111製鉄所のtIl，没 J:'Jrは総指何f'n・焦点強を始め、 1:-.1毎 I打 I~IIr!i長、治金T業部}"l]走クラス

数人を州|総指仰としたf指持部Jの Fで進められ、 rm拘l!lilJには総務 ・設計・運輸 ・材料 ・

設備 ・施仁技術 'ili設などの剖11"1がぷi:'tされた ili ，没には冶金工業部傘下のtIl，没会社 4~5

万人が動L:lされ、 [ 'Ir~見場はまさに人の村正そのものとえっても過乏ではなかった

また、 11<1家，it'IIIII委員会とl叫家統済委u会11:':'111製鉄所述合事務宅をi設立し、 i:'ul製鉄所
の契約炎渉 .ili~生 ι'Irへの協力体iliil を幣えた さらに、 i諮問機関として t海市の鉄鋼専門

家、教僚などをメンバーとする顧問委1~会が設けられた 京IU製鉄所はまさに[耐を挙げて

の大ブロジェデ卜であった(19)
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技術交渉に lî'l け、「台~仁1i ifts と 1-.百iirlH士、 1977 {ドぶから重度鋼鉄設計院を中心に、ノ~l同

特鋼鉄iÌ止，ìI院比ぴ科学研究、製造、胞 Iーなど 25 の [~j係部門の技術者からなるチームを組

織した J止も多い11年に11:1，100人が，没，11をfll.吋し、技術交渉策の作成 ・限1i!lJ・資料の収集に

取り*11んだ ，~，ll 以外にも、このチーム 11:外|同メーカ との技術交渉でLI'i同側のm干名ーと

なり、 >T(~t~役沖|を瓜した (20)

第2節契約交渉の開始

1. r日中長期貿易取決めJ

ここでは、 [ 11 '1'長期貿易取決め」と ' j~111製鉄所ili設プロジェクトとの関係、 これをめぐ

る114-:政府の来たした役割について剰なしつつ、契約交渉の開始段階における中肉政府と

新11鉄の対応を分析することにする

'i'i司政1m士、宝 111製鉄所の早急完成を 1-1 指 した f百l製鉄所の建設工事開始当初、|可~Ci l

pijj委u会、|同家経済委凸会、 l時家位。没委白会、「白金仁業部、 1:海市など関係部門は、 [5{Iミ
iこ 'i~~li製鉄Ifrの illぷを完成する，)1官Ilj をなて、主ず 1980 年まで 1 号高炉の ill設をむ、いで完

成させ、製銑を先にスタ トさせるよう 'j<:1 11製鉄所仁 'I~桁開部に要求 した(2 1)

ゾi、新11鉄11:セ山製鉄所illiiltフロジェクトの契約交渉を進めるため、中国に対する協

}J体制を機えた まず、 1978if. 5)jに州判長以1111mを委員長とする巾|司協力委民会を設i丘

した 'i'i同協力委U会l士、取締役会の;む1;'1をl氏擁受け、七山製鉄所の建設を始めとする'1'

[~[則述プロジェクトについてのよ~4>: )j針および，T('.!PIP):!の2普f設を行う新rI鉄におけるな思

決定機mJである その下に;lf務相、月として中間協力本部が設けられた 岡本部は武漢製鉄

所フロジェクトの:.Hi'をH的として劇l織された'H同協力怖が改編されたものである 本部

長はJ~( 1l 1 が兼任し、同l本部長に 11:常務大布tï~京(後に刷社長に昇格)が任命された さらに、

'i'[kJ協力本部の中には卜.海't:111製鉄所協ノJ4>::'lI¥が設けられ、本部長には取締役戸111健胃(後

に副社長に外絡)が任命された(22) このように、新1]鉄I土全社を挙げて宝山製鉄所他殺フ

ロジェヲトに取り組んだt

中|司側と新n鉄は互い頻繁に交渉トHを派泣し、契約炎渉l士当初jとんとん打I(-1こ進んだ。

後に波糊万丈な局面を迎えると l士、 rif~ もが怨像さえできなかった

1977年 llJl新円鉄が中国政府より協力安Uiを受けてから契約炎渉のi品位に人る宝で、
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M))I士頻繁に後触を取れた [，illY. 12 JI 14 11から 2111主で、新[1鉄?片務大村i，U;(を|什伝と

するのtk術訓任I.H;?;北);(を訪れた 治令 l企業fiil11: 1日l係;'iil門の相、月有を:!kめ、新11鉄の技術

調t町トHと'&1;1に!日lするlti主/)</)交捗をわい、 11以により新11欽に製鉄所のぷ，Hを依刺した

1911大布1i11:I'M新製鉄所 hU也を制然した 小1qnU[i'J(新11鉄に新製鉄rfrill，i立についての協

力型1.liをし、その|探「守地11:l:iflfとするJと知lらせたことを、.i'frfl鉄はしばらくの1::1公ぶし

たかっrそω1::JtI内で!士、令111製鉄所i.s，.止協))プロジェタトl士fyフロ」と称され、 γ ノレ

硲'I(!uとして微われていた 住友<i'1.kJ!.r.lHU，と舵外む小 l'材、ら製鉄技制術可協/力)</の〉唆~，l山消』

たと」必k'9明H別lしJ汁千t-んめ、 11本でl士、'1'1川のi'fr製鉄所illぷ協ノJにIi:fI本山;炉各社の"品!~震が必~で

はないか、、'tJ出 ii: XII' 、r，'flliか、あるいは Uf~か、と様々な憶測が飛ひ'かった(23)

，ii，I!Eのように、 1978作 111 31 11 から、隙鋭併を I.tl .k:とするtJ，l.祭 f吋が 1ヰび約 10 日 11~ ，l}HI

し、新11欽と技術交流をれった ノト1"1の訪問先iUtilt、八幡、大分製鉄所などであった

このようlア、技術i!f人先Ii:完全に新11Ii');に絞られ、'1'[司nUIIi:技術将人を，iiifl占とする共体的

t~ 'I(，lii訓併の段附に人った

1，，'1悦撚トH</)メンバーにl士、鞍iJ'製鉄)frの.'!il.(，'以外にl-.ifij新製鉄所長江任.(，-</)11j ，':を州つ

布もJmわっていることから、1I"j'.:のγ スコミ Ii:、初めて新11鉄が中同fUtIの新製鉄)frili.&の

協力要JIを受けたことと、'1*1の新製鉄所の、，1:1也が .R r~tでも府山でもなく 1:海であること

をX1Iつt-(24) '1'1司仰lが新H欽に新製鉄所の守地を作知してから、すでに 2かJJもたって

いた それほと・i'frll鉄l士悦取に対処したのである

~ JI 1211から :lハ26 fl宅で、 新I1欽の『ぷ改J計十t扶止術Iト川句刊H均がt什|

'1小|ド'1川司側とど'.:.川〈υ11川lド，~拠2鉄!所F好刑?υj応'再~4>本》メ"ぷ&'i刊|案についての交渉をしfたこ 1

さらに、 211 1311、'iHli製鉄r!liill，i!{プロジェクトにとって、非常に取要tt資符が」ヒ);(を

めれた鮮|、Hìili会長 t光敏夫、 1 1 '1 '終済協会会長稲 111点~をトップとする縦 I .M i!ll 1 1 ' 1 ' 1< )~1 

貿易取決め訪中川が、 I，il取決めの訓刊lのため'1'1ti!を訪問したのである

197811'-2 JI 16 1]締結された11'1' Jk )~I i"~劫取決めの内谷l士次の巡りである

11*" y'1<Jol貿易協議委民会とIjlj川'1叶I.k:J明fI劫協議委員会l士、 IJ'I'I品il司政}(.fの共同}t，

191および貿易協定の精神にもとづき 、 ‘ I;_:~tf; J"uJ..~ 、 l' 無判li曲、輸出入均衡のJ，ç礎のうえに、

州同の終済 ・ 貿易関係を長)11げ't'~かつ安定(J(Jに発泌させるため友ÞHf~に協議を行い、それぞ

れの本川政府の土持を受けて、 11 本から'1'1，~に技術 ・ プラン卜および佳品JrI資材 ・ 機材を

輪/l¥し、'i'1J4から [1 本にl点前Iiと訂版を輸 11\する1<J111貿易取決めを 11 中両[，~rll lの貿易のー部

として以ドのi!liり締結する
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第l条本取決めのイf効!QII恨は、 1978年から 1985{ドの8年間とする 本取決めのぬ効

!日|以内における双Jjの輸/1¥総合額l士、それぞれ 100億 ドル前後とする

百';2条 本取決めの第 I{I二度(1978{I三)から茸~ 5 <ド皮(1982{f.)までの日本側から'i'i司側に

輸/1\する技術及びプラントば約 70 俗t~いし 80億米ドノレ、土佐設資材 ・ 機材l士約

20 iJむないし 30億米 ドノレとする 双Jni:何年締結する契約金額をもって健定金

額とすることに!c:iJ[J:する 本取決めの第 1年度(1978年)から第一5年度(1982年)

宝での 'i]I~側から II~側に輸 /t\する I t'fi ，\，'， と数百ltI士日1)表(本文のママ)のとおりで

ある 双}jば本取決めのm6 ifm'(1983 {F-)から第8年度(1985年)までの中国側
から fl 本~UI に輪 /1\寸る商品、数 "1について 198 1 年内に協議し確定することに

I，i)，{):する 本取決めの段後の3年11¥)における中同仰|から fI本側に輸!十lする原油、

イî/~の数 l吊J士、本取決めのか15 {ド)j[の数l止をJ主{礎にして、 iぎ年これより附加す

るよう努めるものとする

第3条 f.Y.. Jjは広U-!IJ として延払方式で II~仰|か ら 小国iJlIIに技術及びプラント 牧びに雄投

川資材 ・機材を輸出することに同なする。

第 4 条本取決めlこ)，Çづく取引は H~~UI 、 'í 'I~ ，r.- と 巾 lq但1Iの関係輸H\人総公丙! との個別契

約の締結によるものとする 双方Ii:合間的な国際価絡と国際貿易の似例に必づ

いて取引を行うことをloi)なする

第5条 双JJÏi:本取決めを実行し、Il'i'ドI，Î[可の経済交流を t広大するため、必~な科学技

術分野において技術協力をHうことに|μ1.¥まする。

第6条 双)ili:本取決めに必づく取引 1:の決済の進展状況を把促するため、それぞれ外

|凶司z為b科将;甜鋭4行 ‘行を迭選‘定し、 !所』好r~梨梨の統 IfI作j業走を伊拘l当させるこ とに同:認主広i

側は点Ji点;江E甜銀2行とし、 'i'i司mllは'rl<&J銀行とする。両行は必要な統計tlil位をとり、

tllli:にiili絡を行 うものとする

第7条 本取決めに基づくJljdl契約，1 ;' と f;~川状、為杯手形または保証状にはすべてド記

の符けを付すること とする 第 1年度分に対しては LTー l、第2年度分は L

T-2(以下問綴)とする

第8条 双)JI士、本取決めを実行するためそれぞれ事務局を設置し、述絡と関係・|下務の

処Jl~を行う ものとする fI本側は、 11 本 1-1 中長期貿易協議委員会事務I， ~ を東京

に設け、中凶側l士巾閃'1'fl J正月|貿易協議委JJ.会弁事処を北京に設けるものとす

る
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~9 条 双)jl1:、本取決めの'火11とみ;取決めにl則する|問題を協滋するため、双)jの代ぷ

が毎年交互にJR京と北京で会 !i:売をhうことに同意する

買第IIω0条 本取決めlば士、 1双児jβJの1，げ札7

めに』法tづき締紡した技契l約 lば士、双 )jの契約巧 'J~ィ片の!行If.3:feしに{政来二することが

できないものと寸ーる

第11;絵 本取決めのイ1・WIJVlliilは1訓向lした 11から 1985{I三12)-) 31 1Iまでとする 本取

決めは双)j協議し、 1;;)立のうえこれを修止または更改することができるもの

とする

~ì 12条 本取決め，I~I士 1978 年 2 J-I 16 11、北京において調印し、 n'iτ両l司訴にて各一

通を作成し、双)jそれぞれ各 通を保イfする 耐l閑認の取決めl!:f士同等の矧j

))をもっ。

I，;J取決めの日本側の相、'iは]._I';I/¥I卜H体である 11本I1'-)， J.>i:JQI貿易協議委員会であり、小l珂nUI

の判、'i11:巾I.q'iJn長期l貿易協議委Q会となっていたが、実際中国nUIは民問団体ではなく政

府制l織であった '1'国政府の!日l取決めの締結の~Jlいは三つあった。 一つは、 'l'同の近代化

にl士H本の技術が不可欠であり、導入するために外貨が必嬰になるが、不足しているため、

11本へのj以前とイイ炭を輸出することによって解げiするという経済的な犯いであった そし

て、 H体的tcプロジェタトとして宝1.1.1製鉄所を第一に挙げた これについては、今同の長

期取決めのit彼200イむドノレという 11燃を1:11"11るよう々貿易泣になるよう努)Jすることを、

|光が提案し、学先念も「そのように努)JするJと応じて、':t'悶にとってよき);"'1への版IJH

がぶされた ただし、一つ大きな川題が伐されていた この取決めによる貿易i士、Il本か

らのプラント ・技術狩人が先行するため、 '1'1"111:何らかの資金協力を必媒とする。しかし、

1 ， ;1取決めは~ベ払い)j式によると述べただけであり、セ山製鉄所プロジェクトなどの決済

M，t については、 μ体的には決めていなかった もう一つは、当時懸案となっていた'i'r!

k!l r条約の締結の後押しを合むfI~1係明大をフィーパーする」という政治的な犯いであった{

この点については、間取決めの調印式後に1rわれた1，¥11首相李先念と土光、稲山を始めとす

る絡[.~述訪中凶との会談で、守屋先合、l士 I1 L]'JkJQ)貿易取決めとは直接関係がないFI小平和友

好条約にもJ及し、 f口中平和友9(条約について努力していただきたい」と、し、かにもfjlt人

11¥身らしい率l立な炎現で、上光や稲山などに製1治した さすがに財界の総jJ~と r~'われてい

る経団i卓会長j二光、あるいは当H寺に次期|会長という l呼び声が高かった財界の中心的人物稲

山とヨえども、この政府I/¥j交渉の課題に対して返事をすることはできなかった(25)。
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災はこのH'1'長期l貿易取決めは、稲111の長年の願いでもあった 1958作ー稲ILJが訪中をき

っかけに、 rqq同との取引は、パーター以外にはないJと認殺し、 f中|可から H本へ輸/1¥でき

るものはないか?Jと|則係.r，.，こ検;Nさせ此イドにわたって解決の)Ji，去を探っていた(26) r JDI 

近の小川のイ i~llの DN1~ ・ 大脳逃があり、多 l止の訂版があった これは1Eに 1978jド2J1調

印のr11'1' JfJQI貿易取り決めJのf.liXの姿として浮かび上がったことにより、先ずl士官111製

鉄所[s設への大きなよりどころができあがったことになる(27) J 

*阿冷戦の点っ紋rl'、fI同日産jのレッテノレをwiられるのを恐れず、敵地"'1同に釆り込んだ

稲111の勇気には敬立を去するが、それは中I'qへ鉄を光ることによって、 11本の不況や鉄鋼

業の過吋鋭争の渦中に巻き込烹れている八械製鉄の経常不振の難川を乗り越えるためであ

った(28) その稲山のLj'凶市場開桁戦時が、 11，f;:をさらに新11鉄をその後の R'I'長期貿易

取り決めの訓印、 '.RIII~提鉄所ij!設の協)J へと i持くのであった。

2 日本政府のパックアッフ

rll'I'I，uQI貿易取り決め」は財界1:将によってi!主められた。ここで狩:11されるのは、リt然

11-1>:政府がそれに対してどのような態度を示したかであろう この時期は、文革後巾凶の

内政の安定化にともない、 11巾宇和友好条約の締結交渉がJlHJNされ、 fl本政府は11'1'、ド平(1

友M条約の締結を目指していたH年jQ/であった(1974年来から交渉が刷始された同条約は、

rll'i'長JQlfW取決めJ締結の約3かJI後の同年8).J12 11に締結される運びとなった) そ

して、 LI';r:nのこうしたu9Jきに対し、 11本政府li:<，'1同への経済協力を行うという政策をとっ

た文革後の中lilの近代化政策は、fI本及び両側，)/';[時にとって有利であるという戦略的分

析に法づき、r'1'国の安定的発泌を健保することが11本の問後jにかなうとの判断によって、

11本政府が中|同に対して経済協)Jを行うという1，q~むを決定したのである (29)

L1rTlk)切貿易取り決め訪中間が帰同した 2)11711、さっそく通産省l士、 rR中長期貿易

取り決めが正式調印されたのに('I~い、この取り決めが円滑に実施できるよう政府としての

支侵体制づくりを~ぐj と表明し、 rn 中長期1貿易取決めJに対し、日本政府l士秘樋的ftバッ

クアップの姿勢を示した(30)。

その具体策として、通産併は原判lJ・イif:R.を取決め通り輸入できるように、取打lJ分解装置

ttどのIJ!，没の促進を急ぐ一方、日本の企業ーが輸出するプラント類などの代金決済方法につ

いて、早急に J.t体策づくりに乗り H\す。 HキJQl としては、本絡的なフラント II~;淡が始まる反;
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ころ空でにf決済)J訟のノレーノレづくり jを終え、近く 11'1'長期貿易協議委民会の令織部会に

おいて、 n民共同でJlA>:側具体策を玄とめたうえ、 小l社側主主nである中間銀行や人民銀行

との訴し介いに人りたいという考えをぷした

その後も、 rl '11<1経済が li徹の財政赤字やt管 内íiのインフレ、エネノレギー不足に悩み、 ri~ 山

製鉄所を合むr)，c本ill，没」プロジェタトの比tt'(しによって、中国似.11がn本企業などとのフラ

ント契約をヅi的に倣来した際、 11本政府は1':徽の円{jりょを中国に提供するなどーはして

中liiJへの終済協力1姿勢を示し、"'1同制lを納I也から救った 11本政府のパックアップがなけ

れば、宅F.III製鉄所kl!設計lihj11:大幅に延期されていたであろうと中間fWlの関係府が吋時の状

況を1"1服している(31)

3. r上海宝山製鉄所建設に関する議定書芸」

I，;I{ド2)113 11から 4)i27 11主で、Ifi金 L%!;'rjlとIj'r司fWIの陶社である中間技術進11総公

，，'1は、 '1
'
11此JUI貿易取決めの));lfllJに)01<づいて、新11欽エンジニアリング可工業本部技術協力

。 I~%ilril.lx:イ11'1敏彦をi.M.bi:とする技術協ノJ交渉l吋と、北);(で 70数nにわたる契約交渉を行

ったその結来、双)J11: 4 )1 19 ~I r 1:獅京IIJ製鉄所ill設に|期する議定，Ii-J(以下「議定，1むと

略記する)の似調印を総て、 5)J22 I1に11:式調印 した， 調印式では、新日鉄社長芥1藤英VY

郎とrl'i同技術jilirl総公司副総経別総ムー役iが滋定出に署名した

、月初、 中[司fflllや新11鉄とも尚H:を介(Eさせず、 凶際貿易促進協会、 1-1巾経済協会などを

通じて媛触していたが、契約交渉に人り、始めて尚干Iーを交渉の窓Hとした。中国ijlllの術社

It対外貿易部傘ドの 'I'ltil技術jilill 総公 líJ であり 、 契約交渉は|日i公 riJ が犯判し、技iA~i:'fI1分の

み宝1.11製鉄所がN、せ したただし、契約交渉に限lする技術導入のフィージピジティ ・スタ

ディーや従:索、咋、引き合い、技術リストなどは、全て冶金工業郊のl!'<;l{tを必要と した 11 

本側11:、新11鉄主噂の下、契約内科によって三井物産、三一企業公司、伊藤忠商事、三菱

1商事、朝日}貿易、日鍛nil'1玉、住友附 'I~ 、 IIllìjA~'JI'、旅松江商、ニチメン、丸紅、 トーメン

々と・の商社がそれぞれ契約交渉を抑P1iした 二 a企業一公百!と報i陽貿易は、rI中肉交回復以

lìíiから長年対中貿易に悦わってきたいわゆる友好尚社であり、巾|司にとってコわば r~)淵

友jである 咋'rJ~I~111の「吃水不忘掘jド人 J(水を飲む.r，.はJt一戸を掘った人を忘れなしっという意

II'Jもあって、新Jl欽11:金徴的には小である WI二海官山製鉄所第2~.}技術協)J契約~ (が，8億

1'1)を向oHl:に;切り当てた
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f議定l':'Jの概・''!:!I1:次のit!iりである(32)

(1)双);"11:同事業を rl中長期貿易取決めに)，1;づく取引とすることに同意する

(2)双方l士、 11十界的新鋭の技術水司Iiをもっ組制作ぷ 600)jトンの鉄鋼 -n製鉄所を、最短
腸11/¥1で、効率的に雄投するため、イiUJを弔げて協力する

(的新fI本製鉄11:鉄鋼 氏製鉄所(4，OOOm'・3級lui炉 2)ιから分塊j王延まで)の総介的な，il-lilij

を ~'H壬をもって提供する

(4)双)JI1:、エンジニアリング業務をい急に遂行するため技術協力契約を可及的速やかに

締結する

(5)新11本製鉄l士、現イ干のJtkも先進的な水準の，設備と伎術を提供する これら11:1百HI:の大

分製鉄所および沼津製鉄所の水機を fl"lらない

(6)説飾品目途l士、介旦i!.的なl司際和li絡とl吋|際貿易ぜ[例にaCづいて行う

(7) 新 11 本製鉄l士、 r， ;I 'lf~の 貫性と幣介f'1:を保保するため工事総合信'flll.各設備IIllの調

幣nnの i淵幣、 j操業準備 ・傑.:fi指導をとり宅とめ、~'ifモをもって従{1 1:寸る

rm定川l士'位111製鉄Ifr建設プロジェクトにとって、非常にill要であったことは1うまで

もない今世で""刷1:11 IJ"ilで 'r~111製鉄所11:11 '1'長期l貿易取決めに法づくプロジェタトと"

っていた しかし、この議定書によって初めて1.;1プロジェクトの位置付けが明文化された

そして、'I{III製鉄所を大分製鉄Ifrや，nflt製鉄11iに劣らないrt什界的新鋭jの製鉄所に正s設す

るのを、新11鉄が保証 したことも、 rl'l叫にとって，t;"::I主あることであった これによって、

'l'I~Ii:製鉄技術の1陪脇の下働かりをつかんだのである 「議定 It~Jは、新 [1鉄にとっても大

切たものであった 「議定/;.Jによって、新I1鉄に1，;1プロジェクトの「総合的な計KijjJの{十成
ならびにr["lf総合作開Jなどのとりまとめの紘|恨が与えられた。これによって、|百lフロジ

ょタトにおける新11鉄の宅理事権が事実|二認められたのである

r I~品定必J に 1&づき、 1978 lド 5 )1から 7J1にかけて、lt1金E業部はプラント製造t1J.判の第

ー担軽械工業部、 1也子機~・ ;WP機拘l 、'~ の第問機械r.業部、宝山製鉄所~設予定地の地元信:

戦機関である 1-，海rlilt1金 L~ムiおよび治金[業部所属の設J十研究院の関係-trを集め、合計

98 人の設計驚i'ir.~をfI本へ派itt し、 ，Hflt製鉄所t~ どの現場で、 ffrA 鉄が提出した宝山製鉄

所全体の初歩的，Bt，H衆 ・レイアウト ・各'I'M巨施ぷ ・技術設計案を干辞任した。さらに、 1，;)審

1tFftl1:新日鉄のrlJ国協力本部と調達設備についても協議した(33)

その結決、 1978年8Hに中|司仰lは新H鉄と「第一 2~J筏術協力契約j と「設備に|則する:ì't .'~J

に調印した 「賀12号技術協力契約JでI士、新n鉄が「購入仕様書J・「見積書評価J・「設備得t
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千むな ど技術資料の作成およびその他の1~I~Hk術協力業務の制定を行うことを決めた rぷ

備にi則する :ït 川 J で l"t、定 111'製鉄所における新 11 鉄の)，~ノド設備 ~I 繭i範凶の設!JIiil士令部て・ 30

ハッケ ジに分け、その件I16 ハッケージ(1);(料J ~H柊f，Y~ili物、原料処既設備 2 )，C，コ ークス

が技術i2 )，C、化JJXI~t t処且tl設備 2)去、製銑(，¥白1，均i)，;jl:iiil2Jλ、製鋼(転炉)ぷ{1m、分泌J巨延ぷ制1i、

'JP~l製ii:iz没耐I1 、 iØJ); ・エネノレギーセンタ - ，Dl耐/i 、受同己1な・通信設備、給排水設備、試験分

析ぷ備)Ii:trrI1欽より徒供 し、その他の 14ハツケージ(焼結設備 2)，~、問責点発生ぷ制112)ふ

lujか送)瓜，iIt制il2)，~，ィ il，えドロ γイト焔焼技術 2)ι、港湾何役設備 2)，~、幣備設備、 [9J);(ボ

イラ一、タンク呼)ぷ制ij 、椛内輸送設官rlij 、 ìili~;i鋳造ぷ制iI)1士新 fl 鉄が中国側にメーカー数社

を推指し、'1'[l;jiWIとの契約交渉によってj止終的に決定することを決めた(34)

後に、新LI鉄Ii:IJ 伝造釦\(焼結成制iì ・辿~I~偽造ぷ制il)、神戸製鋼(酸素発生設備)、 三}1 造船

(，向が送J.!.~，没制旬、 L占~í1LC(訂版ドロγイト知総設備 ・ 幣制u設備 . !Ji}J)J設備)、イi)IWit，揖民事(港

湾Ni役設備)、 11本'I[桝(構内輸送;sti，ill)を'1'1時制lに維持した(35)

4 技術交渉

'jWI製鉄rfrill，没JトIlliifi:rUj炉(4，000mラ2)ふ転炉(300トン)3A、然延(2，050mJm側、 400

トン)、冷紙、シームレスの3rt:延ぷ備をもっ年版 600ijトンの近代化一段製鉄所を、上海

， Iíからが~ 25キロ陥れた場r-irifii止の'j;:111y，¥で士Il設するという内2平であった 製品もシー

ムレスハイフ、 IHり'J'11'等川神板、 カラー鉄板、制鉛メッキ製品、熱IlllI事寸1板、外部供給HJ

スラブ、ピレットベキの、|へ製品というように多岐にわたるものであった

製銑から分塊)1:延室でのにねは-rt'f:p巨体;[;IJでそれぞれ限Jiili性が大きいため、支1I仏製鉄

所11新 rl~&びJ'，Jf Iーが推薦した 11 4s:のメ ーカーと契約交渉をiiliめ、プラントとして独立叫

があるj止終製造仁科iの然延設備については1'1)Jでillぷ し、冷延設備、シームレス、発泡機

についてはl司|探入札方式をとることにした(36)。

ゴZ山製鉄所内新H鉄と 1978年第I、2V4 '1生JUIにA段階、 B段階の委託設計契約を締結

し、シームレッスハイブおよび外部供給)lJのスラプ、ピレットなどの半製品だけになった

佳品計IIIrI変更に伴い、新fI鉄の)Ji本，没備J卜IPlj範JJM内の第2向炉系統の原料処理設備、コー

ヲスれ没術、化成品処埋設備、製銑『設備、焼結ぷ俗、酸素発生設備、向炉送j瓜設備、石j火

ドロγイド燃焼設備、港湾一荷役設備およびそ必グループが受殺した熱延鋼依製造フラント

などの契約は解消された
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(沌)11本鉄鋼述W，/.W鉄鋼舛~ 1983 '1二 12)1号、 48へージ、第 2肉「プロジェタトの概要J。

製銑から分猟l五延室での工f;'.1士←民生産体制lでそれそ'れ関連性が大きいため、'E山製鉄

所はffrn鉄及びjoOHI・が推薦したH本のメーカーと契約交渉を進め、 プラントとして独立性

がある最終製遊仁程の熱延設備についてはiJカで士11.没 し、冷延設備、シームレス、発電機

についてはl司際入札方式をとることにした(3η
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'~I IJ製鉄所 Ii: ffrll 鉄と 1978 {ド第 l、2問、判明にA段階、日段階の委託設計契約を締結

した AI主断で!士、i'frH鉄が1"1制;i-li'を卜:l1/tに派i立し、'I{山製鉄所と立地 ・規模 .W:M，・L

嵯'j:J!"(i施，;lt，t'l!f，没仙の選択・レイアウトおよび外部との協))条件について協議した B 

段附で1士、 '1'¥刷WIが 100人にのぼる大相代ぷI.jlを11本に派i立し、新日鉄が作成した-i'Jl歩的

t~総合 liÍ ，t l を 3辞任 した 双)jli:八段1併の協議のもと、技術 ・ぷ倣 ・公川及び補助施設の選

択の具体化を進め、 5011かかってようやく 19781r.$[にそれを完成させた B段階のz武JI'

停副長、 '¥'1同似，11Ii:主要設備購入リスト及び1:梨仏術条件を新I1鉄に従示し、1978{f. 9 JJか

ら双)jI'j:抜術交渉を開始した

こωような大別製鉄所の//'.)91ili ，役にl士、.ffill鉄の既存製鉄所をモデルとしてぷ討するの

が肢もJlll屯，l(r:Jであった 「議定、~;.J調印後、.ffin鉄l士、i止短期間で建設するため、，1¥作製鉄

訴をその主主モデノレ工場に して技術移転する )j$1 を打ち I L\ した。それに対 し、 ' I'I~側 Ii: l.\i

本的にはi¥ilt製鉄所をモデノレ工場にすることにはl前日;したが、君津製鉄所をそのままモデ

ルI場にするのではなく、 J¥'rI!製鉄所でまだ採川δれていない級新技術も導入したいと 111

し入れた(38)

さらに、将人技術のレベノレを隊保するため、 'iuLJ製鉄所が作成した広本構位lをもとに、

新11欽との契約交捗に臨み、新11鉄の提案が)，l;.f;構位lより技術レベノレが{尽くl設定された場

合、できるだけそれに速するかあるいは位、えるよう 11本側に求める という )j針を定めた

かたやill，ill:IQIIIUの1Jj)j_化を11指し、かたやl止新技術の移転を主張し、双方の意凡がかみ合

わず、たかなか決おがつかなかったが、以)jの!lよみatfりによって長引いた技術交渉も、 11

nに人りようやくめどがついた 新n欽ばA';flt製鉄所以外の製鉄所ですでに採用されてい

る以新技術の移似を，認めた その結決、製釧 UJ)jli:八鱗製鉄所の新しいm弓製鋼 E以をモ
テルに、 険給 L場は_{'，'松製鉄1fTのがil)射をモデノレにした コ クス炉においてはドライ法

を全Illi採)1 1 し、イ i/~ í'然、 ベンゼン水ぷ五i1fi技術については、『時~:l'ì'l t と 大分ではまだ探則

されていなかったが、新日鉄のほかの製鉄所ではすでに採用され始めたので、:EIU製鉄所

でも採mすることにした また、新IJ鉄の、月初]の製鉄所レイアウト案の修正や環境保全の

レベルアップtcども千i'われた(39) ただし、 IffJかにおける焼結鉱、コ クスの均一配合を

実現した「ベノレレス」技術、彼介助;錬技術については、新n鉄社内で開発'1'あるいはすでに

開発されたものの、まだ技術としてはj点以していないという理tlJで、技術移転Ii:凡送られ

た技術交渉l士解決の土iliilにIr，]かつて進んだものの、 1，;111年に開始した悩絡交渉がネックと

なり、 契約はすんなり締結する というまでには去らたかった その後、'1'同政府は契約午
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府11契約'MI1I締結の促進のため、新11鉄社長tfJ傑の約'1'を相諸してトップ解決を!災!ったが、

この点については、次官riで触れることにする
'I 'i l~ 政)(:JI't '11も引く 'j{111製鉄かrili設フロジ』クトを軌道に采せたかったが、、'ifJJ，¥'/i炉、

転炉、Ì!li和，IliiリJ造ぷ制Iî、分見J.E~;設備などインゴットを作るまでの仁科ーを新十|欽に委せ、 k[

終製I日lをつくる然延 ・冷YIEI.mについては、 J¥:i:Ji製鉄所がすでに外国から将人しているた

め、外貨節約という観点から、できるだけそれをコヒーして、国内で作れない部品だけを

外|同から輸入するという )j針を打ち/11していた ところが、然延て場をili設するにはrui皮

の技術が必裂となり、前述のように、武淡製鉄所の熱延 ・冷延フラントは文I(ill年代に導入

されたもので、文本の彩符などによって、製造技術の吸収までには壬らなかった r.;程化

を急ぐ'I'iF.Jとしては、工業化の前提と t~ る jífi .ïi)，~機幣制Iiのための悠設資材用に、あるいは

エネルギーì'Ht.UJll発川のハイフライン"~I けに、熱.f[製AJ3である J平板 ・ '1'桜を大htかっ '11. ~包

に必要としていた そのため、然延仁場を rl'l 司 ~ytnにili設する計画を7)1に変吏し、 rrl' 

外介作」という形でf，il設備の'1'.)111ill設を|戸|った(40)

このr"，外介作」は、月初「巾 FI合作JというJ杉で従111された 「中H合作jで熱延設備をill設
する如t、7川石川島情l終直[.iiil:長j.'J;J自転t，[が訪"，したl際、 'Pl司lWIから非公式に挺/11され

た(41) その内科1士、 l.U毎食ILI製鉄所の分処 0'，'までの住設開始と並行して、年産 400

H トン規模の然延，没備の悠設に-i'f 下する、 2.ili ，没全般に武任をもっ'j}業主体は""吋~liJとす

る、 3外[!，Jl1liJの協)J内存は技術指峰、 11'延，iltWi、制御関係の'1Jj;子機総 ・システムとする、

というものであった

このr，[，外介WJならぬr，l'['介作」というアイデアも、そもそも稲山が提案したものであ

ったl 稲 1111士、 1978 年作に r~ ，同絞済代友|刊が米 11 した i際、私から、団長の林平川1 I-.i'fitdi 

革命委a会1mtf壬(副di長相、'i)に、 11'延段階については日中の合作にしてはどうか、と提

案した Jと、 11'延設備でr，，'t'介作J}jぶをとることが決まった後になって詰っている(42)

で11r，，'I'合作jを従訴さした11(J(Jl1:("rであったのかというと、稲山Ii:r中国がフラント輸入

に使える外貨に11:[1):1りがあるから、できるだけ節約した方がいいと考えたからだjと友明し

ている(43) "，向側にとって11:確かにそうであるが、、月初""司は独1'1で熱延設備を他殺す

るつもりであった 稲 ILI の提案は、表 l而的に 11:巾閃側に助け骨骨を仕iすl~になったが、中国

が独 (1 で早急ill ， ì立するのは附嫌であり、輸入しかt~いであろうと見越してのものであった

中[司にとっても、将来同様化にったがるという立味で「口中合作jは非常に魅力があるもの

であったε
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然延プラントのf合作jに1)¥1して、、月初'1'1司への協力は新11鉄、 fi川五htJ品脹号、;1[芝 :'.flーが

参加する f'定であった ところが、その後'1'1刷(11はすぐに国際入札へと )j童|を転換し、 9

JI に H 本、附~rJj、米凶作 WI係メーカーに Ibttt引き合いを/1\した }J針転換の背後にl士、

'1'1司政府のf: fl:引き合いJ という 以UiJへの強い十九イf心と ' l ~実 k新日鉄引:のðlt，'i状態によ

る購入f，lli栴 l二外への懸念、そして「一村引きf干し、Jが技術レベノレの保保につながるという持

えが働いたようである

附独マンネスγ ン ・デマーグ ・グノレーブ、シュレーマン ・グノレーフ、米usスチーノレ ・

グループ、イi川向怖熔グループ、三菱グノレーブによる激しい鍛争の末、 1980年3)1に三菱

グループが 11受注した。受作したB没備は、 f)JII熱炉、木処理!設備、クレーンぷ面白、プロセ

スコンヒュータ一、各稲精終ライン、ノり'A1'l'J!IlJTIコンヒュ タ システムからなり、[:ijiE

部門から供給されるスラプをJdJ1し、熱延コイノレ、熱延シードなとeの製品を生1)1.ーするもの」

であり、受注命館1850億円、文払条件は|円、 ドノレ、ド々 で5年↑lfIの延べ払い、 4年後に完成、

機業nn始の[.定であった(44)。

ところが、その後'1'問は財政赤'ド、インフレ、エネノレギー不足に悩み、 1978年 12川の

11 JUI 3 '1 '全会の力ー針を受けて経済調幣が~泊され、産業政策も従来の íT([)足取*からl:2

:fi・格i.l:.<[( U佐均衡発腿への転換が行われた《だが、その後も財政赤字やインフレな

どに倫止めが効かず、外貨不M.'Jt どの ' l~t.'Iもあって、 1981 年に中I到政府は三菱グノレーフと

の然低プラント契約の倣乗を決定した 後に'1'1州国内経済調整が一段諒したところで、契

約交捗がIUト|則され、 三菱グループや凶刻lのシュレーマン ・ジマークグループ、デマークグ

ループなどが激しい尚i践を展開した末、シュレ γ ン ・ジマークグーノレープが契約を下rl'に

した{シュレーマン ・ジ7 ークグノレーブには、シ メンス、テイッセン、ホッホティーフ、

M^Nt~ ど的独有数のメーカーが参)jl l した。

なぜ'1'1司が熱延プラントの介作のハートナーを、'"，t)Jの士三菱グノレ ブから凶dtll勢に変吏

したのであろうか この逆転勝11i: 11~仰|にとってあまりにもショッキングであったため、

当時辿11のようにII..$:のマスコミを騒がせた 多くはγノレク安という為待相場の~動の攻:

凶を上げたが、そのA仰はベーノレに包事れた空空であった この点について、情.r，-li:数年

前に :.，!i!グノレーフの、引l寺のmH系有ーにも尋ねたことがあるが、企業秘符というJ!Il仕lで教えて

もらえなかった それから 10年たった今となってH年少Jとなったか、河1;'干の中間側の契約

交渉の点任弁の一人は、常者のインタビューに次のように答えてくれた(45)

f'l'闘のNi新技術の将人と技術導入を通じてi同内機械加工技術のレベルアップを|謝ると
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いう宅えを、阿独の政!UI可j悩や企業が県内干してくれ、 id先端の技術を提供しただけではな

く、中liiIの機械メーカーの技術改造や補助E没制ilの製造にも協jJしてくれた それに対し、

11本企業Ii:態度が峻昧で、以先端の技術を11¥そうとしなかった 後に n 本企業は凶~1l企業

の勢いを凡て、 liijよりfi'l槻的になったが、 附独企業には及ばなかった また、 flili絡のlui・で

も、 11本企業の見制I士 郎安いのがあるものの、全体的には西独企業よりはrf/iかった。j

これは11:11にfI([寸るメッセージである というのも、これは中凪似11の技術導入の選択基献

をifくしているからである。このメッセージから、 ""司側が能供される伎術のレベルと技術

協力度、側絡を技術導入の選択必市にしていることが綴える

また、「州独政)Hn!悩のt理解jという "柴からもIYjらかなように、 間独企業の!JJ/:;lJの背後

にl士、 内Î~~l政府の積極的な後押 しがあったz この点については、受注した、ンュレーマン ・

ジγークのスポークスγ ンも「コーノレ円相lの先の訪'11がSMS(シュレーマン ・ジマーの受

付:伴定にプラスの宝山県をもたらした)と;tSめている(46) 阿独首相コーノレは、宝111製鉄所の

熱Í!Éプラントを巡る Iffi戦が決析を迎えるー~週間科前の 1983{下 10月81Jに、シーメンスな

どイ1 力 t~企業のトップを含む州独財界人を随J.J. として府l行させ、北京の人民大会堂にて巾

凶行相1m紫陽と拡大会談を行ったばかりである
価終については、、日Hキn本ffllili:州独マノレクの大幅下終が西独企業を有利にしたと凡てい

たが(4η、""同ffUII士側絡以外の安闘である技術レベノレや技術協力J立も考慮に入れていた

技術レベルについては、現代の代去 (Ý.Jtt~ 1'上技術論論者の E.F シューマッハ(E.F

Schumache r) が tì!~する I llr:n技術ではなく 、 Irl 同 Ii: J泣先端技術を外同のサフライヤーに要

求した 1111脳はその最先端技術をrlll同が吸収できるか、 吸収された技術が定I.LI製鉄所にI浪

らず、 ""同の他の製鉄一所などにも移転 ・伴」えすることができるかどうかであるが、これに

ついては、第3-~'tで科:えるこ とにする

第3節波欄万丈の契約交渉

1.債格交渉

J，<'JIいた技術交渉に川lえ、決済)J法がネックになり、 9月にスター卜した伽i株安渉はな

かなか進!威しなかった 「日rl'長期l貿易取決めjの第 lちとしてスタートした宝山製鉄所プ

ロジェタトであるが、決済方法については懸案として伐され、具体的にはvとまっていなか
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ったt それがついには契約交渉の進j泌をIlllむ大111川西になった

決済Jn};について、中間11111はドノレili・延払を、新11鉄側11:1'1建 ・現金決済をそれぞれ担11

~した その'1'でも、 '1
'
1吋側代制にドノレ土hにこだわった それは以前武淡製鉄所の)1ー延設

備を新11鉄から将人する際、 1'1illにしたため、その後の ILI ，\百て・多大な為特定似を袋った~:

い経験があるからである 「これに対し新 11鉄l士、仮にドルiliにすると、円の対ドノレ ・レー

トが 11'1きり kがるだけで 20俗1'1の法制が11¥る，lI-r，tになり、とても一企業では為持リス

ジを負担lし切れないとして、 l'1 ililこ|川執していた(48) J 

I'I，I:iが進む'1
'
、|工l住 ・ ドノレili と相 IIXする L1.民を~)()Jt.lil品執し、 rl 中政府I/Jjベースでの rll

中長期貿易取り決めJに|刻する決済交渉が期待通りに進んでいないことも影響して、fdli絡交

渉11:1専があかなかった

新11鉄が判、片する，ui炉、コークスたど 16パッケージl士、いままでパッケージごとに側

特交渉がjiわれていた fil日終交渉は 9)1から開始されたが、なかなか進展せず、 11川に人

ってやっと 7ハyケージの契約が締結されただけであった。中国政府l士、うEがJ'rlJ~1締結を

fJ{するため、いままでの尚談)J式から 16ハッケージ一指商淡力式への変li!を新 IJ鉄例lに

挺策した 中|司政府の催案の必には、、''111干のドノレ't;:. 1'1 ，\'~傾向や H 本同内の物価上外によ

る契約金'liil，¥li騰への懸念があった 契約交渉が延びれば延びるほど、中岡仰|にとって不平11

であった(49)

主た、'j{ lli製鉄所他殺がよ申I~に遅れる懸念、が強宝る ιl' 、年内にlJ!設をスタートさせたい

'i'[kJ政府11:トッフ解決を試みた 11川 2711に'1'1同政)(.fl士、新日鉄社長子内藤英V4JlIIを4千'iiUf

し、市111製鉄rfrili，世総相手fl;'(11総折断然ぷ強と汗j爆は '.11にわたってトッフ会淡を行った

品上、集J包憶は引金決済を受け入れるな 1"1 を友 191 し、双方は決済Ji ìt.などについて~l終的

内出めをhったさらに、双)Jはー折il町長)f式への変51.!:について、「製鉄所処設を→おlも叩

く実見することが 11'1'双)JにとってメリットがあるJという認識のもと、合意に達した(50)

双方のトップ会談の合意を受け、新11鉄常務大柿ぷ(エンジニアリング本部長 ・宝IIJ製鉄所

プロジェクトh}，t:i武任お)と中間似11の閥談の慾11である小同校術進口総公司副総経埋fI1tl興

曜との1mで、 12JI 1 11 基本協定の仮調印が行われた 双)jは新日鉄が打l、唱する 16ハッケ

ージの契約総額を 3，980億円(20{Iむ2，000万ドノレキIJ巧)とし、現金決済することで合立にi主

した だが、決済をドノレ伎にするか1'1i:J!にするかは懸語ざとして伐った。

しかし、中 1~1I闘が現金決済を受け入れたので、新日鉄側もある粍J支の譲歩はやむを~f}な

いと判断し、 12Jl JてもJに「円悠 ・ドノレillの折半J;奈を中間倒，Iに挺出した(51) 円ill・ドノレffi
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折、I"~について、" "同側は政i(-fれ j悩の決断を仰ぐ必要があるため、日11符は避け、 12 )J小旬

の起L式空でに正式な結論を111すなri'lをぷザ|した(52)

その後、 Iド|同 ~UIは [fllill・ドノレillの折、ドJ:おの受人をmll鉄似11に伝え、双);1-1:ド〉レ土sの1m

分のドノレ対1'1のレートを、、'iJl与のレート(1ドノレ・ 197111)で凶定し計算すること、契約総結1

3，980億I'Iを同定することで介怠にi主した(53)。

12 H 22 11、子千j俸と '1"司技術進I1総公r-il総経)111必泌氏11:.[プラント設備調達に関するよ長本

協定jに調印し、決済l士1'1~主 ・ ドノレill折半とすることが正式にtJとまった [ J.~本協定」と何時

に、新11鉄が供給する尚炉、コークス炉、 !f""炉 i剖11"1の設耐ii供給契約も調印された 火払

11:契約時点で 10%、保:'i.t;lみ11.'jれJAで 80%、ぷ備品i'H・J:;'，己 n時点で 10%とコー1"1に分待|するこ と

にした

決済 )JI.去が決訂 した経線について、 ' i~ 111製鉄所の起 l~式に出席するため現地人りした汗

j掃は次のように述べている r q"司 ~UJI士事t令決済をよ型、める とか、円態 とドノレ他を半々にする

とか、 年内に起l.式をするため、 j詰人ー|恨の配l革をしてくれた(54)0J 

2. r日中長期貿易取決めJの見直し

IJI.令決済で浮上したのがIj'PiIの外貨不足のIlIl組である 稲ILJf士79年 I) 1 17 JI;辺保相江

崎lこ対'1'資金協)Jについて政府の支緩を要約した これについて、江崎も「現布、通産、火

線、純済企 ~lliJiの:'(iJ'r'llllで初めている l司会や官官小、j<.中国側内相の再来nの関係もある

ので、川内にも対策を決めたし、jと特:えた(55)

日s小平l士訪米州途の 2)1611から H11支で11本に也ち得り 、IIIiil三2)j結ばれた[1いl'!差別

貿易取決めj の }~III[ しのために米 n の小 H 長 )91貿易協調委員会主任劉希文(対外貨必次官)

と合流し、 I1本政府と l両l司11¥1の長期|貿易取決めについて話し合った。この時点の郡小平の

hiおき11附|首相であるが、 前年末中同J七i夜党中央 11WI3中全会を経て、昔I1小平は首相当E

l司鎌にかわって""司政府の't:夫，1:のナンバーワンになっていた。つまり宝山製鉄所建設プ

ロジェクトに限lしでも、意思決定のトップに位!位することになったのである

11本政i(.fn:l!fl小平来日JI芋に能示した融資案l士、[1本輸出入銀行がプロジェクトごとにそ

れぞれ 50%を111述にする また、民lIil金融機関が残りの 50%をドノレ越で融資するという

波数融資)J式をtì?J1Iし、 ~I '1'双)Jが為杯 リスタを折半で負似する 延払金利については、

日本のメ ーカーが一部を負担することによって、 '1'[同側の低金利要請にこたえるという内
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存のものであった(56)

'1' n rJiil同政府の交渉の過粍において、'1'1叫が ¥¥4>:の融資を受け入れること肉体、大きな

転換を，k(r兆するものであった 従来中川はrI'¥)J ¥[!'I'.Jの立場から、政府 ・民1111ベースをIj}j

わず外|同(1¥'.;';を41i-1;していた r 1'¥ )J lI!: 'I'.J 11: 50 i¥o代から 70年代にかけて-*凶冷戦や'11ソ

対立といった|司際mJ克において、 rlJI叫がやむなくとった|司策であるが、その後中 円闘交I，i¥
íIìや， t，米関係 IJ二 'r:;~' 化、-*山・ I.\(:I係緩和など'1'1 '4 を取り主く|司際環境が大きく変わり、特に中

lli/li:文市が終わって、78年 12川にHfJかれた'1'[同Mg党中央 11Jl!1 3中全会で政策転換 した

ため、 外l同Uh訟の受け入れが 1可能になった

さらに、 Ijii述のように、 '1]1司ば 1978年だけで外[同企業と 22f牛の大規技術導入契約(金額

約 130 億 ドノレ)を締紡したが、外貨可r~制ii ，\'fJ l"t 25 W.ドノレしかなく、外貨が 100億ドノレ以上不

起していたため、外国fJ1，欽に!l1l1らざるを得ない状況にあった

五払い能力を大lTl7.にオーバーして契約を締結するという 無政府状況をもたらした焼肉付

:つあった 一つはプロジェクトにIJlIする立思決定治経の問題である。従来、'1''1司では大

明プロジェタトの決定l士、 引所I品，~1E . ，lí命 ~IE抜きで rt()の - ;iJ による。 宝 UI製鉄所正ll ，没プロ

ジェヂトも、 1978iド11JJI~務院が決定 したtHfl~で l士、専門家による製鉄所のすよ地 ・ l.~縫

処却の訓1'f.71>trわれていなかった 1r4家ili設委H会による，Ii-門調炎が行われたのは、 5か

Jll査の 1979il三4J~ であった さらに、 1978ir年末まで宝lli製鉄所のプラント導入契約が
多数締結したl時点で、外貨準備，¥百がどれくらいあるか、文払い能力はあるかどうかさえ線

認されていなかった 1979年年初に、同務院は突然外貨が不定していることに気付き、 慌

てて将人プロジェタトを削減するとともに、外|同にf!?，放の挺供を~請するといった始末で

あった(57)

もうーつは外貨'I'I'J!1!の|問題である 吋I"'iの'1'1qにl士、外貨情感を専門に行う機関がなく、

中央銀行である'1-'国人民銀行、通商を判、月する対外貿易部、図家財政を但"iする財政書sの

それぞれの，~i符範凶において、外貸付J11! が11 われていた 外向為伎にmlする法律もなく、

あるのはいくつかの部分規定に過ぎなかった [白力誕生jの状態では、それはそれで卜分

機能していた ところが、前述のように 1978fドの政策転換にともなって、急に外l碍から

多くのフラントを導入しようとしたため、外貨に対するコントローノレが効かなくなり、外

貨不足に気付いたl時は、時すでに足並しという状況であったそのため、国務院は急き ょ1979

年3JJに外貨管思専問機関の問家外貨管理総)"lを設問し、続いて裂年 12)1に外貨管理の

法律「中 継人民共和国外国為杯~TJ!世智í :;.主条例J を公布 し、外貨作理を強化した(58)ロ
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今宅での11'1'政府1::1炎渉でf通貨の稲怒iJと「イMりjがIJII題になっていた吋初'1"哨un-j:[1. 

円illの(!?，;誌を受けると円相場がさらに卜:rtーした場合、返済H寺の必要外貨負fE!がwiえるので、

トりレillで融資 してほしい2仮に川Ksにする場合11為林足偵を閉められるだけの低金利とし、

ドル他の場介も極)J金平11を低くするよう配脱してほしし、Jとの青';'flを持っていた(59)

これに対して、 11本政府l1rl.llitJ銀などの政府系金倣機関が内問以外の通1'iillで融資する

のは凶際的にも例がなく、 技がl司の終済協力のJι本ん引今に反する 2 政府系機r~]に よる輸出

金融の金利1101eCD(縦済協力Isl発機榊)のガイドラインをマl'らなければならないし、 ド

ノレ挫の融資の令利はユローダラ金利t~ ど民間金融機関がドノレ資金を調達する際のコストに

左ぶされるーーなどと lミ張j し 11 '1'1両 l.!il政府 rmO)I~ì!iし介いは難航していた(60)。

しかし、純済ill設を急ぐ中|司側がネックになっている資金不足を解消するため、後に「ド

ルillでなければいけないわけではないj、rr時l際金融取引についての金利の相場もある脱皮

ßi!ÎI~ している」などという柔軟なな 1"1 を非公式に 11 本 {llllに伝え(6 1) 、 また「緩比IJ的な資金と

してきらってきた海外絞済協)J基金の11¥，，;':{，受け入れ」ると表IYIした(62)011本政府はこう

した中川側の態度修正を踏まえ，r[1本{lUlとしても溺れるのは謙って早期決おをn析す必裂

があると 判断、新 しい従奈の内符を I.'~ めた (63) J 

:3 契約の未発効問題

11\'，拡 1111脳l士，K解決の主ま、 ï~IJI製鉄所フロジェクト l士思わぬ展開を迎えることとなっ

たがrll鉄/J¥iI社長原111は2月 27n ""同技術輸入総公πlから「昨年 12月 F句の上海宝111製

鉄所の設備供給契約は、 flf款川泌が木解決のため、まだ rl'I}~政府の承認を得ていなし、」行の

泡報を受け取った(64)契約は 6011以内に双方の政府のjj!(誌を得て発効することになって

いたが、中|司政府のJJ>:認が 'f~~ られないため、 fだι(~発効が遅れるこ とになったとのことであ

る

これに対し、新n鉄は宝山製鉄所にr'，lく政府のlJl:，訟を得るよう努力してほしいJと泡報
で催促したが(65)、瓜 i日 は rr~"刃は資金問題を抱えているが、 1tk近多く のフラント輸入契約

を結んだため、交通幣jJl!が必要になっているのだろう 仁海宝山製鉄所の起r.式には中間

政府指導-/'hI)IUJfftしたことでもあるし、そう心配はしていない 借，;':問題も、政府と銀行

の111]で話し合いをしてお り、いずれ片付く :s務的にもいまのところ支l的ぱなし、」と、'1:1[司

政府の承認1111.HIJIの問題であり、宝i.l1製鉄所プロジェクトは安泰と見ていた(66) ところ
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が、 2)12811小川技術輸入総公IIIば三菱1I百'1人 :川一物 jf(~ ら大下尚社 8 社抗iに r l1tJ 'r:\1の民

間を合めた資イ祉の貸し付け/ifll!!'iが木解決のため、すでに結んだ契約の発効については中間

政府の fノ仕がとれ々いので実施ばしばらく 比介わせたし、jというまったく 同 じ件IWーを'.U文

で伝えてきた(67) 僧{法案件には'1<:111製鉄所以1i!.J!プラントも入っており 、金額でいうと約

2200他1'1分であった

ー )j 、 " "q政府関係、有は、 II~ IY:I係のプラント愉人契約の凍結について、 r lJ 本が Htï ，別問

題でtiiill'lきの態度をボすかどうかがカギだJとlい"貿易関係者に述べたものの、点の即lrtlは

j)11のところにあった(68)

確かに小!同には外貨不足の問題があったが、そのJJ;¥附}士、 JI'現実的なrlOカ年，npljIjをも

たらしたri'[司政府の終済協illi政策にあった そして、その中心は「鉄を以て裂と為す」とい

う JJ;Uillが '1ミすように、 鉄鋼業の発}民促進が '1'心に t~っていたのである。

郷小平はrl"司共産党 11)UI 3 '1'令:会を契機に|同家と党の主導権を常握するや、経済調教

l聞に人ることを立，-iし、まずこの経済発)民政策の込IEからメスを入れたロ3)12411'I'I'Vt 

産党中央委μ会機関鰍 『人民 I1 報j] 1士 、百11小平のこの)J~I を 「鋼はいかなる H寺も 喫とはコえ

t~いl 、「 積 I.Jiの比，nを If.~ める ことで、 にj:ミ1臣、 そして軽工業、電工業という(終済ill，没

の)町Ur:を{技場iしてならなし、Jと代弁している その経済調柊とは、r1.股業を大いに発泌さ

せる 2粍1.:1¥¥をより強化する 3.交通、 エネノレギ-lj1l胞をより平く解決する 4.-部製鉄郎1111

を世し巡らせる」という内科のものであった(69)

この影秤をJ.'iに受けたのが 、 '~ IJI製鉄Ifrill設プロジェタトであった 3 刀 2911 稲 I Li11: r;ffr 

11欽が.EQ令決済の条例φで'1'悶と契約したI:iWi<111製鉄Ifr附談l士、現金決済から延べ払いに

変¥I!:になる凡通しであるJことをIYIらかにした(70) ""刑制が外貨不足をsHlllに、1'1'n 貿易

長期取決め範間内の11本の対中プラント輪11¥は、 JJ;(1l11として延べ払い決済に変史してほし

いとIjlし入れてきたためである

その後、双方l土税金決済から延べ払いへの変!>l!:に伴う金利分の負18など、j正十ム条件の調

教の交渉に人った '1'[i;j{比11は宝山製鉄所ill ，設を:~~いでおり 、契約が発効 しないと凶 I面審笠

やJr細ぷJI作業にも人れないため、「支払い条件のJliめを急ぎ、 5月いつはいに契約発効に

こぎつけたい」意向であったが(71)、新打鉄は「令利はOECD(経済協力開発機榊)のガイド

ラインである 5J匹以内 7.25%， 5年起j¥，iI7.5%以 l二という決済条件を原ililとして交渉に臨

むJ、「金利負制lttどで;童夢する存えはない(1刈社長今井大宗)J)J針で、長期戦がh¥!.lされた

(72) 案の定、新11鉄は常務大布liをはじめ、金融専門家を中心に何度も中l司に派litしたが、
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交渉11:なかf(.かはかどらなかった r延べ払いの移行に際してl士、1'1・ドノレ述、「々 、金利11:

o E C 1)の申111協定it!iりとするJことで(73)、tOn士fTC:したものの、問題ば「新rI鉄が輸

銀、氏1111合融機|比lから訓速する資金の令利が1'.'"く、延べ払いの輸出の金利を 1'.1"1ってしま

うこと その令利長分の:f~jí[l\'tk を 11 '1'1 111 でどう分け介うかが焦点j になっていた(74)

今度は新"鉄が液少し、 6JI 11 Ilfl以;汗雌9:iV~ Jillが北;;(人りしてrj'同技術進n総公イ

総経到t~~漢民と会淡し、契約をー部修正の I二従似jさせることで基本的に合立した 12 IJに

l1:ti雌11:治金に業部ml長J;tF点、対外貿易if111訓告I1長引;鮮と会見し、席上中国政J(-fは契約のお

呼を1(191し、契約鐙効は日本政府の認rifを待つだけとなった 焦点になっていた延払の金

利条例については、 0巳CDのガイドラインであるJUII'1I5年、7.25%で合意したε 新 11鉄

側としては輸銀などから調達する資金の金利が[uiく、五日ム輸出の金利を七回る「逆サヤjに

なってし世う11日題l士、新11欽が今後さらに検，1-1し、逆サヤにならないよう努)Jすることに

t(った空た、文払いH寺期については、「契約lI!j.10%、船mみH寺80%、設備完成時点に 10%

と:.1"11こ分別するJことで紘ちr;いた(75)

新11鉄のJ員必にl土、次のような計算があった この{中について、斉艇は 13fI帰国後の

必有会凡で、「新 11 鉄が ，~~遣するドノレ資金の金平I!と比べるとIìÍI付、に低く、逆サヤにはなるが、

できるだけ低い金利の資金をi調達する努力をする それに昨年 12月の契約H寺と比べると

製(1:で11:(1'1女iこ)変わっていることもあり、 J1~ 1演の精神でvとめたj と述べている (76) 1978 

4F 12川契約時のレートl士1ドJレ=1971'1であり、契約のドノレ払い分はこのレートをもとに

計算されている ところが、平年たった 19794ド6)111年のレ ト11:"i 時より 川安になり、

刊で計算すると為林I-='伎が生じる :J<I際、 7)Jl:f，) 中間側が宝i.l1製鉄所のフラント輸入代

金の町i-&:として総1iIi2200俗1'1の 10%に、'iたる 110俗III、5600万 ドノレを新n鉄側に送合ーす

る際、1'1に換算すると 228{(<PIになり、指し引き約8億円の差益が生じた ただ「この程

度の為件ぷ仏では逆廿ヤを拘Iiうには不卜分」であること11:，Wr日鉄も承知しており (77)、その

分についてl士、 ti泌がz氾.r，-会凡で表191したように、 di巾銀行や輸銀から「できるだけ低い金

利の資金を1制迭する労力をするjしかなす術はなかった逆サヤは必至であることは円に見

えていたl それでも新H鉄は契約変更の条件をのんだ それでも新日鉄l士宅山製鉄所契約

にI則しては赤寸:にならなかったのである(詳しくは「注J序章(8)を参照されたい)

「契約の未発効nnMJや「支払い条件の変ll!問MJで七五れに帰れた宝山製鉄所士II設ブロジェ

ナトl士、約半年かかってようやく 軌道に-*っただが、「契約未発効問題Jや「支払い条例ユの

変史問題」は波糊万丈の契約交渉の幕開けに過ぎなかったのである。
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4.全人代からの批判

70年代ょにf，iI!H軒、Ljl(1(.:， ~再由民、 lí'II'.J 八乍)j j} 1 に集約される経済l淵幣政策が:k施され、

中[副総済が調幣 J~I に人ったものの、，~可燃の'や""り lこnって大脳な財政赤'ド(170 {~}己)、 i的大

t~通1'iJMr I，t、物Wliの UIーという深刻tt状況に陥り、経済大雌進政策の象徴であり、投資

額が 200倍元以上と， fわれるオ~III製鉄所への '1'1 司内剖iからの風当たりが徐々に強まってき

たE それが 80I1モに人ると人々の悠りが爆発し、 "i~ iJ l製鉄所住設プロジェクトは全人代で

代去の集中攻略聖を受けた

1980 {F 9 Jl 4 11と6トl、第 51"1全人代第 :1"1会滋で官山製鉄所1111極についての作1I¥l会が

聞かれ、げI金 I~業部部長m点、 l司|剖1I止策志リ虫、}，~J伝jltUi:上海市や北京市代表などからの質

liilを受けた。1:人代で11'間会がIJl1かれるの11:'1'1同illl司以来始めてのことであり、 |同内外の

人々 のitllを治びた(78)

9)1411の代IIIJ会は、北);tdi代ぷ|司のLf!ilで行われた i111ijがもっとも多かったのl士、

'iWI製鉄IfriJl，没プロジェクトの経済fl:についてであるが、対H批判も随所に凡られた l!1'J 

ii. L'Y，徳、銭銚袋、学端B話各代1< 1士、代表i主のほ凡をまとめた 1:で宅 ~I1製鉄1ftのli1蹴の

投資、外川に頼る j瓜料調達、製鉄所の立地~jj{ ・ J主礎、経済合J!ll性、外国借款返済、 I\ ，'J か

の品t.ll、汚染など、官Il.i製鉄所ili設全般にかかわる|問題について、治金工業f仰の説19Jを止と

めた

これらの'ñ1l1Jに対 して、 rtì令 I ~ 業:'f1I ;'fiI J是 l，!t必は、 fl".M支山製鉄所のill設 ['I~は進!民がか

なり r，-'く、 ftも以い 操業開始から起1'):して、定111製鉄所の投資は 13年以内に全部阿収

できる .J ttどと大ざっぱに終えるだけで、代ぷ述を満足させる101答はできたかった。 前

述のように、全人代ではもちろんのこと、中川でもこのような査問会l士、これまで一度も

聞かれたことはtt<、tri金工業部11:全人代代ぷのこのような集中攻聖書に合うのを F偲もし

なかったため、そのl吋符は明らかに市備不足であった これに対し、全人代の代表からの

不満の戸が相次いだため、 9川611に 1:海代J<I吋の目提で、 2回目の代1111会が|刻かれた

この第21日l査1111会においては、まず、 "，'lifjでrti金r:!!伺l部長m克の北京代表I.flの宅山製
鉄所栓設Iltl庖iに対する質問lへの1"1容が発表された。次に r.iIlidiの代表が定ILi製鉄所生島設の

諸問題に対して疑問や;意見を11¥し、 7台金工業t州市|部長柴，品賞、照l伝典が阿答するというJ彩

で資Illl会11:進められた。 1:悔は"j;:111製鉄所の地ノ己であるため、質問はi詰初jに宝山製鉄所の
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!>l境汚染問題に:m'i'し、次に'Î<: III製鉄所の投資総額、製品コスト、経済合卵性、!.l! i没 l→ ・ l~

の I 沖idiへの~併などについて f台余 [lifI1IU)ln l符を求め、これらのf問題が解決されfn、か

ぎり、1.'l~ω拡大は反対であることをぷIVI し、治令 r:業部の点!壬を厳しく iù究した

佳作¥1会11:IEにIfi金工業部への集中他火であった 質[iflにすーった代表は、北J江市刷rli長で

あり、、可 H年 11:ホープとして沌 11 され、後に 'l'lqJ~政党中央委員会政治M常務委員に対持し

た宇品~r;~.)、'i"日共産党の屈指のJlJ!論家 r光述tcど、そっそうたるメンバーであり、かな

りの威ftl，~があった しかも、河時中!司l刈内で 11:大中'1\な財政赤字や過大f~通貨発行 :~t、イ

ンフレによって、各地で不満な戸があり、そのA'先は資金を最も多く使った宝山製鉄所に

11'1けられていた 'i~ 111製鉄所をは車，1;する役所である冶金工業部のおかれている叱場}士、文

字通り附Ifri鐙駄であった

確かに、宝山製鉄Ifr佳設プロジェクト11:lfi金工業部が提案したものであるが、:;t!1際念、い

でl.l!，没しなければならない状況をもたらしたのは、 f司務院の意思決定であって、その経済

附進政策であったい質問は宝lli製鉄所にmlオーる「投資」、 rUt-，J故金者向、「償還)J法」、 rf:r，;武完

済却11根」、「利息Jf~ ど、外 1:J<jのマスコミが ー l~il報道した情報が、中間関内では未公IJ~のため

綻/1 1 されたものであり、その不透明さが災いのもとにもなったまた、 rrÎ~111製鉄所がj司王11

tc考慮がたかったことで底なしの火Jになるのではないかという批判が、以ーも多くの人々の

E凡を代弁していた 市111製鉄所に|刻する情報の不透明さが、その批判lを一段とt抑制した

点も比逃してばならない

さらに、 rll本の経済学界やIJV.業界の議論」であるという前世きをつけながら、 rtjJ同l士11

本に対して余りにも党大J、rjl本l士市111製鉄所でもってri'[1i!人を陥れるのは小郷合Jなど、

実際は対11批判lともとれる発"は、'i'ilijl同内の対fI感情を表しているものとしてitllされ

た

それに)111 え、 Ikj .f主院副総Jl~1簿一波が 7)1411 に rll .1>:純済評論家代表 1 1I J と会比する際、

r宝111製鉄所11:中|吋のお荷物にたった」などの発Jが|司際問題に発展し、日本国内で反発が

向まっていた こういった状況を考服して、 l同務院州総瑚李先念l士多賀n.n捻ιf己i止をl司
たとする日本社会党訪中日一行と会見する際、 Cit山製鉄所問題の責任は中国政府にあると

いう t行の~:Jをした(79)

李先念}士会>Lで次のように述べた

「全人代会滋で宅111製鉄所に対する批判が111た，!.l!，iltそのものは正しい しかし問題はあ

る外国の友人を非難するのではf~ く、内ら経験のf~い事を自己批判しなければならない
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私たち1'1身が急ぎすぎた 11本から『念、ぎすぎるというより、宝山製鉄所のill設11:時期尚

叩だ』とよく Jわれた -¥¥}! -タに年内iMi'i)jトンもの製鉄所が作れると思っていた '1' 

|同11:資本もあり、技術もあり、何でもできると山っていた 巧えさえすれば凱:たになると

思っていた ねば終済以門家とは思っていたが主ったくの素人だ 人聞は墜にぶつかって

頒の転換が行われるものだ H本の終験をよく，、戸びたいと思っている。」

|局内や全人代の集中攻撃に対し、治<kl..'tf部もJ<l(!i1:[必ず過去の教訓lを受け止めるJな

どとi'l 己批判l し、 JI'があることを認めたものの、 l川内各地のJ~山製鉄所悠設工・ド鉱大への

反対の)-lJにもめげず、第二j~!、第 二 JØ! 1 Jliを計III;jするなど、実際は終始強気であったt そ

れもそのはず、、'ill.'f中国の毎年鋼材輸入に必史ーとする外貨l士、年産 300)jトンの近代的製

鉄所のiliiilt資金に+11河する額であり、経済的に凡て近代的製鉄所の建設は合Jlll的な選択で

あった(80) しかも、宝山製鉄所11:小|到の'火)Jナンバーワンの劉i小平の絶大な支持を得て

いた，Mj述のように、セ11.1製鉄所はliij{1ユの 1979'1三にすでにi'll¥小平から「宝山製鉄所のili設

が11:しいことを賂史は311明してくれる」というllil¥':jのお!制、lきをもらっている。この，T柴}士、

治金工業部の友IU製鉄所にm!する主要文献や食111製鉄所の構内の目立つところに必ず喝げ

てあった，I司内Ilt論や政府内に l'fi~不満があり、しかも郷小平は宝 IJI製鉄所ill設批判jのき

っかけをつくった経済調務政策を従起した本人ではあるが、近代化の、ンンボノレでもある'j;:

111製鉄所のill，jltlこ|則しては椛i!主派の 人であった。郷小、11:のパックアップが、宝山製鉄所

U!i世のJf.¥WJ)Jであったと .7ってもi品パではないであろう

'i~111製鉄所をめぐる|同内外の波乱l士、 '川小|ド川'1い同1吋i!J政攻ωj府何内JIi

〈金h仁1業E間削部lのt戊H任千イ有号も、 t立'1f任壬迫』及えから逃れてやれやれといつたところであろう九。 しかし、 rl' 

|司のi諺r'Il!i去ればまた 1波」がいうように、 'j;:山製鉄所の存在そのものを作カサーもっと大

きな波風が、その後すぐ宝山製鉄所を待ち例えていたのである。

5.第二期工事延期

liil述のように、中国は 79{I三から続済i調核政策を実施したが、調型軽が空間りし、大中高な

財政赤字、過大な通貨発行祉、インフレという厳しい状況に陥り、 l羽内各地から不満や非

難の戸市'1:がったそのA'先Ii:'i之111製鉄所に11'1けられ、 80年9刀の全人代での'1:111製鉄所

への集中攻略症に至った。

中国の経済調柊は、皮肉なことに、それとl'i!lI!jに'1'同政府が進めていた経済体制改革に
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よって'信1"1りした 惟i吋鈴に持わって汁相l に t~ ったm紫陽は、就任してすぐ経済体制改革

を凶り、 1 1<1務院体制改市委員会を ætl?'~ し、 lーとして地点政J(.fと企業の自主権の拡大を推進

した ，;I~幣政策を jj主める i泊料では、小央政府による集中相躍が必要条1'1ーであったが、経済

体制改1(，はむしろ中央政府の集中r，:JlI¥の緩和、 j也)j政府や企業への権力委設に取点がほか

れていた(81) その紡巣、中央政府が財政1)J，"r:t~ どの解決のため、 [ J長本土I!，没Jのプロジ

ェタトのl正紡のffti!lをとっても、地)j政府 ・企業l士、 R主権鉱大によって得た資金を、新

規設備段'ti を，~，心とする[)，~~1I!.設 J や「桜 'ì:~館所JUi' 1:'や会堂、公館、押付与所など)の公共

艦設のlJlぷにつぎ込み、経済調整はさっぱり効果が kがらなかった 小島末夫は 79年か

ら中凶が経済品目較に踏み切らさeるをえなかったJlp.I]jとして、 [1中国の友払い能力、 2.'1'同

の外資吸収能力、 3 石油のj:fM ，~1<I社を過大評ilsiしていたjことを挙げ、 f今戸!の調幣を 一段と

強化しなければt~ らなかったのは、加えて 2{f-iili続の大幅な財政赤字とインフレ傾向の打1

'Ii.Jであると附摘しているの2)

その後、'I;'.III製鉄所をめぐる波乱は、政府内il両がJI三を認めることで ー11，鎮静化したもの

の、財政赤'('のi.ili鎖反応は一段と深刻化し、i;:山製鉄所建設問題は再び注日され、中間政

府もそれに対する何らかの決l析を迫られた |同期%がドした決断は宝111製鉄所第 てj明1:'l~ 

~)延期であった

それを受けて 1980作 11川 2111 、|同:家J.~本土l!設相 l "íの州l総Jlll谷牧が野村澄券相談役瀬

川.x:，能耐を[.~Jkとする野村グノレー 7;;}î ' I'代表|吋ー行と会~，I.した際、宅山製鉄所の ill .ilt問題

について次のように述べた(83)

[1"務院l士j止近、 J'.iW主111製鉄，;rの第二j切1:' I ~MJUI を決定した。 また化学繊制1，プラントの

繰り延べも1"，巾l々 に決めた、n本に宝111製鉄所や対n石油輸出半減問題をめぐって不満のT!J

があがっていることはよく水知している。 今|ロlの延期決定によって、中|司の|司際的f，~ 川 l を

失う危険も:ì"í.:供しており、できれば延期したくないが、中岡としては衣食住など|司民生~ー

の改，Yfが吋曲lのJt.:優先ぷ題であり、政府としては中国人民の政府への依頼を優先させるほ

かない こうした中l可制lの皆しいtli怖をI1本の経済界の々々に伝えて理解を求めたい J 

第 :)91L 'lj:と|士、第2!lJi炉開i.iliのJJ;(料処Jlll技師n.港湾術役設備 ・般ぷ発生技術 .1¥:fJ炉送
風設備等や述絞熱11114拝鋼圧延設備、冷IIiHW鋼/1:延設備のことをいう もともと宝山製鉄所

III設プロジェタトは、第 1汚点炉限Iiili設備を中心とする第一期工・1}1l;}'己 fしたら?，fi-:.)91工

事を開始する予定であった

財政赤字 ・過大な通貨発行最 ・インフレl"t、 i也)J政府 ・企業の「基本土I!設J・設備鉱悦へ
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の取なる投資によるところが大きいと11:，i' え、 'I'~政J(-f II'1 配I}のプロジょクトである 'i~11 1製

鉄所建設はrJ，l;本佳品[Jのプロジェタトとしては技資額がもっとも大きいし、令.人代から批

判されるなど令1 1~から rtll されていたため、 ' 1' 央政府としてもやむなく延期せ5るを符な

かった それと 1，;)叫に、同じく '1'央政府のfJ，~本土ll ，投 j プロジェクトである化学 ・織維プラ

ントの繰り延べも決められた

'i:. 111製鉄所第 ~J明 L'IÇ延期のニュースに、 11 ..t-: メーカーのまとめ役である新 n鉄はどの

ような以応をぷしたかi士、¥1'1然j止も行e1'1されるところであるが、以前にこの話をrl'l司似lか

らA・公，¥:1こ|捌いているため、新11鉄は意外に冷II(ftに受け11'.めていた 社長斉藤は来日 した

中[司政府関係おーに、 rl'l同の燥 しい・IQ，'iはよくわかるので、心配されないよう谷牧仰l許制に

伝えてドさいj と述べ(84)、官 1I1製鉄所フロジェクト抑1 、 1'1の ，，\1)社長大布lî l士、「第二JlJII 一 目 I~が

延期されるにしても'1'止されるようなことはないと思う 引に第二期 E慌を前提に 三菱重

工業などが受注した然1111/王延にJJ..iや阿MlイIo，%iが判、月 しているシームレス鋼情工場の住設計

耐l士進んでいる それに、 高炉が一)，~だけだと、 調子を落とした時副生ガスの発生面;が不

安定になり、 J王延 U'，~で I!I!う エネノレギーが不足するなど、バランスがj前れ、 -J.l製鉄所の

，fIJl~ を，_よってし空う わが同でも 4作r:li、 ω必の高炉で保業したことがあるが、それ以上

k引いた例はない jと，諮った(85) 大柿の分析1士U、かにも技術展らしく、製造工仰の前後

のバランスから . n製鉄所の利点を強調 し、第三J~I l: ' IÇ の中止の可能性はないと 見た

では、11本政府はどのように以Lぶを示したか 通産行，¥'li'I'rI1:この1'1について次のように

述べている

「第 JUIL'I~凍結の!WJきはあるれ度予測l していた 中[司似11の 与え)Jの{穣絡を念ぎたい。 第

『即日慌については 'i''1同の経済近代化十か年，}!-lllij Zl ' 1順調に illiめば再IJ~すると いう含みがあ

るのではないか 'i'l同は既存の仁場を近代化することに力点をi丘いているので、fI本の協

力もしばらくはこれが中心になるだろう J(86) 

このヲ~， i'からも綴えるように、 11 本政府も，，~山製鉄Jfrill設の再開は 1I .'fI:nの問題と凡てい

た 明:(i工場の近代化とは、当時中国政府が114正の高炉各社lこ依頼していた鞍山製鉄所な

どの枝術改造のことであり 、'1'1同政府は鉄鋼業全体のレベルアップのため、宝山製鉄所佳

品と同時に、既存の製鉄所の技術改造も株逃していた それにH本政府はし、かに対応する

かが刈¥1耐のポイン卜であると見た‘

6，延期から中止への変更
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中間政JMi11)1に第:)1)1['Irの延期iをいったん決定したものの、 12)jに人り、宝山製

鉄所建設プロジェタ卜l士ふたたび新たなか1聞を迎えた がiI!sのように、新11欽l士技術的視

角から 'i~山製鉄所の~1 J切に 'j~ の'1' 11:I1: t~いと比ていたが、それを実際に決|析するのは技

術については1"1外淡である中間政府のトップであったことから、情勢がまったく予偲でき

ttい方向へとII，}かった

宝ill製鉄Ifrill，没プロジェクトに|刻する'1'1司政府の怠山、決定を多きく/己イ了したのは、主'ill年

の国内経済仙勢であった"1979 {Fから 1980年にかけての経済調整は、 R大化する新規設

備投資を'1'心とするrJ，~本建設」への投資制を圧縮するのが円的の一つであった。 そのため、

1979年'1'央政府11:1978年の 396他えより 35億元少ない 360億元の計画を立てたが、実

際11395億元も投資した 1980 {f'I'央政府の計 llllil士投資制 241億元であったが、結)f:i'tJ

には 40億元超過し、 281億jeも投資した それでも、投資額は前年度より 28.9%圧縮さ

れたが、地)j政府や企業の投資紛が 56.2%刷え、投資総額では 539{C¥JI;によ主し、1979年

より 7.8%も刑川lした 「謀本ill設Jをj正縮しようという中央政府の再三のI呼び株けにもか

かわらず、 1980年の投資額は、とうとうilil司以来ーのJii大規般となってし宅った膨大なrJ正

本U!，批Jへの投資11:、財政亦乍によって維持されていた(87)。もし、この状態が続けば、来

{Iの財政，か'ドはさらに附大し、インツレを捌き、|司内総済は危険な状態に迎い込まれ、政

治もコントローノレが効かなくなるであろう、と巾央政府は判断した(88)

i':lll製鉄所ill，改 r:'I~;?;全 ITIi的に行われ、外国から将人されたプラントが次々と上海宝山

に納入された 1980{I三年ぷに、 '1'1同共結党中央委員会仁作会滋が聞かれた この会議では、

経新情勢と絞済凋幣問題が討諭され、 ffi紫陽i士財政赤字、インフレ、政if1};，1而の安定から

さらに経済調機をわう必渡性を訴えた llll小平は、今I!'Iの経済調整によって「基本態設jな

ど11f後退Jしなければならないと 1~ 1]，長した(89) ここでいう f後退Iと11:、 f).~本経1，没j の規

棋のf{縮、プロジェクト~l-ìilliの ILI紙撤1"1を意味する 'Y111製鉄所佳品tブロジ』タトを支持

していた郷小、1<も、このH年は|司内の経済的危機に迫られ、!日l製鉄所主主設，iH闘を向紙に戻す

ことに肩i怠したただし、これは決して権凶鈴に対する政治的な芯:闘によるものではない

事国鋒は同年 8J13011から 9JI 10 11に開催された令.人大 5)111第3同会議ですでに首相の

織を解かれ、代わって趨紫陽が就任したのである

この会議の)j針を受け、組紫陽は 12)1 23 11 中央財政縦済問i持グノレーア全体会議を主irt¥

し、 f基本佳品tJの設資額としては政大槻棋の宝ILJ製鉄所他殺計画lの白紙撤阿を決断し、述
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ぷL'jiにストップをかけた 後に粗紫陽Ii:間務院bill船 J: 長(内|革11守 JA次'(O ，l.!~iJUこ#門家t諭

.IE会を聞かせた ぬ開 IE会のテ』 γIi: 'i~111製鉄所プロジェクトをどのような形で中止させる

かであった(90)

J右前正会11:1981イド 1J 1 7 IJから1l11 ~で北点、 12 11から 3111主で上海において聞かれ

た論必会でl士、 'i~111製鉄所同11:1愛o会尚J品I!fIlI::l字削必(卜:/fli交通大学午i土)1士、先に決断
してからそれをμ命，， 1 1.'1- るというやり )jli.代成できない、 'i~11 1 製鉄所住ぷ，ll'llhjを [1紙撤刊す

るかどうか11:、 J命1I11ーしてから決断すべきだというな凡をiiliベた J品川会でIi::つの立見が

以っ向から長!なしf- 'iHllt'i~111製鉄19r 1iLìll: r. 1'llllj の光ノí':Jj~11:を主張した H体的にl士、す

でに1:.111製鉄所が噂人した外|同の，没備を、その他の人;似校の製鉄所に分散してill設し、'];:

111製鉄所の敷地内ですでに土Ilてられた士Il物}士、合1，1，'として#ifflするかあるいは改築後軽工

業企業を新ぷして.+11川する、という内科のものであった それに対し、 ー l~íl は!日l建設計耐

のh紙撤|口|にj止対した その十lH処J士、鉄鋼業は「川つの近代化J構忽を::U:l!させる基幹産業

であり、無似しではならhい '1:. iJ 1製鉄所が導入 した人;押J近代的設備を、 i国内その他の技

Ili*慣がiJh、製鉄I'Tに移転しでも、すぐにう主くし、くはずがないし、そのために1;額の投

資が余，汁必要と!~る 1:'111製鉄所u)ill，&L事のため、すでに巨額の資金を費やしたし、締

鮎占れた契約もl勝手にキャンセノレすることはできttい もし、 r~家が卜数億バのjQ川l設資

与えすれば、 'i:'111製鉄所のm'!QII.'lqi:完成できる、というものであった
品証会では、 1，;1ill，没，i!-lllliの1'1紙倣1"1をJ:i対寸る立比が t流となり、，jfj紫似も，11'1"1家の立

見に1+をtJlけ、 1:'111製鉄所プロジェクトの !'J 紙撤[1113長をづむ懸案。1~4'(として後 111止終的に

決断することをがとめる j子、第'_J制 1:ι|干の'1'11:を決定すると10;111制こ、 m-WI J'.'IIの住。投資
金不足を解!ì'lするため、外|同からの(iT，訟を買~ -選択H主としてJ)えた liil述のように、中|同

ではこういった侃大1::1題にIlllする芯山、ik定Ii.従米咋門家によるぬ証たどを介さず、政治んi

や肉務院のj~l断よって行われていた 占自然協のように，Ij門家の立凡を受け入れることは非

常に稲ttケースである

|司務院が'KIII製鉄所ill;没，H-lllijの1'1紙11&1"1を 11年決断したという情報l士、|同外には伏せら

れていた 12 )1 24 11、l川qのl同家，:J-Ilflj委u会 H壬旅任の1i;11行相銚依林l士、オ ストラリ

アからの訪中 I.ij と会比した際に、'j~111製鉄l:fr ill ，改 11日勉について 、 「投資を削減しようとすれ

ば、第一期 ['Irの小 11:は必裂なことだと思う j とのべるだけであった(91) 宅山製鉄所仁 'J~

の当'存者で Ii.なく 、第 二有に第 :I~I 1: 'ICの延期lから'1111:への変更の司能性を示唆した中国

政府の対処のiJ:Jn士、 11本では1::1也!とされた がrIj欽もそのdlll.-、について凡吋がつかず、
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81lド1JI新句ーの挨拶を旅わて訪中する雨11社長大柿にその点:怠を確かめさせた(92)

1811紡'1'した大柿に、中1J<iのIIiII尚相l谷牧I"t 'iül 1製鉄所第 J切仁 。!~を中 11ーしたい TT を 1正式

に通告した、それと|川時に 82年RJI1 11完成 FKiiの第-)~I 工'!1=の延期の n[能性について

も，j-191した(93)

21 11れわれた.ic.弁会凡て・大和lil士、'1'1同iWIから第 :Wll判士!日i{1二木にrl'llてを正式決定した

との説191があったことと、第一JOIr.判士f'A:iJ1iり 1982年末の完工を目指すが、現状でl士

、ドドないし ll'-i!tれさ・るをえない、さらに熱X[t没備などについても中川ffUII"t!JI_イ'J:'I'II:・延

期を検討中であるとJ行った前年末とええば、 12JI 16 flから 2511まで中間共陀党中央当

l師の方針を決A:するに作会議が1)11かれていたH抑制である [1'1]:の決定は党の段高意思決定

であることを立味し、同務院決定という形で公にされた 第二期工事の中止のJ!lirllについ

て、作牧は、 r1-"''1'41士事W:民生安定に)Jを人れており、 ifIr.業の比 l[~ を終とさざるをえt~

い、 2財政赤rドをなくすために投資を減らす必泌があるjとし、財政赤字の削減について、

1981 w-の投資を前年比間割減に+!ilえると具体的に説明 した。谷牧はこのような中l同政府の

)J針を大柿に伝え、「ぜひやりたいところだが、やむにやまれずこういう事態になった い

ろいろご迷必かけたが、ご (J仕傾いたい」と新11鉄にわびを入れた。これに対し、大村iは「女

111製鉄所11:あく宅でも 600)jトン体制をl¥ii従として設計されているものである でき七が

っても、「ー分では制値も低"1 として ìI:l憾の意を表明 し、できるだけ早いII.~)切 に 600 )Jトン

体制lに彼州するよう強く要増した(94)

第 ーj制1:事については、大品lî と ' i之 111製鉄Ifrill設相 当のIfîイ~[業部次'f'r~喜ぶ強との話し合

いの中で、双JiI"tさらに協力関係を強め、できるだけ 1982年末の完成を目傑に努力する

ことを俄認し合った しかし、大柿が「現状でl"tr. '!rが遅れる 可能性が強いのでl"tft.、か」

とnHいただしたのに対し、%も「学年から -lド完成が巡れる 可能性があるJと答えており 、

Mlil-tfとにかく今後の仁'11:は進める順序も難しくなったJと指摘 した(95)

第ーJW['!1=i.l1延期から中止へと変lIiされた点について、帰国した大柿は、 23円行われた

Je荷会見で、「延期!の形で("flドも待たされたボに、、'i初決めた(ilfi絡でやってくれと♂われる

よりは、二期はいったん1'1紙に反しておいたほうが今後対応しやすいjとの新日鉄似11の考え

を明らかにした 主た、「谷牧耐尚相lらとの協B議を通じて、経済調樫が済めばてJOI工事復活

の"f能性もあるとの感触を得たJとも滞った(96)

l中!ド，[凶司政匹附fの負第1二コj知期8切l仁巴|匹Lいiド止のが決決:と:定に「

司ば第 -二二J舟期哲制1 工T事i作II協附品刻Jì述s単』設似備i を受注した 1.1本やドイツのイ企Ë~業陸に契約を中止すると i通虚f侍寺した 契

76 



可F

約'1'止の.iJ.f!~i; を受けた企業l士、 )j;(料処J11!.ilt fJi11(130 万ドノレ)を受 11: した新 11 鉄、港湾術役設備

(1，800万ドル)を受注した石川);，Ij術院，[(1: 来、問責-k~;1.¥'1'.，没備(1，600)jドノレ)を受i'l'.した神戸

製鋼所、，'~骨1 送)1\\"宝仙怜 (1 ， 050 )J ドノレ)を受 11ーした :)1:造船、 cli絞然I:n{)~銅)1:延 r没仏Hl (3 俗

3，700 )jドノレ)を受付ーした ~f;主抗 I:li 、そして冷rl\J{作銅)l-:g設備 (4， 000 Jiドノレ)を受itしたド

イツのシュレーγ ンff.どである

この室主では、 'i~111製鉄所第三!~I し 'I~の桔i r;rîωi且 Ii:ViJ ぎされ、新日鉄を ~hめ多くの 11 .1>:

の Ik~辿メーカーが犯人ft壮l'， I; を被ってし空う ω1i: lljj らかであった。

11 -1'政府l士、ノl'í:で，t'l司と ~I .1>:企業とのやりとりを怜観してきたが、中L-'1が Il"j;::企業と

のフラント契約を相次いで中止すると通代してきたことを重視し、契約中止の原囚とされ

る"判の緋ifi調被の実態やn本企業へのi11i依などについて、 中国政JHの巧え)Jを凡極める

ため、大』↓と佐武郎を政JH代よーとして 2Jj 1011'1'[同へ派iiiLした

~牧は，1Ij'[' した人'米に、「大)~lプラントのg!~[ .'['11ーの決定を原flilとして変!疋することは

ないが、もし外|司から、 1.(政 JHilt .;武 t~ ど)条{，[ーの緩やかなソフトローン、 2 ， i[\llj銀の資源開発

融資、 3，Li';r::[ローン ・介弁などの形で資令供給があればプロジェクト復活の余地も残って

v、るとのI[I[q政J(-fの与えをIljlらかにし、郷小、ドも「将米生かす)jIo去があればありがたい

として日本HlIIの協力を求めた(9η '1'1同似!jが.-う彼析の余地のあるブロジェクトとl士、 1判

Ji(・勝+11・!l[}j・然1114つの石油化乍コンピナ トのことであり、主UI製鉄所の茸i '!~I 工

事1・ I~l しては、 11 本側の資金協力があれば、今後 41fで完成 f' Æ:の TW[Ii:似韓両できるとし、

1!LJ明1. '11 に[l\J して l士、膨大な 'ti令を必~とするため、 l尽HlJ として中 11汁ーると決定した

前 :JU[1，恨の延期から'['JI二への変吏に('['，い、托j'，作品Ii償が、可然問題ーになった

新 11 欽 l士、 'i~111製鉄所の冷延。設備の契約倣束通行を受けた阿~&lの、ンュレーγ ン ・ デγ

1+1.とともに聞係企業による協議を1I'f-びかけ、 [ ';1 じく熱延ぷ備契約倣来ìt!i~与を受けた~~

尚事tc どて~グループに対しでも、 rq際的に Jt[日lで今後の対 '1'同交渉に、可たることを挺~

した(98) また、ドイツ機械 I~業会(VDM A)の提案により H 本機械輸出組合と点);tで会談

し、 I品j-/'i'Ii:I[N側とのtiU;:補償交妙において共同!Jよ調をとることで合意した(99)

宝111製鉄所のflI合補償交渉における H独企業のJI<[J'dという|司際情勢の小、'I'I1iI政府は

[[~際慣例に従って補償するJ(品I[ fl朽11):牧)と表明し、'支山製鉄所プロジェクトの商談の傘、

11である中川技術輸出入総公一l副総経胤劉興II!を同長と寸る政府代表l司を rl本に派遣し、

新11鉄や:{eグループと丹後策について協議した(100)

3 J[ 9 I1 、釧は新rI鉄を :tJiれ、'1'1司1JQ[が契約取り汗i し ~i慢の)J;l料処置I!，没1h~1 24 it(川分に
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ついて大柿とJ市し合った 劉は契約'1'11-.1こfドう相1ifi1交渉を北京で行うよう新fl鉄に提案し

たが、新11欽側Ii:r契約済み設備の製作状況をみてもらったうえで具体的な交渉をした)"jが

よいe 点以で交渉すべきだJ と I"I ，;J.~し々かった 補償!の牝)Jについては「双)jの飢:与をi止小

|現にとどめる介srr的fUj法をとる」とのIJ;tfllJ，倫で A激するだけにとどまった新11鉄i士、他

設が進んでいない設備は作業を中止し、十Jl}iに応じた補償を求めるが、クラッシャーはす

でに8~I刊 )j製作が進んでおり、巾Ig 1!UI に引き取りを求め、これが実現しない場合には、有n

償分をftめ受iH，lli絡の 9'，IflWt.I.irの支払いを求めるioえを示した(101) しかし、富'1の今ド'!;t/i

Hの続l被11契約rl'll:の通行、 1TJ~(説明及び 11 本側の号えを聞くことにl吸られ、中国似肋ミら

fUIらJL体策が従ぷされず、|出iイ庁のB訴し介いは鰍航した

7.中国の合弁提案

中川政府は外|司からの il\" Jjkの実現を 11 桁して~)Jする -)j、新 1] 鉄との合弁によって宝

山製鉄所iliぷプロジェクトの資金不足を解消するという案も考慮に入れた

1981 iド31113 円、百~小、利士訪中の H 本|司|際貿易促進協会会長雄111愛 -LlII との会 s淡で、

改めてH本の低利の人:1R，l融資によるプロジェクトill;没継絞を提案し、 21J前の 1111に行わ

れた越紫陽とj隊11Iの会談でも、，lf!1士rl'l))でやろうとすると停11せざるを符ない 11本との

協力でできる々ら継続したい jと行!日1した(102) 巧初中l1<l側がえII設継続を希明するブロ

ジェヲトとして、'[eIU製鉄所第一)QI1: '1¥を除く 4つの石油化学プラン卜を待えていたが、

31j 1811に'i'i両政府l士、セIIJ製鉄所佳品問題について、訪中した日中終済協会会長ヒ光敏

夫に対し、 1第 -JQI仁。liはこれ主でi泊り実施する こととし、同内資金についても lド|斗政府

が氏任を持つ 2第 :WICjqi:lr.UIIIとして正ll，l¥l:を'1'止するが、「日本側との合弁の形をとれ
1")'継続を時えてもよし、Jとの新)j針をIYJらかにした(103)

"，，111製鉄所第...::JQJι'Jcを合弁で正11.没を継続するという新しい提案を受けた新H鉄l士、 3

jJ 24 11にj，iHl:長以上が出席する経常方針会議でこの|問題を協議し、その結果、川J:会経済

体制の見なる中国との合弁事業は企業経常の)，t礎である原価の算定や利益計上の)i法がは

っきりせず、円滑な連常が函燦と判断Jし(104)、合弁不参加を決定した

4)J 811、合弁の提案を新n鉄に|断られた'1'1同政府l士、セILi製鉄所総設フラントを合む

中日プラント J i1 1脳についての政月:n/IJ 協議のため、外国投資管理委員会的l主任(~ rr.'級)J珂 ill

南を同長とする政府代./i:.団をn本に派ii:tした 911、中 111両国政府間協議の席上で、宝山
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製鉄所!.l!，j此プラントについて、'1'1同似.1JI1:百1. JQI 1: ' l~ を j十回'iiJ!iり完成させる怠 I{'I を，1:式にぷ

別し、そのために必史ft~低利資令援助を 1I 本に渡仏した しかし、中国側|の低利併，出;史的

制が総微 26.6依 ドノレ(、円JI干のレ トで 5，320悩1'1、そのうち宝II1製鉄所第 J明r:'l~ 8億ド

ノレ、 1，;11，600依1'1)とIJ:紘iに卜ーるため、 1I本側111:対応を11f検付する必要にせまられ、協議を

1111主で延長した 11 1I、11本側11:'1，[刷llIlの長JQI低利融資の製品日に対し、 )<~--I>: (ý" に応じ

る}J針をlリlらかにした その内界l士、 1.総制約 1，000億円の1街品{官数の供り(宝1I1製鉄所、

太鹿山内II(ヒ";!'.プラント優先)、2これ主で供与した円flt欽(1，060億円)の -ifflをI街品{別式に転

JIJする、 3輸銀資金やJ_l';tI:1の協調融資も併せてIMIIする、というものであり、 中国1JUIの検

討を盛治したι 対'11プラント問題解決のため、小川政府のプラントfltJ題必尚武任おーである

(，il灯軒lのが牧のr，'.JQI来 11を袈計jした J，';I -fJは州|同に先立ち通産省、経企庁に対'1'フラン

トで援助協力をまEsiltした n--l>:政府は'1'1刑UIの4;i'lJJ)J'製品1の具体的内容について、通i夜、外

務、大蔵、経企庁なとe関係各省の1/11で検付したうえ、 'l'悶側と再度事務レベノレの協議を行

い、援助の'1'身をおめる 身えをIYIらかにした(105)む

ここでf.Iけ加えておきたいのは、 州独政!(-fの切jきである。阿独の企業も 11本介';11同線、

'klll製鉄所プロジェクトを始めとする対中フラントキャンセノレ問題を抱えていた l由iJ同の

企業11、小川市場においてはおIi:v、に岐大のライバノレと見倣しており、ミ'iifよ阿独政府も 11

'*政府のこうした対'1'支援に対し、管戒心を胞いていた 4川 11IJ、経済中11ラムスドノレ

71士州Ml訪日¥J中の蔵相渡辺との会談において、 11本政府の対中支援の動きに関述して、 0

ECI)の愉fi¥f，jJJI ガイドラインを守るよう米H~J した(106) .fj、阿独政府11:1任後巾|司政府

の働きかけるなど品，~j極的な出j与のド、シュレ γ ンやデマ クなどの西独企業グノレーフ}士、

'iÜII製鉄/jjの毒性i[ . 冷延プラントをìS55る If~lì単に参)111 し 、 11 本企業 と 激 しく 絞り介ったポに

契約を手中にしたz

4)1 20日、 1I本政府}士通路、外務、大蔵、縦企(，'関係各省トップが検討した対rl'援助

~を 191 らかにした 具体的な内作は、すでに融資を決めている最高限度7億ドノレ(が')1，400 

依1' 1) を， t，心 iこ、 1 ， 500~2， 500 億円のtl'; JIII シンジケート ・ ローン及び日本輸出入銀行のバン

主ローンを*11み合わせた総鎖20億 ドル(約 4，000億1'1)を lて|浪枠とするものであった。そし

て、 5)1711rI '1'フラントIlll題を協議するため、 11本政府11:'1手務レベル交渉トHを北J;{に派

遣した(10η

この決定には、政治的配慮‘も綴える J ，'~ .f 1が帰|同するliiiに通産省、終企庁を表敬訪問

した際、通戸工作トップは、rn本も財政艇からrl11同への援助はなかなかむずかしい作f勢だ
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しかし11'"友好関係を'，'rる観点からできるだけ協力したし、Jと述べ、純金frトップもr[I'"

友M条約の利伸に)，~づいて、 ftl倒的に協力したし、」と符えた (108)

}j、"'1叫政再111:二袋グノレ ブに対 し、 'I{111 製鉄所然k[，ût '~iI の ili設'1] 11 : に1'1' う 補償IHl~垣

について、技術引き取り の5'1'-延期、イ ンフレ分は 1:釆せという新提案をIUし(109)、新FI

欽に対しでも、 1 1 本の対"，救済融資がなければ、 'j:. 山製鉄所の第 -WIL'詐も 4~5iド~量れ

るとiili給した 新fI鉄11UJから見ると判，411劫ともとれるこの通1J"fに対し、同社はな外と冷静に

対応した新 11 鉄 11:そういう ・ J~態になれば、「ー;':ìlill ，没，lhhjのJnl，L!Ïしが必要になるうえ、中

国が求111製鉄所の製品を債務返済にi!，)刊できず、数千低['1にのぼる役下資金を無主主に11民ら

せておかt~ければならなし 、j との)111111 で、"'1司政府に第 -J~ll二 。!j:の早期完成を U}J，'j'したので

ある(110)

中I同政府11:11本政府に対 し、11本の資金協)Jがあれば、定山製鉄所(第一WI)を合む さつ

のブロジェクト (I~J京イ7 羽 1 1化学、大I~石油化学)の ill設は続行できるとして、総額 6000 依 IIJ

(26俄3000万円レ)の供りを求めた。これに対 し、nA>:1如何Ii:南京石油化常について、 11.

工事の太平を凶独企業が受注している 2.完成後の)j;-(料供給に不安がある 3所要資令(約

3∞o俗1'1=13億 5000)jドノレ)が1-'傾過ぎるーーなどから資金協力の対象から除外するこ
とを決めた 1判J江石油化学除外について中IJ:lllUIli:'"I布j不満を表明 していたが、六n中旬に
訪中した佐々木IIIiitf!I>7HIIに対し谷牧雨刊行相1が『継続プロジェクトが減ることもやむを得な

い』 と述べる t~ ど比較的3柔軟な態度」を示し始めた(111)

' Î~ ill製鉄所、大度-fi ~ll化学プ ロジェクトの所繋資金として、中国が史!約 しているのは約

3000億円(13俗 3000刀ドノレ)であった 11本政府l士、 このうち 2000億円については政府

協}J、伐りの 1000億円強については)，，1';1川合融機関の併，:9;で対応しようとした(112)。

与党1'1tIO党も11'1]フラント問題解決にー役をnってLlIた。自民党総務会長二階堂進が9

)1711から '.111111"]1司を訪問する(I;jに、汁判l鈴木';!f幸と会い、対1ドプラント1I[Ji!iiについて

'，!急に決おを以|るべきだと進，~i した (11 3) をた、北ぷでは中間共産党中央委良会主席胡線

路、 1 ， ;II，lI U前置~小、1>:、行中UAfl紫陽 ら rj ' L'~政府 ・ 党要人と会って、懸案となっている対'1" プ

ラント問題などを中心に突っ込んだ芯凡交換をした 裂するに、問題決-1'1へ向けての地な

らしをしたわけである(114)

11本政府のs1比1)によって、宝山製鉄所のill，¥lt資金の11処がたった 1981年 8}11 nに、

組紫陽ばiiir年年木の|百l製鉄所のill設計1I同のI'，紙撤|司の決断を撤回 し、第一期工事続行を決

定したそれを受け、同家計I，iji委員会 ・|同家土j!，没委民会11:同JI7 FI同製鉄所をill設続行プ
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ロジェクトに変ll!:すると関係郎1"1にi通達した こω1111、1，，1製鉄所の悠設T'jH1:ストップが

かけられた主主であった そのため、川製鉄所l士数億広の鍋失を蒙ったとパわれている

(115) 

総制約 3000fiJ.川にのぼる対'1'資イ祉協)Jば、 9川Thめに11'1'政府11¥1で}J;(JiIJ介芯、し、 10)1 

6、?のl山ill北);(で'Ii務レベノレ交渉が行われた 尚品(fi，款の転1111問題やシンジケートローン

の具体的なやり )jについても双)jl1:合なし、 12)1 中旬、点点開催予定の11中閣僚会議の席

で日本の外相と中国高11首相谷牧が調印することになった事務レベノレ交渉の内科は、「日本

が 1300@ 1' 1 の l商品H~款に使111する資金と して、すでに供与済みの五強渓火力発泡 l折、大

.f;011Jトンネノレiliぷのための円lit，欽をE伝川l、79、80{Iっ五分の供与額434億円のうち、中l司似l

のよ使川分400俗1'1を81年度'1'に引き:'~てる J 、「主主り 900 億円については、次年度以降、

断品 Hr/~:主JJjに引き続き転問、 rl'問 llUIに供与する J というものであった(116) コ

11本政府による対中融資3000億円のうち 1800他川がセ山製鉄所建設に充、円されること

が内定し、資金保]メドがついたことを受けて、 11)117円宝山製鉄所所在地のヒ海市剛市

長締1fT・ 1士、 ' iéll l製鉄所ili設の完成、 '1ミ l)iil~1Þf; IJ :干WIが 1985 年となることを始めてゆi らか

にした(117)

)j、新日鉄と ""'~llUI との 111 1で行われていた ' i~111製鉄所第 三月l 仁 'Jí 中 1 1:に伴う }J;(料処周1

.&備の補償交渉l士、中11州11が新n鉄に対し、契約額 24億円の 10%程度の持l''!;'補償額を支

払うことでI，Ll-1庁が介怠に透した l品i1tの交渉ば点以でれわれ、交渉は製作済みの機総をめ

ぐり雛航したが、 tlf}，~j 双);が夢み't;rり決ぶした 新rl鉄11:1原料処理設備の受注額の 100;"を

すでに政金として受け取っており、これを補償制に振り将えることにした(118)。 第 ~JØIr. 

事の中 Ir.に「ドう 十Jl '.!;. 1前償問題は、、'í もIJ Il本企業と ~y独企業の rlJ同に対する統一戦線の動き

もあったが、結}..)"'1吋は11本1E%!に対し契約破楽による側弁賠償、西独企業に対し契約発

効延期による経費 ・利i白、負担という形で解決した

宝111製鉄所i.l!設をめぐる IJ巾1mの交渉はまさに111あり谷あり、波猟万丈であった 中!日

政府の外貨不足の解決策としての選択肢は、同建設計酬の門紙撤回、新日鉄との合弁、外

l司からのm，~ 、 と三つあったが、結んJ1泣終的には日本政府が対中資金協力という助け船を

削し、双方が歩み寄りするなどで決析がついた もしn本政府が協力しなければ、宝山製

鉄所の巡命はどうであったか その鍵を似る""同政府のこの時期lの宝山製鉄所i.l!設プロジ

ェヲトに関する怠思決定は、第二期工市の延期lから同製鉄所建設計阿の向紙撤回、それか

ら第ーj制工・liの延期、第二期工事のIj'l上へと次から次へと変吏し、 -J'l:ttがなかった。近
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代化実現のため製鉄所を必繋とするが、t>iィk寸三.Ieというジレンマにti，可む"'[19政府の'Ii:IJI製

鉄所illぷj!-lllliのI1紙撤Ir可によって、 I，C;J製鉄所はこのIltに作ιしたかったかも知れない‘あ
るいは、少なくともその計Ilhj実行を大I~II\に延期せざるを得なかったであろう そうなれば

巾 I~にとってはもちろんのこと、新 11 鉄を始めとする n 4>:の関連会社も、大きなダメージ

を受けることは 11 に見えていた。続'~t燃に陥っている新 11 鉄の経営状況は支すますf!t;化し、

|由連メ -jJーも受it契約のキャンセノレによって多大な制舎を被ることになる そういう忍

味で、 11本政府の対中資金協力はまさにも直下金であった

li本政)(.fの対中資金協力の:'."jJ*はそれだけではt，い H 本政府が中国に資金協力するこ
とによって、 'î~111製鉄所をめぐる今後の州戦においても、新 n 鉄を始めとする n 本企業を

イf利にしたことも凡熔とせない そのため、附独政府l士n本政府の対中資金協力を牽制し

たのである '&111製鉄所の責任.(，-;1)1 、 ^f，，(，-のや，[改第 ~WI 工 'l~ も H 本から多くプラントを導

入したかの抗nnに対し、 fll本政府が資令'r/，J，)Jをしてくれたのも一つの製l王IJという終えは

非常に印象的であった(119)

第4節要約

本章で14:、 ""q政府の'&:11I製鉄J'friJ! ，，1{フロジL クトに~l寸る校術導入の芯思決定i品ねに

!!Jliを吋て、 I快l作宅町[同司鈴

わつた政K府f行m脳悩や、政)(.fの鉄鋼業'i'¥'f，lf機|別である治イik工業部なと'の-*たした役;I~I を 191 らか

にするとともに、経|時鋒と昔日小、ILの 1~噂柿午いと七 11. 1製鉄所総設に関する意思決定過粍と

の関係や刈11与の""司|司内の経済状況を分析した そして、修|可鋒左官11小学が共に<i~ljI1製鉄

liiill，批プロジ』クトをx持していたことや、 I，;Jブ口、ンェクトの政府段高武任者の一人であ
る乍先念が全人代からの非難を受け1'1己批判lした事実などを桜拠に、宝111製鉄所建設を巡

る契約キャンセノレや工事中 If:騒ぎ、全人代からの批、附ttどのー述のトラブノレの起閃i士、 H

本などで悩かれているいわゆる政治謀略や制司銚と古川、Eドの主導権争いあるいはr'，同同内
でιわれている改市をi¥ISる論争ではなく、 flOカ年計州jに見られる中国政府の非現実的な

料済発展政策が財政難やインフレ、外貨不足をもたらし、それを IF.すための試行錯誤であ

ることを折摘した。

さらに、技術移転の、'i'l王者である中l司政府と.I'ilrll鉄の契約交渉に玉三るまでの過程を、発

端・交渉 ・契約 ・資金調達という経常史的枠組みに治って分析し、中国政府と稲山とのい
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頼関係、それをベースに展開された稲111j;I，flの'i'i司戦時や'11[司市場に対する初版Mと桝然
力、 11 本政府のバックアップ、それとは対照的f~欧米話 l叫の政}(.fや企業の、月初の消倒的な

態度、そしてぷ作製鉄所をモデルとした新11鉄の伎俳fの'11[司における適性とrll[司側の校術

に対する選択が、 '11[同政府を新fI鉄にt@，)J泌がiさせた県囚であることを明らかにした

83 


